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俳譜無言抄　翻刻と解説

その一翻刻

ll

凡　　例

一本稿は梅翁著『俳謂無言抄』の翻刻である｡二　国書総目録によると'『俳藷無言抄』は次のようである｡

七巻七冊)　　　　　　　　　　　＼ノ′　　　　　　　　　＼ノ別無言抄　頬俳諸　著梅翁
【ヨ　　　　　　　　　　　　lⅦ一川r nトロEiiZl

成寛文一二自序'延宝二刊
ntLU

F肌H】写京大頴原(版本写五冊)　(版本写1冊)･東北大(｢宗困無
n一一u

言抄｣'東大蔵本写七巻一冊)･天理納屋(巻七'版本写一冊)

ヽノ

版東大･天理納屋(巻二欠'六冊)
hlu

三　本稿の翻刻に用いた原本は'東京大学総合図書館蔵本(旧酒竹

文庫蔵本)である｡ただし'同書は序文に相当する個所と第二冊

野　坂　敏　夫鮮　　　明　雅

二十一丁めが欠けているので'前者序文に関しては'天理図書館綿崖文庫蔵本(版本)'後者欠如部分(本文二十九頁｢夙｣'同前也～詩に)　にはへその個所を『俳謂新式評』　(加納梅翁述'岐阜県立図書館蔵写本)で補った｡『俳譜無言抄』と『俳詔新式評』との関係はその二'解説で触れる予定である｡

四　翻刻にあたっては'原本の面目を尊重したが'次のような方針
に従った｡1　漢字について

イ　行草体の漢字は槽書体に改めた｡p　異体字に開し'別表のようなものは'現行の通用の文字に

改めたo

ハ　旧字に関Lt現行の通用の文字がある場合には'現行の文

字に従った｡

2　仮名について
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イ　仮名文字は現行の字体妃改めた｡ただし仮名過'送り仮名

は原文通りである｡

p　濁音については'濁点のあるところないところかならずし

も統一されていないが'原文通りである｡また振り仮名についてもすべて原文通りで1切手を加えなかった｡

3　句読点について

イ　原文には一切ないが'読み易くするため'適宜句読点を施

した｡

p　中黒点は用いず'句読点ですべて統一した｡
4　通し番号について

原文にはないが'解説や検索の都合の上から用語に通し番号を施した｡

五　本稿の翻刻に関し'原本の翻刻を許された東京大学総合図書

館'並びに閲覧の便を与えられた京都大学図書館'天理大学図書館'岐阜県立図書館のご厚意に感謝申し上げたい｡また原稿整理に助力された成城大学大学院生蜂須賀薫君にもお礼を申したい｡

ヰナカ

俳譜の連寄ほいまの世のはやり物にて'京も夷もたつ子はふ子ま

モテアソフて翫に折をへたてす'ロすさふにきりきらひなし｡う-ひすの山

カハヅ

類を出てたかい植物に吟し'蛙の水辺をはなれすして鉢用の外にと

ヤ七イ

ひ作をたくむも'この道時至れるからにやと思ひなし侍ぬ｡野生も

ギf[ウアルムシp寸シハリヤフレnpヰ

わか業にはあらされと'友に引れて戎席に交しょり'破衣のかた心に

チルツヰ

か1りて'花の散にはつねならぬためしをおもひ'月の人には終に行

クハソ

身のはとを観して'六字となふるひまくには五もし七もしをもつ

オキテタイ

ふやき侍き｡されは古来の制を尋に'中興貞徳'連署無言抄に対して俳譜御傘をつくれり｡これよりふたつの道'水と披とに立分ぬ｡然に此翁は露巴の門弟なから'師にことなる筆力あり｡こゝにをいてその師弟のかはれるこゝろくをいふかしうおもひ侍に'去人'新式

サツケ

の抄を授しょりこの旨に引くらへてまきれたる筋道を正し'又年比

カソカヘセ

小耳にはさみ置し先輩の説々を考合て'ふたつの書のうち'是とおもふところくを一とをり取たてゝ'わたくしにしるせは'己に一巻と成ぬ｡此ゆへに御傘のかみに置る字と'楚仙のあめりし書の名とを

カウリヤク

とりあはせて俳誰無言抄と号しき｡略してははいむこんと云｡なを

7･シマヒカメアヲタメ

世に君子在してわか僻るところを改給は'大に道の助なるへし｡

暮菩喜郎きヽし

イハブネ　アヤツカ･,,ク]一ツカ･"カ　　　　　　　　　　　.]　ホソ　ギ　ノセテ　nレヲ　アマノイハクス　フネ一l　　カセ

-岩船　天神地神駕し給舟也｡日本紀に載こ之於天磐梯樟船】而順
′マーIくハナチスツ　　　　　　　　　　　　イサナ　キイサナ･･rノ.,nA　　ヒルrIノミT]A　ク～'

風放棄と見え侍也｡伊非諾伊非冊等　蛭児等を産給に三歳まて
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ツクリナカ

御足たゝされは岩舟を造て流し給也｡歌'
カソイpアハレ

父母はいかに京と思ふらん三年に成ぬ足立すして

セツシクツキ

.それより蛭児は摂州西ノ宮に着て'つりたれてゐ給し也｡岩舟と
云ほ'くすの木にて舟をつ-れは'年へて岩に成也｡扱岩舟は神代の事なれは'連歌にては水辺になさす｡然とも船の字には'常のことく七句去也｡俳譜には五句去へし｡岩には連俳ともに折きらふ也o(一-汁)

メイシソアヲスメイシnL1

-伊勢の神　新式に名神非]]名所】と云事侍也｡是に付て両説有也｡

先は伊勢の神といへは名所'天照神と云は名所にあらすと云り｡

イセチ異説には伊勢の神'北野の神といひても名所にあらす｡たとへは山
カツシヅ

塊といへは'山の字は有なから磯か名に成て'山類にあらさることし

TIT..ツ

といへり｡此両説いかん｡答'惣して神道も一社にかきらす'むかし

クハソ汐ヤウ"･ナ

より所の名を神の御名に申事有｡又所々へ勧請申て'その神の御名を所の名に云事も侍也｡八幡住吉なとのことし｡かやうの神々は句によりて名所のかるへき也｡句鉢やもしにしるし侍也｡又伊勢の神'北野の神といひては名所也｡是は他所へ勧請して'いせの神'北

シnウniIチキヤク

野の神と'先々にて申さゝるか'則神の御名にあらぬ証拠也｡早発伊勢の天照大神'奈良の春日'北野の天神と云時は'名所と神の御名とは分明に聞ふる事也｡名神と云を名の神とは心得すして'名所の神と思ふほひか事也｡山磯の山類にあらぬは各別の事也｡山の神は山

ハシメヲゼ

頒也｡水神は水辺也｡然は右両説の内'始を是とすへき事勿論也｡(一1ウ)

イケルヲハナツハサ汐ヤク

-放　生　神砥也｡水辺也｡夜分也｡生類に打越きらふ也｡放生と
汐ソダクハタグ　　シソ　ヲ　　ハクサイ　カサライ　　　　カソ　　　　　　　　　　　カイリサ

は神功皇后'新羅'百済'高麗の三韓をせめ給時'海龍へ魚を取まし普
セイヤククイヂ

と誓約有し也｡是より無事に三韓退治したまひて'たひ　-　魚をは

ハ少シヤウエヤウヲウ

なち給事有し也｡扱放生会の事は'養老四年に姶也｡神功皇后より

ワトコ

は四有年の後也｡又今の放生川と走りしは'男山のふもと也｡是は

ヂヤククハソキヤクケク

養老よりほ有余年の後'貞観元年に南都大安寺の僧行数'宇佐八幡に
一夏こもり給に'行法神慮にかなひ'夢に告給は'師王城に帰らほ'神も友ひ給て'都の守神と成給はんと有｡それより行数のはりて山崎

ソウ

に着給へは'鵠峯に移り給はんと再ひ告有しゆへ'帝へ奏し奉れは'

T]yリブ

宇佐の社のこと-新宮御建立有し也｡扱行数八幡の本身を拝奉らん
イノ.り

と祈給へは'弥陀'観音'大勢至'けさの上に影をうつし給より'内磨

アソヂ

に三等を安置し奉りし也｡それよりふもとの川にて'毎年八月十五夜に此会有也｡この川を放生川と云也｡扱名所はかりの句体ならは'夜分にも秋にも生類にも嫌すとしるへし｡他准之｡(】2ウ)
イツキノミヤ

1斎膏伊勢にては竹ノ宮'賀茂にてはありす川の御所を中也｡扱

サイヰソ

いせの事に斎官と出たらは'折かへて'賀茂の事に斎院なとゝ有へし｡又賀茂の事にいつきの官と出たらは'いせの事に斎官と成とも'竹官と成共有へし｡賀茂の事はかもしにしるし'竹宮の事はたもしに注侍也｡(】3ウ)
イへ

-家一座四句也｡俳にはよみこゑの内に今一加へし｡四句の物まてほ折嫌也｡(】3ウ)

五句の物からかはりたる物うらに有也o他准之｡
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′nカヲシ

-家風　居処に打越きらひ'風体に二旬去也｡風鉢はあらし'木楯等

ナヲべ

也｡打越嫌と云も'二句去と云も'同し嫌やうなから'並て付句にする物を打越嫌と云｡付句にならさる物を二句嫌と大かたすゑくも云分侍也｡又家風'連俳ともに家に面きらひ'夙には字去也｡字宏とは連に五旬'俳に三句去也｡かろき同字をかやうに去ゆへに云也｡(一4オ)

イへツイツル　シTtチタ　　　　　　　　　シャクかク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.lハノキ

-出家　出家の事なれは尺教也｡居所にあらす｡惣して廃軒等の

クハ少キT1

常の居所も尺教'神祇'皇居等にむすひては居所をのかるゝと知へし｡(一4オ)
イナハ'シネ

･･稲葉　只10　遅稲1也｡俳には稲と又有へし｡いなつまも右の内

イナリ

也｡いなひかりは稲に二句去也｡稲荷なとは折かへて又有へし｡(】4ウ)

イナヅマシヤウ

-稲妻　月日にきらはす'妻には連俳共に折嫌也｡初秋也｡天象植

ヨヰ

物等にあらす'いなひかりには連俳共に折嫌也｡又稲妻は零の内はかりの物也｡(一4ウ)
イナふシpヰナカミシカキ

10稲楚　歌也｡植物也｡袖中抄に田舎を云とも'川底の短革のむしろしきたるやうの物を云とも'稲こくとて敷超を云とも'旅に成とも有也｡句鉢によるへし｡おぼくは稲の面のむしろ敷たるやうなるを云との説を用来也｡(】4ク)
イナヲアセーリ

11稲負鳥　秋也｡稲三の内也｡惣していなをふせ鳥'よふこ鳥やうの物'伝受なき内は'薄物にてたとひそれと見及とも'心にまかせぬか法也｡

山田守秋のかりほに置露は稲負鳥の涙也けり袖中抄に秋の田に夜来て鴨島と云り｡連番を稲負鳥の教すは人を恋路に迷はさらまし是は庭たゝきと云り｡(ILL'オ)
イナヒカリイカツチ

12電　雑也｡夜分に非す｡雷に折嫌也｡天象にあらす｡光の字連に面'俳に七句去也｡(一5オ)
イチ

13市　只1｡名所に1也.俳にはよみこゑの内に今1有へし｡名所に二はなし｡(言ウ)
イハ

14岩　只1｡いほほ1.石1也o岩つゝし等此外也｡俳に今一有へ

イシスへ

し｡石と二も有也｡礎は此外也｡石に折きらひ'岩に面去也｡岩石

イサn寸サゴ

なとに砂'真砂'俳にて七句去也｡岩つゝLt岩に折きらひ'石に面義也｡(一5ウ)
イハシ･rrツ

15石清水　岩のはさまより出水也｡石に連に面嫌ひ'俳に七句去也0又八幡の事を中也｡句によりて名所也｡此外清水又有也｡(一5ウ)
イツ･,･イyq･Aノ　　　　　　　　クハウセソ　メ　イド

16泉　泉殿等夏也｡黄泉は冥途の事なれは'いつみの心なし｡付旬

セソ久イクハウセソ

も嫌す｡但泉水'黄泉なとゝ同しこゑにいへは'心はかはれとも面去

'Aク汐'(チギソ

也｡又よみの時も同前也｡是を同字別訓と云也｡他准之｡(】5ウ)
イノチ

17命　只1｡生規に一｡玉緒又有也｡いつれもか様の物述懐也｡俳

イノチナカヲヘチnクメイ

にいひかへて今一着也｡又命に存命'付へからす｡又命に勅命は右の段にしるし侍'同字別訓也｡付旬も嫌へからすと知へし｡(1tDオ)
イホ

柑庵　只二｡いはりくと二はなし｡俳にはよみこゑの内に今一加也｡(言オ)
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イリアヒ

1 -晩鐘　人の字'相の字に二句去也｡夕も碁も付さる也｡晩鐘と過て'かね霞は連俳ともに有へからす｡(一6オ)
イサリ

2-漁　水辺也｡夜分也｡連に火に面きらひ'俳に七句去也｡(一6ウ)
イモ七

21妹背　人倫也｡恋也｡妹かりに連俳共に折きらふ也｡いもかりとは'妹かあたりと云事也｡夫婦なとも折嫌也｡又妹背山'恋の外に又有へし｡(言り)
イp

2-色　野山の色にても'赤き心有は'紅葉付へからす｡水'波'雪なとの色には付てくるしからす｡(一6ウ)
･--J.-I

2-色鳥　秋也｡色々の鳥也｡春山中にかへりて'秋又来也｡(一6ウ)
イヌ

21犬　只一也｡俳には物の名に又有へし｡折かへて日よみに又有也｡(一7オ)
イケ

2-池　只1.名所にl也｡はいには只の内に今一有へし｡(一7オ)2-いつく　二｡いつこ'いつちに一つ1四也｡俳にはいつれなりとも今一有也｡但同しことは一つ折に有へからす｡右の詞に何'なそなと二句去也｡何と何うなそとなその間字去也｡又いか1'なんそ等は三字かな也｡嫌ひやうはみもしにしるし侍也｡(一7オ)2-いつしか　只一｡俳には句の所かへて今一有へし｡何'なそ等二句去也｡(]7オ)㌶いかにせん　上の五文字に置也｡いか1せんは下五文字に置也｡いつれも一つゝ也｡中には又有へし｡連俳同前也｡(一7ウ)
イ一一シへ

2-舌只一也｡俳には今一着也｡上古中古等も二の内也｡古人古跡はふるきと云心なれは'いにしへに字義也｡むかしは二句去也｡

(77ウ)

イクタモリ

3-生田に　森と付て又森の名所か-しても有へからす｡又たとへはあらしと云句に山と付て'又次に山の名所付へからさる也｡取なしの三句わたり也｡(一7ウ)
イク

31幾に　何'なそ'いつら等付句嫌也｡(17ウ)32いふに　かたるてふ等二句去也o(7ウ)
イシヤウクチハ

33衣裳の亀の花木　新式の心は山吹色は春也｡朽葉は冬也｡あらゆる花木ともにそれくの李を持也｡然とも植物にはきらはす｡委絵の字の下にしるし侍也｡(一8オ)

ろ

ELウクカpウイへ

3-楼一座一句也｡連に高楼とつかふ也｡家のたかきを楼と云'ひ

カク

ろきを閲といふなり｡(]8オ)

は

3-花　連俳ともに四句也｡句の有所はいつ-にてもくるしからす｡うらの十三句めを定座とする也o十四句めにはなき也｡委ほお-忙しるし侍也｡(]oDウ)3-花に　桜'連に面きらひ'俳に七句去也｡又連俳に花と云ほ桜の事なるゆへに'付句きらふ也｡然とも付やうに習有と云は'花の袖'花の姿なとの植物に打越嫌ふ花には付也｡まことの花にあらぬゆへ也oなを口伝有也｡(]8ウ)
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Lブ

37花に　書野付る事きらひ'青野に花は付也｡問'名物に名所付すと

TLタフシヤべチ

云事也や｡答'付と付さる差別有也｡先花に青野の事うむかしは付し也｡此故に咲花には春雨'春風'長閑'霞等を青野にむすひて付'ちる花にはあらき春風'春雨なと青野にむすひて付侍は'たひく同し句聞古し'花といへは青野と云句'人々の心にあるゆへ'中古よりきら

ハキ

ひ来也｡付合枚他人と中よきやうにあらまほしと先輩の金言也｡萩
n'ヤギノ

に宮城野'紅葉に龍田'月にをはすて'かやうの物きらひ釆也｡その外の名物に名所は連にきらはす｡ことに俳詔には諸国の名物'珍物'新しき事のみ聞侍は'もとより付へき事勿論也｡その内にも'たとへは夏の雪なと云に富士を付むは'花に書野の類ひ也と知へし｡問'しからは青野に花をも付ましき事なるに'是は付る事如何｡答'花に書野付る句は'花よりよひ出すゆへめつらしき句出す'又青野に花付よと云は'山川'名物'古事おは-侍ゆへ'花におもひかけもあらさる句には付ても苦しからすと知へし｡たとへは花に桜は付共'桜に花は付さることし｡尚口伝｡(19オ)
gFj花紅葉　雑也｡惣して雨季の物はつよきかたへ引るゝ也｡句'

手折なよ紅葉にも見む花の妓　是は春也｡
ツケ

吹や風花ももみちもなつの庭　夏也｡紅葉にも花の姿を残し置　　　　秋なり｡雪にけさ花も紅葉もおもひ出　　冬也｡
ヨム

詠覇は花やもみちのえにふれて　雑也｡かやうの句鉢万事に准て知へし｡(一10オ)

タキヘキフソ'(チス

39花の滝　正花也｡水辺也｡植物也｡新式可こ分別一物の処に見え侍｡滝のことく落る花をも'花のことくおつる滝をも'花中におつる滝をも'又滝をはめても云也｡句鉢によるへし｡(一10ォ)40花の雲　正花也｡そひき物也｡是も新式可分別物の処に見え侍なり｡花を雲と見立も'雲を花と見立も句鉢によるへし｡(一10ウ)41花の波　正花也｡水辺也｡植物也｡波の花は正花にも植物にもあらす｡二10ゥ)42花の雪　正花也｡植物也｡降物にあらす｡雪の花は降物也｡正花にも植物にも春にもあらさる也｡(一10ウ)

チル

43花の散に　葉のおつるは付へからす｡外に物かはらは-るしからす｡(一10ウ)44花にむすふ　旅の字'野山を分としてもたひにあらす｡たもしに句法有也｡(一11オ)

ソノ

45花園　春也｡正花也｡園はかりは居所に打越きらへと'花園は本居所也｡又名所は春にも植物にも正花にもあらす｡(111オ)

カlIホil

46花の香に　袖の香'人香なと'適に折きらひ'俳に面去也｡1万旬

カク

といへは'俳に七句去也｡香も同前｡(】11オ)47作花　ゑにかく花'はり物等の花'正花也｡春也｡植物にあらす0(一11オ)

スカクユソ

48花の婆　花の縁等'恋にあらす｡花にむすふ恋の旬'伝受なくは有へからす｡(711オ)49花野　秋の草花也｡正花にあらす｡句法はくもしに注侍也｡又花
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ハ争ス,辛

野といふに萩'蒋付へからす｡(一11ウ)

ハナ才q'ソセソ

50花田色　正花にあらす｡襟紗とか-也｡花に字去也｡雑也｡文選

キゴカイノブ　　　　　　ヒttウ'(クツソス　　　ノホ･.･リIl

木玄虚海既に神仙操紗頬二玉清澄一海上をはるかに見わたせは'そらの色と同色に青-みゆるを標紗と云也｡絹布の煩を青-そら色に

ホクシ

そむるを花田と云也｡花田の帽子も俗に花のほうしと云'同番也｡二11ウ)

†FTl,,

51花筏　花寵なとしるすにいとまあらす｡惣して俳詔と云文字の出
カyカヘタクジt)ク7]

処を考て侍は'唐に熟語もなき事を私につゝりておかし-つ-る詩を俳藷と云也｡魚は和にもたとへは'はなと云詞さへあらは'たとひ
グ

天狗のはなにても'立入いひかけて花になさほ'なと花にならさらんや｡是此道の本意なるへし｡万世に尽さるはことのはなれは'此道

オク･,,ヤnトt]シナへ

に入てこゝろの奥の花ノ略にあそはん人は'彼仙境に入て四序　鋲に自由にはなみることく'月花の旬も無尽の作意有へき物ならし｡

テキ

書にあらはすは'大海をはかるに1滴をあくることし｡殊に此書の

シmク

こときは'をのれ是と思ふも多は誤り侍らん｡なれほしゐて証にし

ヒpキアヤウキ

かたし｡此道に入たまふ人は博にわたりて危をかき給へし｡惣して

ジ･,･ク

書にこゝろをうはゝれて道理を自得せすは'たとひ年月をへて学とも'あやなきわき成へし｡又わつかなる端をもちても'道理を推してしらは'力を用事久しきに至て貫通の期有へき物ならんかし｡(JIIウ)52春寒　さえかへる'此内一也｡俳には余寒なとも侍は'いひかへて二有へし｡(】12ウ)53春風　二｡内一は春の風也｡春風と二あれと'のもし入てほこな

nチ

き也｡俳には春風二㌧春の風又有へし｡東風は此外也｡(一12ウ)

ノ

54春月　只一｡有明一'三日月一'春の一李にいひかへて三有也｡俳には瀧月を加て四も有へし｡夏冬も同前也｡但四季共聖二日月'有明ありと云にはあらす｡連に有明二'三日月1也｡俳には秋の三日月過て'他の李に又有へし｡秋の有明過て'他の率に有明二有へLo又秋の内に有明二'過たらは他の孝に一着也｡(一13オ)55春の日と云に　長き心有は'その折に永日'遅日'連俳共になし0(一13オ)56春近着　春をとなりは冬也｡又春ならぬ春にあはゝや'春そへたゝる'又春過るなと春也｡他の李も同前｡(一13オ)

ノAウグウ

57春宮　春也｡東宮と申時は雑也｡此類おは-侍也｡(113ウ)53葉　四也｡俳には今1有也｡青葉'若葉'又松杉の菓也｡竹菓'莱のは'草葉とかはりてほ字去也｡木のはとくへ草葉とくは連に折きらひ'俳に五有は一はうらに有也｡(一13ウ)
ハそpL

59薫守の神　雑也｡色の字人は秋也｡薬は五の内也｡惣して木には葉守の神おはすると大和物語に見え侍也｡(一13ウ)
ハヽソノ

60樺　秋也｡紅葉付合也｡ちるも秋なり｡枠森は雑也｡母にも仕立し也｡

ちりちらぬ京は何れはゝそ原　宗養宗牧十七年忌千句の内の発句也｡母存命の故也｡(一13ウ)
ハマilサシ

61浜　二｡内1は名所也｡俳には只の内に今1加なり｡又浜庇説々有也｡
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浪まよりみゆる小島の浜庇久し-成ぬ君に逢みて

ヒサキ

万葉には浜鍬と有｡伊勢物語にはかきかへて入也｡はまの砂のく

つれたる也｡此句鉢は居所に嫌へからす｡又'

霜置ぬ南の海のはま庇久しく残る秋のしら菊
ゴーハノヰソクマノテイカノ

後鳥羽院熊野へみゆきの時'定家卿供奉にまいりて新宮へ三首の
寄有し内也｡庭上ノ冬菊と云題也｡このはまひさしと云は'はまに有中家也｡家に見されは落題也｡かやうにいはゝ居所也｡(一14オ)

ハ･Lフク

-2鳩吹　秋也｡鳩には連俳共に折嫌也｡吹は字去也｡生類には打越嫌也｡説々有｡

レフシシカ

先は猟師の鹿をねらふ処へしらすして'人のとをるをとゝめんた

アヒツ

めに手を合て口にあてゝ鳩のまねをする也｡相図也｡

ますらおか鳩吹秋の音立て留れと人をいはぬはかりそ又袖中抄に'ぬす人の山たちするに木を折かけてかくるゝをまぶ

J･モ

しと云也｡友にしらせんと思ふ時'右のことくして鳩ふく也｡

ス､,,め

まぶしさし鳩吹秋の山人はをのか柄をしらせやはする(一14ウ)
ハツシホ　　　　　　　　ゴ　ワウ　　シソ.Et　シ　シヨ　　シリヤク　nウ･>ウセチカサ　　ウシホ

-3初壇　秋也｡呉王の臣伍子背の死霊'杭州斬江の潮と成て'毎年八

*T)I((>>)

月十五夜'風波を起す事有也｡古詩に'

ノイp　　　ノ　　　　　　ノ〆ソセイハソヤノウシホ

1千里色伸秋月　十万軍声半夜潮

イクサ

この潮冷しうして'十万はかりの軍のこゑか聞ふる也｡堀川次の

A)タチ

首首に'常陸と云女のうたに'

～,チヤサル

秋夜の月は浦より出れはや塩と共には満増らん月も新月と云'塩も初塩と云なれは也｡(1eオ)

lIハゝリ

-4初鳥　元日の弟也｡春也｡初筆'春也o初鳥かり'初麿等は秋也｡初あらし'秋也o初風とはかりは秋にならす｡初霜'冬也｡露をむすへは秋也.初にはしめ'連に折きらひ'俳に面去也｡(一15オ)
ハツセテヲ

-5初瀬寺　山類也｡鐘も同前也｡初瀬路は山類にあらす｡(一15ウ)
ハシ.,ハシカケハ･>クキハr'キソ

-6桶　只一｡御階1.桟1'名所に1'浮橋一也｡水辺也｡御階は禁中の玉階也｡水辺にあらす｡

ダをJ･

まふのはる枚ははしにつらなりて桟は山類也｡水辺にあらす｡古詩に'
カケハシアヤウクナ､メIt7人カケエソノrLエ'

梯危斜踏こ峡猿声一　山路のつゝかぬ所にかくる橋也｡か

つらきの橋の事はかもしにしるし侍也｡山類にて水辺にあらす｡無名に岩橋'石橋といはゝ水辺にて'山類に非也｡名所の橋は宇治橋'長良の橋等也｡浮橋は夢のうきはしと'連苛にする也｡ゆめには'愛

アヤノ

かしこの事を見るを'かよひ路とも浮橋とも云也｡又天浮橋と云は'女神'男神会合の所也｡日本紀に見え侍也｡連に右五の内'御階はか

カサ,守

りうらに有て'外はいつれも折きらふ也｡俳には舟橋'橋かゝり'鶴のほし､のはりはし等の内に'今一加て有は'その内かはりたるをうらにする也｡又橋姫の事は'うもしに注侍也｡(一15ウ)
ハヲ

-7原　松原'さゝはら等字去也｡原に野の嫌ひやう'野の字の下に注侍也｡(一16オ)
ハチス

-3蓮　夏也o花英同時也｡然とも実の飛は秋也｡俳に蓮一'物の名に又有也｡(一16ウ)
ハセヲ

患巴蕉　只1｡はいには心はせをはなといひて'又有へし｡布'扇等
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も此内也o薬の字付へからす｡もとより秋也｡(蒜り)
(･>+

ー0端居　居処に打越きらふ也｡軒端'山の端かはりて'連に折きらひ'俳に面去也｡(一16ウ)71はなし　とまりに上の句に一㌧　下の句に一也｡俳には今一着也0(一16ウ)

ハルカ

ー2道　連に二也｡俳には今一あるへし｡〓16ウ)

に

ーーハ･Lリ

73鶏只1o夜烏一㌧引合て二也.俳には今1加へし｡夜分也｡別の鳥としても夜分なから恋也｡句'

セキチ

鳥の音やうききぬくをさそふらん　かやうにして鶏也｡関路の

trウシヤククソ　　　　　　シソノセクワウ　　　　　　　　　　　　　　キッネ　カハコpモ

鳥とは'孟嘗君と云人'秦昭王につかへけるに'狐の嚢をもてるに'

ノソ七イ′クニL]ケカソT]ク

昭王の望まれけれは'おしみて斉国へ逝去'夜ふかうして函谷の関ひ

カクナキ

ちかされは'三千の客の中に鶏のまねをすれは'まことの鶏も鳴つ1

､トヲ

くゆへに'関の戸開て通す也｡

夜ふかき山にしのふいにしへ越かたき関にそらねの鳥も哉　宗祇八こゑの鳥'くたかけ'夕付鳥なと三の内也｡物の名に鳥甲'鳥毛

の鑓なと云て又有也｡(一17オ)

ニハノオシヘ

74庭　只10寺'皇居の間に二庭訓は各別也｡庭は居処也｡糊に折

三ハ

きらふ也｡物見の場'居所にあらす｡庭に折嫌也｡場といへは'場に二句去也｡又場と云時'庭には付句もきらはす｡己上達寄の式也｡

ニハ

俳には只の庭と一加て三也｡庭に場面去也｡又糊は面去也｡(tE=ウ)

ツキクマリミツ

75庭の築山　山類に打越嫌也｡又にはたつみ'庭の汗也｡居所にも水辺にも非也｡(一17ウ)
〔ニEl1

76煉　神楽の時たく火也｡神砥也｡夜分也｡冬也｡別字有と'庭かすの内也｡(一18オ)
三エスハヵスカキッネ

77焚　生類に打越嫌也｡諏訪へは鹿をそなへ'春日へは若宮に狐､タヌキ

狸備る事也｡(一18オ)
ニヲ

相場　雑也.うきすも同前也｡うきすの事'袖中抄'無名抄に見え侍｡柳'芦等に水にしたかひて'上下するやうにか-る也｡流てありく物にあらす｡連に一句也｡俳にかいつふりと又有へきか｡(蒜オ)
一-シキ

7-錦に　紅葉付へからす｡赤き色つかされは'花'紅葉付すと云り｡一説に白に雪'黒に鵜も付は付へき物と云り｡両説如何｡答'たとへは野山の錦と云ほ'打任て紅葉の事也｡此故に紅葉といはすして'紅葉に折嫌也｡付へき物にあらす｡然とも花に桜も付は'句鉢によるへし｡(一18オ)的似せ物の花有面に　桜嫌也｡俳に七句去也｡惣して似せ物の稗は折きらふ物'面去也｡たとへは雪折をきらへと'卯花の雪はうらに有と云事也｡(一18ウ)別にとまりに　まにく'たにと云やうの詞'折合も嫌す｡又にとまりほ二句去也｡下の句のにとまり'俳に一座一句也｡

なみたほ袖に露はもすそに　兼栽前へかゝらぬやうにする也o(118ウ)
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82にて　とまりには二句去也｡中にも同前也｡又にてとまりの上に置詞は'を'は'も'からぬ'には等也｡(一19オ)

は

ホA･キスシキ

33郭公　只10程時過すとかくして'今一也｡俳には時鳥'子規'し

ヲオサ

ての田長なとの内に今一加て'三有へし｡又郭公には花'鷺'かすみ～藤'長閑なとむすひても夏也｡春の郭公は習有事也｡此鳥'詩にはこ

ウレフシmクハウテイタヤシヰケ

ゑを聞て愁るやうに見え侍也｡覇の亡帝の魂'化して郭公になれると有｡
七キティ　　　ノウヲ･,,　Pク　　　サイノカナシ.,､

昔帝一時恨　彼人千載悲和にも涙なそへそなとよめるも侍と'

おはくは賞翫の鉢也｡生類の内に此鳥はと賞翫はならへてなき也｡

マサイ(ママ)

鷺は郭公には増しこゑに侍と'さはとに云来らす｡身にかへても一こゑ閉まほしと云やうに'連苛師の作し釆は'子細有事也｡かやうの
サカリ(ママ)シトク7ウムシヤウ

境をも若自得せすして'人まねはかりに句にもつ-れるほ'鶴鵡'遅
■､nH】い■

々の人に似て物ほいへれと'そのことはの義理をほしらさる煩なるへし｡(一19オ)
ホクル

糾蛍　夜分也o水辺にあらす｡1句也o俳には二も有へし｡残としても夏也｡火にはきらはす.はかけには二句去也｡(120オ)

ツクルホヤ

約5ほや作　秋也｡神祇也｡穂には連俳共に折嫌也｡屋には連に折き

シナ′r"サヤヤマツリスハ

らひ'俳に面去也｡信濃の御座山祭'諏訪の事也｡七月廿日より廿七

ス→キササク

日まて'薄のほにてかり屋をつ-りて'あらこも敷て精進する也｡年

ミサ

中七十余慶の祭なれは'諏訪条､見佐山祭なと云ては雑也｡

信濃なるはやの薄も風吹はそよくさこそいはまはしけれ
ノクイゴカサーリクハソ汐ヤウ･wサ

又上醍醐'又山城の笠取山にも勧請有し也｡いつくにても見佐山
と云也｡(蒜オ)

ホシカクヘチ

86星月夜　秋也｡月には字去也｡日には打越きらふ也o名所は各別也o秋にも夜分にもあらす｡(153ウ)

トナフ　　　　　　　　　　　　シヤク　　　　　　　　　　　　　　グハy J･ヲ　　nク　　　　シャクリヤウチy

87星を咽る　春也o天象也｡夜分なり｡元正寅の刻に'清涼巌にて行給し事とそ｡スヘヲキノ

皇の星を唱る雲上に光長閑き春はきにけり(一20ウ)
ホ･Lケノ"'ナ〆イリシTIチケ

㍑仏　名　十二月十九日より廿1日まて'内裏に出家あつまりて'
アチ･/ヤウキヤウシヨブチ

仏名経をよみたまひて'三世諸仏の御名をとなへて'年中つくりし

メチ

つみを滅し給也｡
アヲタマツクリ

荒玉の年も暮れは造置つみも残らす成やしぬらん(120ウ)

へ

39経て　年へてなとに'糸へて少もきらはさる也｡(]21オ)

と

90虎　千句に一句也｡俳には一座1句也｡ひょみなとに今1着へし.

はけしき心虎は物かは

カヲキヨ

聞もうしさも苛世のまつりこと　宗祇
ライキ　　　rLウシノ　クカセイハタかシ　　トラbリモ　　タイ　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナキ

礼記に孔子日苛政猛]]於　虎7　泰山に婦人の子をかゝへて突ける

フ

を孔子見給て'その故をとひ給へは'わか夫此処にて虎にはまれける
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と申｡家へはなと帰らきるとのたまへは'家には苛政有と答侍し時の事也｡(一21オ)

J･ホソタ一tムp

=l戸　四也o枢'関の戸'谷の戸'室の戸'此間折嫌也｡俳には五也｡
･L･ヒヲトホソトサシ

又扉'枢'鎖へ此三のもの同し-戸の数にして'居処にも同し様に嫌

卜小-ン

と云説有と'此内鎖はかり戸五の外にして'又屠処に打越嫌也｡子細

カソキソサテチサゼウA)モ

は鎖は漢に'金鎖'鉄鎖なと云て鎖の事也｡たとへは紐は衣類に付て

ヲヒ

有故'衣輝也｡帯ははなれて有故'衣煩にあらさることしと知へし｡又天戸も五の内と云説有と是は外也｡たとへは神の字はいひかへても折きらへと'鳴神は神に二句去也｡なれは天戸も世の外の事なれは'戸に連にて面嫌ひ'俳には七句去へき也｡又戸に窓の嫌やう窓の字の下に注侍也.(一21ウ)
･i]7Lノアカリセチヱ

92豊明の節会　夜分にあらす｡明は字去也｡冬と云説有と句による也｡

ヤJiヰ

むつき立けふの円居や有数の豊明のほしめ也けり
セソ,,Jヤウ

宜命にもろくの節会を豊明と云と有也o(蒜オ)
Lr]]

93床　只1｡居処也o夜分也｡鳥獣に一也.俳には鳥に1㌧獣に1㌧

71カ,LIP

己上三也｡床は此外也｡座敷の床は夜分にあらす｡水鳥'土鳥に床有｡獣に有と'鹿には聞なれす｡草ふし立とは有也｡(一22ウ)94鳥　只1｡春に1｡小鳥'むら鳥なとに1｡鳥獣といひて1｡新式に四也｡狩場の鳥'うきねの鳥'各別と有｡右四の鳥は無名の鳥也｡俳には此外よみこゑの内に今1㌧五も有也｡去なから面の鳥'春ならは花鳥なとゝもうらにあらす｡かりはの鳥は雄也｡うきねの鳥

は水鳥也｡冬也｡夜烏は鶏也｡是等鳥数の外也｡鳥に五句去也｡俳

サキカヲt(

に三句去也.又鳥に鷺'鶴等の鳥の字付さる鳥は'付ても苦しからす｡鷺'鶴なとに鳥とは付さる也｡他准之｡〓22ウ)95鳥のこゑ　同鴨の字'連に面嫌ひ'俳に七句去也｡たとへは鶴の嶋

サヘツル

に雁のこゑなとの事也｡又鳥の嶋は雑也｡咽は春也｡(一23オ)

ス

96鳥のぬる　夜分也｡くはし-はうもしにしるし侍也｡鳥の巣'春也｡委はすもしに注侍也o鳥屋鷹の事はたもしにしるし侍也o(123オ)97年　只一｡とせ一｡今年も此内也｡俳には年'歳の内に今一着へし｡去年今年は春也｡なかるゝ年は冬也｡年内の立春'連俳ともに冬に用釆也｡(1g3オ)93友　只1｡鳥獣に一〇月花なとの友に一着也｡はいには今一いひかへて有へし｡(一23ウ)
トモシ

99照射　夏夜火ともして鹿子ゐる事也｡ねらひかりとも云也｡(一23ウ)
ト7ヲ7シウシヨトフキシニ

1-0訪に　とふ'句によりて二句去也｡周書に王訪二千笑子7証に訪ほ問也.(123ウ)トホシヒッリ1-1灯　只一｡法に1｡釣に1也｡俳にはよみこゑの内に今一有へし｡(一23ウ)
トノヰキリ

1 -2宿直守　夜分也o居処に打越嫌也｡(一23ウ)

も

チリノ

1.03塵　只10あ-た1｡此外塵世又有へし｡新式か-のことし｡俳誰には'よみこゑの内に今1加て四も有へLo塵世ほうき世の事也｡



22

又世とことはらされと'たとへは句に'
いとへとも身はまた塵の中にして　是則

ワクハウ}ウチソ

塵世也｡又和光同塵と云本文より'塵にましはる神とも仏ともい

pクヂソ'h.ソI一ビゼチシyイアク

ふ也｡又六塵は限耳鼻青身意也｡この六より悪のおこるを塵の身と云也｡句に塵を出てなとする也｡

I)ク王

風の上にありか定めぬ塵身は向後も知す成ぬへら也
7]eヂソ

又紅塵と云事も有｡塵つもりて山となると云ことは有ゆへに
クレナヰ

紅のもりひちたかし秋の山　　宗所
一花やふもとの塵の山さ-ら　兼裁ふもとに1花咲そめたるは'此さ-らも一山みなちりつもりて'山

と成こと-なるへきとそ｡(二-オ)
チサA

104千里　居所にあらす｡千の字は連に折嫌也｡俳に面去へし｡里は字義也｡
花に匂ひみとりに霞む千里哉　　宗所

ククヒスナイテ･,T}リtIイス　三

千里鴬.境線映i紅と有よりの作也｡(二1ウ)チ　ハヤフル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lE　ホ　y　ギ　　　リサノウノミr]ト

Eo5千敷破　早操の二字に少もきらはす｡日本紀に素嘉島尊たけ-い

アタイソゾツ

ふりにおはしまして'天照大神に怨をなし給は二千の神々を引率し

ワシウケタノT]ホリヅルキシヤサクハク

て'和州宇多郡に一千の剣をふり立'城廓としてたてこもり給｡天

イハAヤヲヲpy

照大神'岩戸を出させ給て宇多郡に八百万の神をつかはして'ふり立たる一千のつるきをのこらすけやふりてすて給より'千剣破神と中也｡(二1ウ)
すトリ

1-6鶴　千の字に嫌はす｡冬也｡水辺也｡雁'露なとにむすひては秋

也｡(二2オ)

チ

1-7漁　連に七句去也｡俳に五句去へし｡又路と道の間字去也｡又山路なとのありく路に'寄道なとは二句去也｡(二2オ)
チル

は散　花のちるに木葉のちるは連に折嫌ひ'俳に面去也｡(二2ウ)
小JL･リ

1-9契に　たのめる句によりて付ても-るしからす｡たとへは旬に'

ちきり置つる事のはかなき　なと云に'たのめつゝまたるゝやうの事はあし-'又

たのめすはか-物はおもはし　かやうなるには付ても-るしか

らす｡(二2ウ)
チマタ

1 10岐に　道二句去也｡行歩ならぬ道は付てもくるしからす｡(二2ウ)

り

'ナ>n

川律のしらへ　秋也｡呂のこゑは春になるへき事なから'その沙汰なし｡(二3オ)
リウJr.ソ

1 12龍聴　秋也｡りんたうの事也｡古今のうたに'

我宿の花ふみした-鳥うたん野はなけれはや愛にしも-る又おもひ草とも云也｡

オハナ

道のへの積か本のおもひ革今更になそ物をおもはん(二3オ)

ぬ

1 13布さらす　雪にてもさらす物なるゆへ'水辺にあらす｡(二3ウ)

ヲイハイ

114ぬかつく　礼拝也｡句によりて神祇にも尺教にもなるへき也｡万
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菓'

相思はぬ人を思ふほ大寺のかきのしりへにぬかつくかこと

カキ

仏にむかひてぬかつきてこそ'せんの有へきに'垣のうしろを拝か

ガキシリへ

こと-也｡おもはぬ人をおもふはせんなき也｡一説に餓鬼の後とも云り｡(二3ウ)

イウフイツ",シキ7

1 15めれきぬきする　なき名のたつを云也｡堀川有府の和泉式部かかたへつかはしける寄'

ムヲサキ

人しれすねたさもわたし紫のねすりの衣うはきにはせん返しぬれ衣と人にほいほし紫のねすりの衣うはき成とも紫のねすりの衣の事はむもしの下に注侍也｡(二3ウ)

1 16ぬ　新式にふのぬ付句きらふ也｡しらぬ'恩はぬなと也｡おほんぬは二句去也｡しりぬ､おもひぬなと也｡ふのぬとおはんぬは付句も嫌はす｡折合にはきらふ也｡(二4オ)117ぬらんとまり一座二句也｡俳には三も有へし｡中こみには三字かなの内也｡きらひやうはみもしに注侍也｡(二4オ)mぬると　ぬるぬれと'ぬれぬると'ぬれの問いつれも二句去也Q(二4ウ)

ヌル

1 19寝に　臥かたしき両方夜分ならは､連に五句きちひ'俳に三句去也｡又一方夜分のかれは二句去也｡(二4ウ)I-0ぬる1に　袖のそぼつなと連に面きらひ'俳に七句去也o又ぬる1連に二者o　はい竺二句も有へLo又ぬるゝ袖の事そもし.の所にく

はし-しるし侍也｡(二4ウ)

る

T]ホ

1-1祉れる　にこれるなとのるもし二句去也｡又とはるゝ'はなる1なとの間も二句去也｡(二5オ)1-2祉るらん　流るめりなとの間は'上の字へ付たる字なれは少も嫌す｡(二5オ)

を

ワ",ナヘシツカ

1-3女郎花　初秋也｡只一也｡俳にはこゑに又有へし｡女の塚よりはへ出たるゆへの名也｡古今集にこのうた十九首あり｡いつれも女によせてよめる也｡

名にめてゝ折れるはかりそ女郎花我蕗にきと人に語な
ソウシヤウヘソセウサガヲクハ

僧正遍昭'嵯峨野にて落馬の時よみ給し也｡このうた俳詔の手本

也｡詞いやしからすして'心のざれたるを上旬とする也｡詞いやしうして心のされさるを下旬とする也｡伝教大師我たつ柚のうた'弘法大師の室戸のなかめを俳譜といはさる古人のこ1ろを'はかりてしるへき物ならし｡≡5オ)は女　恋也｡連には千句に一句也｡俳には1座に一句有へし｡女に乙女なと俳に面去也.又物の名'女松なとかはりて折に一つ･T也｡

イチメシy

又下女'市女'娘の女なと恋にあらす｡(二5ウ)
ヲ三

1-5鬼　生類にあらす｡千句に一句也｡俳には一座に一句也｡物の名
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キシソキシヨ

に又有へし｡鬼神鬼女なと云ても右1旬の内也｡鬼神の事'諸道に

シTtタク　　　　　　コウ　　　ノ　　　キ　シソノ　クルnトトクリレサカンナルカナ　シtt

まちくの説侍也｡儒道には中庸に子日鬼神之為i徳其盛英乎　朱シ　　テTt　　キ　ハ　ヰソノ　レナリ　　　シソハ　ヤウノ　レイナリ子の証に鬼者陰之霊也'神老陽之霊也と｡天地の間に万物を生する
レイシソメチキ

霊なる物を神と云ひ'その万物の滅する霊なる物を鬼と云也｡たと

ヤクキ

へは一枝に陽気をくはりて'一花さかしむるは何物のわきそととふ

Aクヲククハネヰソキゾク

時'神の徳と云物也｡落花して根にかへり'陰気に属するを鬼といふ

ツカサAセイ.ハイ

也｡万事か-のことく陰陽の二気を司りて'万物を成敗するを鬼神

ゴ　汐ソクユキヤク　アリテ　　　　ゴサブヤノ　　　　ブチ　　ス　　キノヒーヲ

と云也｡又尺教には'護神呪経に有二百億恒沙鬼神]護こ持三帰着)と

ブチホヲソクキエゼyキシソ

見え侍｡仏法僧に帰依する人は'天地にみてる善鬼神の守り給と有｡

ホヲカイシソ　　　　　　　　　　　　　　　　　グソ　ギ　py ytアレハ汐ヤノ　ドクホカLLカソス

是はほとけの法界身を鬼神と云也｡又群疑論に内有二邪三竜一外感こ
シソキノマヲトソシソチアク

神鬼魔丁是はこゝろに食'隈'痴の悪あれは外より悪鬼神来て'常に

カソツタハイチソ　　　キ　ハ　キ　ナリ　　　　シテ　lIクハ　リ　　　　　【　　チハ　リ

したかふと也｡又韓詩外伝に鬼者坂也人死而肉坂こ於土】　血版こ於
一lホネハリ　　　　　ー　nソ　キ　ノホル　tI　　ソノヰソキヒ･L･リ　ッチシ　　　　　　　　　　　ILシュンヰソティタイノ

水]骨坂二於石7魂気升レ天　其陰気独存究i所y依也｡故純陰底滞之キッキテl]ナスカイヲブンサソハクキ気著i人為iBqR英｡是は人死して四大分散するに'陰分の脱気のみの

シリヤク

こりて'人につきてなやましむる也｡死霊なと云物を鬼と云也｡世
シヤスウヤマヒヰ･>ヨ

に邪崇の病なとはやるも'かやうの物のわさと医書には見え侍也｡又和苛にはt
Rrナノク　　　ア〆チ　　　　　　タPツカ　　　　T]モ

陸奥の阿達か原の黒塚に鬼寵れりと云は真か
ムクヲアレスタク

葎生て荒たる宿のうれたきはかりにも鬼の集也けり大かたは女の事也｡又ぬす人をも云也o　おそろしき事を云也｡伊

勢物語に'鬼ほや1ロに-ひてけりと有も'おそろしき事也｡その外

オソ

いろくの説侍とも'しけきを恐れ侍也｡惣して俳の句のならほし

にいつれの説をもちひて'いつれの説をほ用ひさるとの分ち有｡道

クtIクウブチ〆ウセゾク

にあらわは儒道'仏道'寄道は串に及はず'あらゆる世俗のはやりこ

スヽカ

とはまて用ひ侍は'鬼と云には大江山'鈴鹿山'鬼力島まての事をも

サイハヰケウ

いつるを串に付句興あるやうにあらまほし｡(二6オ)

シ'ソ

1-6鬼のしこ革　紫苑也｡秋也｡物忘れせぬ能有｡くほしく袖中抄に見え侍也｡(二7ウ)
ヲソキiI

1-7遅日　此外'永日あらす｡新式の旨也｡はいには二なから有へし｡春はをそく日の暮ゆへの名なれと'句に'

山陰はいつるも遅きひかりにて　又'説法の永かれとのみしたふ日に　かやうのしたてにても春也｡

(二7ウ)

ヲ･Lネ

腿音に　音羽山'音無川等二句去也｡又音といふには付句はかり嫌也｡但吹風の音羽山なといはゝ'音に字去'ねに二旬去也o音に'こ

ナル

ゑ'ひゝき'鳴なと二句去也｡され共音羽山なとには付句もきらはす｡(二8オ)
ヲチnチ

1-9遠近　二字つゝきては連俳ともに一也｡をちかた'又をちなとい

ヲチチカキーツキ

ひて'はいに三は有へし.遠にも近は二句去'こちに遠も二句去也｡(二8オ)

ヲカ

1-0岡　只一｡名所に一也｡山類也｡俳には只の内に今一有へし｡(lすオ)

オク

1-1小野　只1｡名所に1也｡俳には只の内に今1加也｡奥としても山輝にあらす｡(二8ウ)

fTフネセウセソ

1-2小船　すきてあま小舟もなし｡俳には小舟'小船の内に今一着へ
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し｡(二8ウ)

ヲ〆マキシツヲサt]pヰ

1-3小手捲　膿のをたまき也｡学をまきたる也｡又狭衣に'たつをた

コポク

まきと有は枯木の事也｡(二8ウ)
ヲヲT]ヲサ

1-4小に小　字去也｡をと小'連俳ともに二句去なり｡小と小付句きらふ也｡(二8ウ)1-5をしね　ひき1植物也｡-ほしくおもしに注侍也｡(二8ウ)

わ

ワスレクサ　ザ7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.ウ　シ　イブクソリムソクハソザウヲコ･Lfクへソ　nレヲ

1-6萱　雑也｡花をむすへは夏也o毛詩に蔦得二譲草二言樹二之キクノネヤ.I　ジガ一I　　　クハンクハンコヱオナシツヰ】lナックワスレクサJ･チナリアスル･ウレヒヲクサナルヲ

背Tと｡余雅云ク萱譲音同遂命レ萱　　以二志i憂　草T　この事

ノウ7シソ

うれひをわする1能有ゆへ'婦人のすめる北のねやの前にうふると

ブク

も又服するとも有也｡

道あらは尋も行む住膏の岸に生てふ恋忘草

ハウT(ウサウツスル.

元来忘憂草と云本文より云和名なれは'忘の字に二旬去也｡又

クハソザウワスル,リブクハ

萱草なと云て忘といふ事に用す｡立花の下草なとにいはゝ'忘の字に付句も嫌へからす｡花は六月也｡
シ　ョ　ウハシメテハレテノチテイクハソT,サllヒヲク　　ヲ

暑雨初晴后庭萱正吐レ花(二9オ)
ワシノミネツルノハヤシシそ.･･

1-7鷲峯鶴林　新式に可i為]]山類之鉢]　但鷲峯鶴林等山類植物元

そチヒテヲ

不i嫌i之　用こ此旨]可i然云々　驚峯鶴林等山類植物にあらさるチ

セソキヤウ

細は'たとへは神代の事なれは岩舟として水辺にあらす｡又仙境な

いl･1P

れは淡重として山類にせす｡淡室守として人倫にあらさることし｡
ボyゾクタウクフクハクキヨブチ

凡俗相ましはる地さへ'堂塔皇居なとは居所になさす｡いはんや仏

カイヂクシヤカキヤク

界にして'殊に天竺の事なれは右の説尤なるへし｡鷲峯は尺迦の経

サイヰキノキイタ,辛

を説給山也｡西域記に元来鴛のすみし山と云り｡又大論には山の頂

カシヲltナツクル

鷲の頭に似たるゆへに名と云り｡天竺王舎城と云都より'東北三四

リヤウゼy

里きりて此山有也｡日本にては東山霊山をかたとる也｡鶴林の事はつもしに注侍也｡(二9ウ)
ワカハ

糊若葉　新式に花むすひても夏也｡青葉に花むすひては春也｡青葉は雑の故也｡又草の若葉にむすへは'たとひ夏草にても春に成也｡右若葉と云ほ木葉也｡(二10オ)
ワカナ

1-9若菜一句也｡春也｡俳には二有へし｡若菜は惣名也｡七草は'
セリ　　　　　.Ttギヤウタビラ　コ　　　　　　ス･ナス･シp　　　　ナ,クサ

芹なつな五形田平子仏ノ座青菜酒代是そ七種惣して若菜'七草は'発句には初春七日跡先三日の内也｡平句には

チ

初春のうちにはくるしからすと云来也｡又-1たちは初春也｡菜とはかりは雑也｡かふらは冬也｡(二10オ)
ワカメカル

1-0著和布　春也｡刈は夏也｡(二loヴ)

ムラサキ

1-1若紫　春也｡只は雑也｡(二loヴ)

ア7)

1-2若草　若鮎等　春也(二10ウ)

カヘテ

113署楓　若竹等　夏也｡(二loヴ)
ワカレ

1-4別に　帰る恋の句ならは同意也｡新式の文也｡恋の句に'別にかへるは'連にて面をきらひ'俳に七句去也｡一方他にかはりたらは二句去也｡句鉢ちかひて'生類と人事なとは付句もきらふへからす｡(二loヴ)1-5別に　きぬく両方恋ならは'適におもてきらひ'俳に七句去也｡
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1万ちかひては二句会也｡又別に分も二旬去也｡又別に盛別'一方旅の句にあらすぼ二旬去也｡但句によるへし｡(二11オ)M別の恋　連に二あれは'俳に離別なと又有へし｡(二11オ)
h〆ハヲ

1-7和EEの原　名所にあらす｡海の事也｡海に連俳ともに折嫌也｡又和田の原は遵俳ともに一句也｡

あしたの空に夜は明にけり

ハルカ

出る日の遥ににはふ和田の原　　肖柏
ティ　シ　　リサ七ソシノゼチチヤク　　　〆イ

三鉢詩に竜泉寺絶頂と云題に'
イマタアケヤツミルカイチイノヒ　　ヤ･iIサシウシチエyケイ寸サーーホクスアシクヲ

未i明先見海底日　良久遠鶏方報i点
すルーー

タイジチクハソ一lハ･.･リナキ

泰山の日観と云ところへのはりて見れは'鶏の一たひ嘱て東を見れほ海上に月出て'たかさ数丈也｡良久して夜明なり｡此心にて夜明に海上の月を付たり｡(二11オ)
ワタキワクモメソモクメyリヤクキワク

118棉　冬也｡木綿も冬也｡木綿は木綿の中略なれは'木綿に折嫌也o
ワタヰメソ

又綿に木綿は二句去也｡(二11ウ)

ヽカ

カナヰソ

1-9哉　鞠には発句の外'ねかひ哉又有也｡句の中には二句去也｡連俳同前也｡ねかひかなは花も哉'月もかな也｡かやうのかなにねかふ'望む'とはゝや'とへかLtとはなんなとの物をねかふことは二句去也｡(二はオ)1-0かほよ鳥　かほ鳥とも云也｡連俳ともに一句也｡伝受なきうちは心にまかすへからす｡

カホワスヲ

春義は野へに先噂かはよ鳥貝にみえっゝ忘れなくに
キヽス

是は維子をよめると也｡春也｡

霜錬る岩ねにつるゝ良鳥の娘の枕や柁てぬる覧
ヲシ

是は鴛也｡冬也｡

ナカ

山川のゐ-ゐの上の良鳥の影見時そねは鳴れける

ヒスイ

これは弱翠也｡雑也｡又句

霞のうちのやとり床しも見し人に似たる良鳥又もなけ　　宗義露にぬれたる花の夕かほ雨そゝ-霞か-れに鳥はねて　　宗牧
始て上洛の時'此旬より上手の名えられし也｡(二12オ)1-1神　只1｡神代1｡名神1｡己上三有也｡俳にはよみこゑのうちに今一あるへし｡又神に神楽'面きらへは俳に七句去へし｡又神に

カ･,･サヒ

上久て付句もきらはす｡若神によせていはゝ'適に面計らへは'俳に七句去也｡上久とはさひしき事也｡(二12ウ)

マツリカモ

1-2神祭　只祭としても賀茂の事になれは'夏也｡賀茂は付さる也｡

ノギシキ

卯月西日也｡惣して賀茂条は年中七十余慶也｡娩式は伊勢同前也｡

チソ汐7)クハソハクキソメイ

王城の鎮守なれば'関白参詣有也｡欽明天皇の御字より始也｡

メクq'イ､､ヽ

けふ祭神の恵の兼てより卯月の忌の指て知にき

アヲヒ

いかなれはその神山の薬草年はふれとも二は成らん

ヤーカ

葵のもろかつらと云ほ'菓円にして二葉つ1むかひて付也｡此祭今は絶し也o又余の祭はそれくの神に引れて李を持也｡(二ほオ)



俳藷無言抄一翻刻と解説-27

カクヲヤシpホシ

1-3神楽　冬也｡夜分也｡只一也｡俳には川社'きりくすうたふ'星うたふなとの内に又有へし｡神楽の事'日本紀に右にも注侍こと-～
ソサノウノミn･iヤヲヨpツ

素蓋鳥尊'天照大神にあたをなし給へは'八百万の神達を引-して'
カツヲキアマイハJ･リクガフ

篇城の天の岩戸にとちこもらせ給へは'六合みなとこやみになりて'

シマネ･･rノ･,'コJ･ヴシツ

日月ひかり見えす｡島根兄等なけきて二千の神々をかたらひ'和州
アヤノカク一Iハヒサカキ

天香久山に煩をたきて二面のか1みをゐさせ'榊のえたに付て'神

ソウ

寄うたひ'神楽を奏し給へは'天照大神'是を見給ほんとて岩戸をす

セカイ

こし開給へは'世界たちまちに明になりて'光かゝみにうつりけり｡

ナイシ･Lr)pヲT]ナ

これ神楽のほしめ也｡年毎に内侍処に行ひ給也｡惣して説々侍れとも'根本の神楽は内侍処を本とする也｡その外は伊勢をほしめて里神楽と云也｡夏神楽は水辺也｡夜分にあらす｡(二13ウ)

ヤシpヲプナフ

1-4川社　水上に社いはゐて神楽行事也｡又白浪の音のするを云とも有｡

川社秋をあすそと恩はや波のしめゆふ風の涼しさ五月雨岩浪さそふきふね川かは社とは是にそ着ける(二14オ)

キリくス

1-5神楽の名の巷　うたひ物のきり　-　す'生類にならす｡常の巷は秋なれと'神楽に引れて冬也｡夜分也｡その外'星うたふなとも冬也｡夜分也｡(二14ウ)
･Rスカt･ツリ

1 -6春日祭　二月上申日也｡霜月も有と'1年両度の物は始を孝に牌

カジヤウナイシケイ(ソ

と新式に見え侍也｡仁明天皇の御宇嘉祥三年に始也｡内侍'上卿'弁
クハソシnシ

官'諸司参向有也｡両度なから勅使立也｡

′

春日山代々の神事けふ毎に絶すつかふる雲上人

ノヲカソメ,iノキサキホソ

大原条も春日同前也｡又山城西岡に春日の社有也｡是は染殿の后本
シャ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チゝカソヰソフTtツグnウクハソジヤク

社へ参給事遠きゆへ'父閑院冬嗣公勧請有し也｡
キサラキ

二月やけふ神祭小塩山はや懸初よ花GrLらゆふ
カスガハルヒイクカ

又春日に春日'少も嫌す｡幾日のかもしほ字去也｡(二14ウ)
カキッハタ

1 -7杜若　只一也｡俳にほかはよ花なといひかへて'二着へし｡水辺也｡むかしは春の李になせと'夏の景物すくなきゆへ'今は夏の期に入也｡(二15オ)湖腐　春1｡秋l｡春秋の内に残雁と今1有也｡かくしても三也｡残席とは'春此地に残をも'秋越に残をも云也o又名残の席とはかへるを惜て云也o鷹かねと二はなし｡又贋かね淡とは冬也｡水辺にあらす｡雪にむすひたるも冬也｡又さむき贋としては秋也｡鷹には足に水かき有と'水辺にあらす｡(二15オ)
カキカイマ･H

1-9壇　二也｡かきほも此内也｡かきは二はなし｡垣に垣間見'面き

･～ツカキ

らへは俳に七句去也｡又神垣'瑞節'玉垣なとも右二の外にはなし｡

trカキ

俳には三有へし｡節は此外也｡折をかふるなり｡(二15ウ)
･Rリケタモノレフシ

1-0狩　贋に一｡小鷹に一｡獣に一｡己上三也｡俳には猟師'川狩なといひかへて今一着也｡鷹狩の事はたもしに注侍也｡獣かり'ねら

カリ

ひかりは夏也｡紅葉駈'茸かりほ秋也｡狩に折きらへは'連に面去

キラへ

也｡又かりに生類は二句嫌と'桜'紅葉等のかりに嫌す｡又狩に鷹を付と云は'前句鷹めかさる狩に付也｡贋に狩とは付さる也｡然とも各別の狩は'句鉢によるへし｡(二15ウ)
カネ

1-1鐘　只一o　入相一｡尺教に10以上三也｡俳には異名に今一着へ
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シpカネキカネ

し｡鐘に銀'金なと二旬去也｡こゑに一方いはゝ付句も嫌はす｡めかね'はりかね等も二句去也｡≡16オ)1-2鐘かすむ　新式'夜分にあらさる処に出たり｡霞は夜と昼は似合ぬ物也｡蓮に人達過て'かねかすむなけれほ'大かたは人達なるへし｡只かねは夜分也｡(二16オ)

アミ

は霞の衣　衣類にあらす｡衣の字には字去なり｡霞の網水辺にあらす｡霞の海そひき物也｡句によりて水辺也｡霞に霧むすひては春

ホヲヰソノカスふ

也｡霞の洞は仙家也｡院御所をも中也｡又掠るといふ詞春に用釆也｡
おもふこゝろをいひそかすむる　　宗長(二16ウ)

1-4影陰景　此間二句去也｡月日灯等に影をかき'木陰山陰夕景等か

シt)カケ

き釆也｡俳に主の蔭なとも二句去也｡(二16ウ)
カヘテ

1-5楓　秋也｡青としても同前也｡若楓は夏也｡紅葉に連俳共に折嫌也｡(〓16ウ)
カレノ

1-6枯野　冬也｡植物に打越嫌也｡虫露霧色なとむすへは秋也｡又枯草は植物也｡句によりて冬也｡枯木植物也｡冬にあらす｡野に1'木に一㌧革に一着也｡俳には今一有也｡(こけオ)
カケヒヒシタヒ

1-7寛　水辺也｡軒のうち樋'下樋なと云ては水辺にあらす｡又寛に水は付とも若'旬に'
しっかなる苔の下樋の音はして　かやうのしたてには付さる也｡

(二17オ)カヤ

1-8茨　秋也｡かやふき'かやか軒端としても同前也｡植物にはあらす｡孝をもつから植物にもきちふへき事なから'子細絵の字の下に

しるし侍也｡連に茨原､たかかや'色なき草なとゝ有也｡(二17オ)1-9かけろう　兼也｡したてによるへし｡苛に'

今更に雪ふらめやほかけろうのもゆる春日と成忙し物を

ヤウTlソ

是は陽伯とて'春の季のけふりのやうにたつを云也｡八雲御抄に
も此説也｡春也｡

r''･L･リノソヲノAケ

霞たち碧天も長閑-て有か無かに遊ふいとゆふ是も同前也｡詩に'
テソクハイノT)ウシオツヘキクウヨリ

天外遊糸落二碧空一と有も此事也｡又八雲御抄に'かけろうは夕

の木のもとなとに飛みたるゝ物也｡又夕-れに命かけたるかけろう

プT(ク

とも有也｡是は蝉蛎の事といふ也｡又源氏物語かけろうの巻には'

7tク王キT]カケpウ

有とみて手には取れす鬼は又向後も知す消し靖

･.･ソハク

又ことはにはかけろうははかなけに飛かふと見え侍也｡又蛸と云

ヤウt)ソ

説有｡此虫'羽うすく身かろく'そらに飛事陽煙のことくなるを云也｡又とんほうを秋津と云也｡又日本の名を秋津と云は'ひかしは

Aソハクウシトヲオヒッシサル

北南へひろ-'西は北南へせはくて'晴のかしらを良へ'尾を坤　へなしたるやうの国のかたち也｡このゆへに東方と云とも云り｡又か

ヤクキ

けろうの石とも岩とも云事有｡石には水気こもるゆへ'春陽気をうけて'けふりのやうに立番有｡是を云也｡投句に虫の名にて'秋搾とか蛸と云時は秋也｡国の名'名所なとは'それくに去嫌へし｡俳に物かはりて二着也｡(二17ウ)
カモメカウテウハクヲウ

1-0鴎雑也｡連に只1也｡俳には江鳥'白鴎なとの内に又有へLo(二柑ウ)
カサ･キハシ

m鵜の梼　生類にあらす｡水辺にあらす｡此鳥の羽をならへて橋
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アマノカハ

として'七夕に二星の銀河をわたると云説有也｡

クスT(キアi)

夜や寒き衣や蒔き鵜の行蓬の間より霜や置らん又そらに霜匿と云は'詩に'
オチカラスナキチン七･･Jツ　　　]L　アカツキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナカブラ

月落鳥噴霧満i天　暁になるより東に日の出る故に'半天しらくと霜置きたるやうに見ゆるを云也　又右のうた'夜や寒き衣や蒔きかたそきの行蓬の間より霜や置らん

ヤシ7)チギ･,,カ'Aツケ

かたそきほ社の千木也｡住書の社やふれにけれは'帝へ託有し明
神の苛とも云也｡(二18ウ)

カツハアヤマリカソハク

1-2槻木　相の字か-事'和字の誤なるへLo漢に柏と云は松槍の類

サウ　シLt　クウク　　ヲ　　　　　】Iタ･　　　　　ヒトリー]　　　　　Tnクタモツソノツネ一t

にて'冬ちらさる也｡荘子日受こ命於天】惟松-柏独正四時能保二其常
アヲキT)･L･ヲ

育】　その外いつれの字書にも冬木也｡和のかしはには文字あたら
クハソ･Lウpキチ

す｡疑冬を山吹といひ'虚橘をはなたちはなと云類なるへし｡三知
アキノダウ　　　　　　　　　　　　　　　とハナリ

抄に'

玉柏茂りにけりな五月雨に菓守の神のしめ侍る迄小雨さへ夕たつ音やひろかしは　昌琢この句'右の苛の体は夏也｡又続古今秋の部'見まゝにならのは柏紅葉して佐保の渡の山そし-るゝかしはの紅葉は'時雨にむすひても秋也と知へし｡又同集冬の部

に'
ヲシツレナクアラレモソ

押なへて時雨し迄は難面て零に落る相木の森又新古今冬の部に'

モリ

時しもあれ冬は菓守の神無月まはらに成ぬ杜の柏木

然ほちる'おつるは冬也｡連俳ともに李をそれくに用ふへき也｡

又袖中抄に'
ナヲT]ノテネヂケ奈良山の児手相の二面とにもか-にも倭人かな児手口なる柏なるへし｡l説に児手相'側相也｡□二面

ネイ

也｡二心ある俵人をそしりたる寄也｡又'

ミ　グ　′　　　　　　　　,L･ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　ヽ.･'

神風や三角柏に事問て立をま袖に包てそ-る

ツナツウオソ

三角柏'三綱柏'のとなは適者なれはいつれも同物とそ｡又三業柏

ウヲナ7

とも云也｡大神宮へ此柏をとりて占に'な-る時立はかなひ'立されはかなはぬ也｡このゆへに立を袖にしてよろこひてかへる也｡又玉柏にしなく有也｡先ははうひ也｡又水底の石をも云也｡

･'>･1

さのみやは身を宇治川の玉柏君か御代にもなを沈へき

ウツモ

難波江のもに埋るゝ玉柏頗てたに人を恋はやむかし唐船着岸の馳走に'水底に石を敷し也｡又'仁徳天皇御遊覧

の時'水底に致しとも有也｡かやうの玉柏は石に'連にて五句去'俳に三句去へし｡(二19オ)

ヒチネ

1-3風　字去也｡あらし'野分'山をろLtこからし'比良の板わたしI

オキ

あなし吹なと'連に五句去'俳に三句去也｡又'松のひゝき'荻のそよき同こゑ'かやうの風鉢は風に二句去也｡風体と風解の間も二句去

カソクハチリヤウ･Lクヲ

也｡惣して年中風の次第は'春立より漢に月令に'東風開i嬢と有

TI乎

て'東風を春に用来也｡和にも同前也｡漢には'夏は南風'秋は西風～冬は北風とつかへともう　和には沙汰なし｡然とも季をは持すといへとも'心には覚悟有事也｡夏の句に西風'北風とは似合ぬ也｡扱六月
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タウブソシウ

には風かはると云也｡唐文集の句に'

ハ,,/ナクルシふエソネチLl　　ワレハアイスカ　ノナカキク　　　　リクコクスイ

人皆苦こ炎熱]　我愛こ夏日長】　又柳公権か'
クソ7ウシ　　ナy　ヲイ　　チyカクシャウビリヤク

薫風自レ南-釆　殿閣生徴涼　と次し也｡

又東披ノ付句侍とも略ス｡投風かほるとは'そらたき杯の有之よ-
く涼しき風の身にふるゝを云也｡惣して夏の中はあらしのなきや

うにする也｡春はすこしのも'花にあたるをいとひてあし1といふ也｡

花一木松には吹ぬあらし哉　花の木はかりに吹て'松には覚えぬ

也｡扱秋立てより風色かはると云は'詩に'

ルティシtI]t T]　カクモJ･そマツキク

朝来入こ庭樹1　孤客最先聞秋きぬとめにはさやかにみえねとも風の音にそ繁れぬる
秋の初風'はつあらしとする也｡中秋には'あらき風を野分と云也｡のもしにしるし侍る｡サテ初冬の風を木からしと云｡詩に'

ウソガク　　ガソヤセ　　サウリy nフAブ

雲岳千岩痩　霜林万葉飛

タモA

木柏の音に時雨を聞分て紅葉にぬる1枚とそみる扱'すゑの冬にいたりては'あらしはかへりて似合さる物也｡(二20ウ)カツヲキクメチノハシ

1-4葛城久米路楕　水辺にあらす｡山煩也｡橋数の内也｡つねの石橋

屯ソム

岩橋は水辺也｡山類にあらす｡かつらきの橋の事は'文武天皇の御

I)yギヤウ汐ヤ･･,ネツウク汐ヤク

字に役の行者'かつらきの嶺に三十余年こもりて'通を得て'孔雀明

シウヲnナヲ】一カミ

王の呪行ひ'鬼神をも自由にしたかへけり｡ある時'かつらきのみね

A)J･nAヌシ

より青野の山へ橋かけよと'葛城の明神111]1日主にいひけれは'明神大

石をはこふに'ひるはかたちの見くるしとて'夜々ほこへは'行老いかりて呪をもちて神をしはりて谷底に置ぬ｡天皇藤原の宮におはしけるに'神宮人に付て'役の行者むはん有とそうしけれは'帝より行者をからめんとつかひたちぬれは'空を飛て手にあはす'母を召取はちからなく出来ぬ｡別からめて'伊豆の島に流しぬ｡流人なから自由に海をはわたりて'富士の峯へもかよひけると也｡二言主はしは

ノ

られてとけすと也｡久米橋は中たゆるによみ釆也｡(二21オ)
カドデ

1-5首途　只一｡居所にあらす｡俳には門出と又有也｡門出と云時'居所に打越きらふ也｡(二22オ)

カ}テ

ーー6門　居所也｡俳にょみこゑにかはりて四はかり有へし｡首途は逮に面嫌ひ'俳に七句去也｡出は二句去也｡門出は門数の内也｡出は字去也｡(二㍑オ)
カシヲヤT(

1-7頭の雪　眉の霜ふり物にあらす｡冬にもあらす｡述懐也｡(二22オ)
カルクサカ少

1-芝刈　只1也｡俳には二也｡刈田は植物に打越嫌也｡毒は右二の外也｡(二g3オ)
カリ

1-9倍　かりね'かりふしなと'連に折きらひ'俳に面去へし｡(二22オ)
カクシキ

1-0片数　袖'岩かわなとむすひてする也｡夜分也｡又かたえは片妓

カタハヲ

也｡かたへ涼しきは一方也｡かたへの人らなとは傍也｡(二22ウ)
カクシオイシギ

1-1障題　たとへはさひしきのこえ鴫也｡それとはかりに渡るこゑ偏也｡しかすかのこゑ鹿也｡かやうにしては同し生類'連に五旬去'俳に打越きらふ也｡(二22ウ)1-2かさね草　むらく'かすく等也｡折合も付句もきらはす｡同
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し詞句のたけかへて二有也｡又山より山'里より里は二句去也｡かやうに二は連俳ともになし｡(二22ウ)

よ

1-3代　神代1'君か代一'連苛に1座二句也｡俳詔にはよみこゑの内に今一加へし｡神代とは天神七代'地神五代の事也｡

古のあま-たりぬる代も床し　神代といはされと神代也｡又君か

代は'

メクミ

つかふるに長かれと思ふ代の恵　又'代々をかさぬる家の久しさ　此句も君か代の内也｡又代と世とは

ギTnウ

連に面嫌は'俳に七句去へし｡又俳に君か代に御宇折きらふ也｡又

｣

名代なと云は'かはりといふ心にて代の心なし'付句もきらはす｡又

シp

近代なと1云時かはるとか代とるよみこゑにちかひ心もかほれは'

キソ〆イ.I,ヤウダイ〆イそチ

付句も嫌す｡又こ1ろはかはれとも'近代'名代'代物なと云時は面

Tn　　カハリ　シp

rウジ'(チギソ

嫌也｡右いつみの字にしるし侍'同字別訓也(≡-オ)

シf(チクハイヒラTT]

1-4世　述懐に二'平世1㌧恋に1也｡述懐の世'二の内折きらふ也｡俳にはいつれの世なりとも今一加て六着へし｡同し折に同し世はなき也｡平世と云は'

なへて世は花のさかりに成けらし述懐の世と云は世をいとふ'又すつるなとなり｡仏世は尺教にむ

すふ也｡恋の世は恋にむすふ也｡(≡-ウ)
ヨステヒトモソセソ

1-5桑門　文選にてよませたる也.述懐の世に折嫌也｡俳に面去

也｡(三2オ)
ヨハヰ

1-6齢　新式に'齢の三十'四十に'年の字二句去と見え侍｡此心は人の齢の三十'四十なと云は'年を数として云ゆへに'年に二句去と云事也｡外のかすの事に'三十'四十といはゝ'年に嫌へきゃうなしと也｡(三2オ)
ヨフnトリ

1-7呼子鳥　春也｡古今集相伝なき内は'それと見聞するとも'こゝろにまかせぬか法也｡(三2オ)
ヨモキqモキアソマ

糊蓬　雑也｡させもとも'さしも草とも云也｡連に蓬生過て'蓬か柚

カ

ともなし｡蓬島さしも草は有也｡又蓬生'
ほらひ入道は蓬生八重む-ら　かやうの句作にても'古跡の心有

によりて､屠所に打越きらひ釆也｡又蓬か柚とはたかき事也｡俳に

ホウヲイアサノ

は蓬生過て'さしも草させも又蓬莱なとかはりて'三も有へし｡又麻

マカレ

中の蓬と云ほ'す-なる友にましはれは曲るこゝろもなをると云事也｡

世中の麻は跡な-成もうし心のうちの蓬のみしてましはりもなかりし程はつらからてこゝろの麻のすゑのよもきふ　　完成右の苛のこゝろ也｡(三2オ)

1-9夜さむ　秋也｡夜のさむき'夜をさむみ'又さむき夜是等は冬也｡(三3オ)1-0夜を待月　時分にも夜分にもあらす｡又夜の明に月の残やうの句鉢へ　多分同意也｡(三3オ)
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相1夜と1も　終夜也｡世ととも常住也｡いつれも遵俳ともに一つゝ也｡(三3オ)1-2宵　夜分也｡今宵と一'只一ありて連俳ともに二也｡(三3オ)
Tnカハエイ

1-3横川　叡山の内の名所也｡山類也｡水辺にあらす｡(三3オ)

た

クツフキケシソべソシキ]tイワクコウシ

1-4龍　生類にあらす｡大小不窮にして神変なる物也｡史記日'孔子
･lブ　レイク　ヲウシLl　サリティプチティシLlノクマハクーリワレツル　リノtnクJ･ブnAワ　　イタリチ　ハ　リサ]Lyレ　ス

問二礼於老子]去謂二第子7　日鳥吾知二其能飛】乃至至こ於龍]吾不i
シチッレジゴウシノブタウン1]　　ノホル　ーークレイマ･,JルIl　　　　　ヲソレナヲリヤウノ

知其乗こ　風雲丁而上i天吾今見i老-子其猶皇祖耶　孔子も龍の事をは

コトシ

しらすとのたまひしより'古来適苛に生類に用ひさるなり｡又水辺にもあらすo龍宮'龍都も同前也｡扱連には千句に1句也｡俳には1座に1着也.その外'物の名所なとに今一折かへて有へし｡(三3ウ)1-5龍田　むかし'この所へ龍落たりし故の名也｡上段のこと-龍に折かへて有也｡立にはきらはす｡(三4オ)

ヒメ

1-6龍田姫　秋也｡神紙にあらす｡名所にもきらはす｡春色をあらは

サホヒメカソサウクハノ

すをは佐保姫といひ'秋色をそめ出すを龍田姫と云也｡漢に造化
～.r'･'

工と云物也｡(三4オ)
タチハナハナクチハナ

1-7塙只1也｡立の字'花の字に少もきらはす｡底橘は花をはめて

カサルイ

いへる故に'花に二句去也〇九種の柑煩を'苛にはなへて橘と云也｡

･,･カソキソカy

俳には'蜜柑'金柑なといひかへて'今一着也｡柑輝にいひては'それ

ヤクシユチyA]キシチ

くの李をもつ也｡又薬種の隣皮'枚実なとは雑也｡是も二の内也｡
ハナクチハナワクソヒハ

文麿橘は和訓のあやまり也｡枇杷の事也o又橘中の仙と云は'む

かし橘をわりて鬼は'中に仙人碁うちてありし也｡
はなたち花のうちかはるかけ

ヤヤヒトイキシ[l

仙人や碁に生死をわするらん(三4オ)
タヒハタnヤ

1-8旅　連に二也｡俳によみこゑの内に今1加也｡旅寵屋は面去也｡神のおたひ処は'三の内なからたひにあらすo又旅鉢の句'連に五句去俳に三句去也｡文花にむすふ句'旅の字入ても旅にあらすと云ほ'たとへは'

分て入花の山路も旅の空　旗に非す｡故郷を花にはしたふ旅の空　是は族也｡世中に有ふる程も旅の宿　旅に非す｡都にて旅なる人をおもひやり　是は旅也｡かやうのさかひ分別有へし｡惣して付にくき物を'新式'1句二句

の物にさためたる也｡かやうの字は'同し-は句中に出さぬやうにするか'作者のたしなみ也｡旬に'

旅をへつゝも立かへる宿　此句をほ日かすをへつゝとあらまはし

きよし'先輩の判也｡旅枕なといほんより'かり枕と云て'かすの字をたはひたき物とそ｡俳の句にも付に-き物と知なから'たひ　-
ヱソリTT]クキソブケク

遠慮もなく出せほ'苦吟に及ひ一座の無興となる事也｡魚とも一句に首句は付物といひ采は'うかひ出たる句を付に-き物とて出ささらんもいらさる用捨なるへき也｡かやうの事は時により処による事

ヨシアシワキ寸へ

也｡会にて善悪の弁もな-'旬数をおは-するを手柄とのみおもふ人は'なき指令も有やうにいひて返したき物也｡又たしなみふかき
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人は句つ-り今すこし何とそと思ふ内に'たひく人にとられて句

ツヰ･Lヲ

前をのかせは'終には句遠になるゆへに'よからぬ句なりともあれかしとおもふやうのところか｡又は初心の人か少人か'いかさま句遠なる人の句は'有さし合も兄のかして付たきか宗匠執筆の心也｡かゝる折ふし一句有と付に-き物とて用捨あらんは'かへりて用捨なきよりをとりたる作分なるへし｡(三4ウ)1-9玉の字　四也.この内たからの玉は1也o　その外ほほうひのま'似せ物の玉也｡俳にはよみこゑの内に'いつれの玉なりとも今1加て五も有へし｡しなのかはりたるうら面に有也｡たからの玉は'

ヘソクハ

たまにこえたるたからやは有　又夜光の玉iL･和か玉の事は'たれ
もしれる事也｡跡先輩十二両てらす玉也｡宝也｡句に'

夕のみちにまよふ小串夜光玉をいつ-にもとめまし　行助

ほうひの玉と云は'玉つはき'玉手箱なと也｡似せ物の玉といふほ'

クマキハルケチカウタ寸キハル

露の玉'玉あられ等也｡又玉極は結構をつ-したる也｡又魂極はいのちのつきさま也｡玉かつらはかみにたまをかさりたる也｡又女をも云也｡源氏物語のは人名なり｡又うつ-しき草のかつらをもいふ

ヤクヲクnハクサソゴ

なり｡又墳洛'琉泊'珊瑚なとはたまとよむ文字なれは'玉に七句去へし｡(三6オ)2-0玉の席　只一｡命に一也｡玉の緒しなく有は物かはりて'俳に三も有へき義なから'かやうの物は遵俳同前也｡寄'

シノフ

玉の緒よ絶なは絶ねなからへは忍る事のよはりもそする

タカヲ

是はいのちの事也｡玉は宝也｡人身第一の宝は命也｡古今集のう

イノチタ7.シヰ

らかきに'命は魂をもてる物なれは'世車の玉を緒にてつらぬきちらぬによせていふ也と見え侍也｡又'

逢事は玉緒はかり名の立は吉野の川の滝辞せのことこれはすこしの事也｡又'かた糸のかなたこなたによせ懸て逢すほ何を玉緒にせん是は只の緒也｡旬鉢によるへし｡(三6ウ)
タマツサ

2-1玉章に　ことは二句きらふといふは句による也｡常の詞は嫌はす｡

うらみむことを残すことのは　此体也｡(三7オ)
タキ

2-2滝　只一｡名所に一o滝津瀬一o花の滝'涙の滝に一｡四也o俳には五も有へLo滝は山頬水辺也o瀬の字人は山頬にあらす'たきる瀬也｡山類付てあしく'涙の滝は'

我世をはけふかあすかと得かひの涙の滝といつれたかけん花の滝の事は花の下に注侍也o(三7ウ)

2-3田の字　七句去は俳に五句去へし｡生田'田上等の名所は字去也｡但名所にも色つ-とかつ-るとか有は'常の嫌やう也｡又つ-る田

タゾ

は雑也｡秋になる句体は秋の字の下に注侍也｡又田鶴に肘は付旬も嫌はす｡又田庵は居所に打越きらふ也｡門田は常の居所也｡又田箕の島は山頬にあらす｡水辺也｡(≡7ウ)
タナヤキ

弛種蒔　植物に打越きらふ也.いねの事也｡春也｡他の種子はそれ

くの季有へし｡(三8オ)

2-5竹　連に七句去也｡俳に五句去へし｡草木には打越きらふ也o又
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竹にしの'連に五句去'俳に三句去也｡又さゝとしのほ同やうの物なれは'此間蓮に面きらひ'俳に七句去也｡又千尋の陰も竹也｡竹と同きらひやうなり｡又植物にあらさる竹杖なとも同嫌やう也｡(三8オ)

ノチクリソシヤクツヤヂクワシノミネ

2-6竹林　竹林精舎の事にいは1天竺の事なれは'右鷲峯に注侍こと-名所にも植物にもあらす｡然とも竹の字にはつねのこと-嫌也｡又七賢かすみし竹林の事にいほゝ'唐の事なれは名所也｡竹あるゆへの名なれは'竹につねのことく嫌也｡(三8オ)

ノ"Iヤサイクウ

2-7竹雪　伊勢の斎官の事也｡神紙也｡名所也｡名所の官過て'連に

イム

はあらされと俳には有也｡又此宮は仏事を忌也｡

此官は仏の御名をいむなれは西に向てねをのみそなく(三8ウ)

.タルヒシyク2-3垂祉　雫の泳也｡水辺にあらす｡降物句に結てすると云説侍と'古句に只もみえ侍也｡(三8ウ)
タレ

2-9誰　人倫也｡誰松虫なと恋にあらす｡なれも松てふ虫は恋也｡松

Jソ･刀レ

の字かやうにしては字義也｡誰菜に夕の字二句去也｡朝には嫌す｡是新式の詞也｡誰には字去也｡(三8ウ)
ダキヽnタク

210新　木に二句去也｡木とよむ時も同前也｡暁は連に面きらひ'俳

ヤク

に七句去也｡塊といへは連に五旬きらひ'俳に三句去也｡(三9オ)2- 1鷹　冬也｡鷹狩も同前也｡朝鷹は春なり｡継尾の腰の事ほっもし

i･ハ

の下に注也｡春也｡鳥屋鷹は夏也｡羽のぬ-るを鳥屋にこめて'尾羽

ハシJ･モシ

のそろひたる時'人の物-ひたる等を灯て夜取出し初と'袖中抄に見

ボソシヤクリヤクハシ

侍也｡初秋也｡又盆の聖霊の箸をともすとも云也｡かやうの説々より等腰といへは'秋にも成へき事なから'その沙汰な-'野山の腰を

ウツヲ

も等鷹と云釆也｡又鳥屋出の腰は秋也｡又小鷹狩'弟腰なと秋也｡中腰は'はい鷹'つみ'悦我等也｡かりはの事Tかもしに注侍也｡(三9オ)
ククヒ

2-2焼火　夜分にあらす.もしは芦火同前也｡衛士の焼火は夜分也｡(三9ウ)

アマノカハ

213七夕　夜分也｡秋也｡銀河'連俳とも聖二句去也｡紅葉の橋'かさゝきの橋'ねかひの糸の煩'連俳ともに折きらふ也｡いつれもその所

オ5AIメウシヒキホ･>

々に注侍也｡又七夕'織姫'牽牛等は'月日に俳にて打越きらふ也｡

イ,,[ヤク

又七夕は連に一句なり｡俳に右異名の内に今一有へし｡又七夕つめ

ツウオソツマ

は'めとまと適者なれは'妻と云事也｡又'七夕衣は衣類にあらす｡衣の字には常こと-きらふ也｡(一一すり)
クカサT)

214高砂の松　古今集の序に'高砂住吉の松'相生のやうに覚えと有は山煩にあらす｡播州の名所也｡又うた'

誰をかも知人にせん高砂の松も昔の友ならなくに是は山類也｡名所にあらす｡分別有へし｡(≡10オ)

ソハハ･L

215立木　岨のたつきにゐる鳩なとよみたるは'きもしすむ也｡立をたまきに折きらふ也｡をたまきは枯木の事也｡これらにたよりのたつきは少も嫌はさる也｡是はきもしをにこる也｡うたに'

遠近のたつきも知ぬ山中におぼつかな-も呼子鳥哉(三10ォ)
r'7.>

216便　連に只]也｡俳によみこゑの内に又あるへし｡たとへは句

f]ケイホ

に　　松をたよりにすむ毒の庵　かやうの句にひんきなとは三
去句也｡(≡10ゥ)217高野山　大師より以前からの名なれは'尺教にあらす｡他准之0
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(三10ウ)
21g高ね　岩かわなと字去也｡連に1㌧俳に二也｡(三10ゥ)

r1.I]

2-9谷　連に二.内1は名所也｡俳に今一只有也｡(≡10ゥ)
タtIタへ

2-0経に　堪'付句もきらはす｡(三10ゥ)
′ケ

脱獄　連に二'俳に三也｡(三10ゥ)

れ

レイタカ

∽例に違ふ　例なとに'この内達俳ともに一句有也｡連苛にあれは俳言にたつましき事なから'こゑの字はなへて俳になると云にならひてはい也｡(三11オ)∽れ文学　しれ'とれ等の間二句去也｡又とられ'はなされ等の間も二句去なり｡しれにとられとかはりては嫌はす｡(三11オ)

そ

拙そひき物　連に三句去'俳に打越きらふ也｡松竹等のけふりは'連

キヤウチウ

にそひき物に打越きらひて'軽重のきらひやう侍とも'俳にはなへて打越嫌也｡又そひき物にそひき付る事は'避苛の大事也｡(t云ウ)
ソ′アカツキ･qpクシFlチセ

2-5其暁　夜分にあらす｡五十六億七千万歳の後'弥助出世の時を云也｡経論に説々侍と'しけきを恐て注侍す｡和苛にて云は'青野山を

キソブセy

出世の地と指也｡金峯山是也｡かねのみたけと連署にする也｡青野
マフテシヤク汐ソ

諸に百日精進するをみたけさうしと云也｡そのあかつきには膏野付来也｡又句'

あはれねかふも遠き後世仏にとわかあかつきを待かねて　その暁とあらされとその暁也｡

尺教也｡又旬'

別つるそのあかつきを忘るなよ　是はそのといへと尺教にあら
す｡恋也｡夜分也｡(三11ウ)別室　折に一つゝ也｡半天はうらに有也｡そらこと'そらめなとの内に又有也｡連に六也｡俳に今1も有へし｡久堅'雲井なと'空半は

ムナシキ

なとに二句去也｡又空の字こゑに云時'空と云心ならは'同字別訓也｡(三12オ)
ソノ

郷国　園生ともに植物に打越きらふ也｡居所にも同前也｡連俳とも二者へし｡(≡12ウ)
ソJ･ヰ

2-8外面　只1也｡俳も同前也.屠処也｡面連に面去'ほいに七句嫌

ホカ

也｡外は字義也｡外といひかへてほ二旬去也｡(三12ウ)
ソ少ツダソ

2-9僧都　秋也｡田をむすひてする也｡植物に打越きらふ也｡是は玄
ヒyyウヅビチクキビ

賓僧都の備中膏備の中山にすみ給時'た-み出し拾物也｡
山田守そうつの身社悲しけれ秋はてぬれはとふ人もなし里遠き山田のそうつ人形に知はかりにやおとろかすらん人しれぬ山田の僧都さのみやは立す-みても世をは過さん

カヽシ

山田へ水引具と云説侍と'鹿幣也｡文句'

クキ}

まね-かとみえしぼ草の裸にて

アヲ

のこる僧都のたてる荒小田　　露巴(三12ウ)
ソヤキカツ

2-0柚木　山頬也｡植物也｡仙人は山賊也｡山頬にあらす｡柚木も切
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て後の句鉢は植物にはあるへからす｡(三13オ)

カククカ

2-1袖の香　袖のうつりか'薫香なとは恋也｡(三13オ)2-2袖のぬる1に　涙'句によりて二句去也｡打まかせて袖のぬるゝ

アイ

は涙のこと也｡両方恋の句ならは字去也｡二句去と云は'一方は哀
シヤウ

傷か他の事にいひての事也｡又ふり物にてぬるゝ句林ならは'涙は嫌すo(三13オ)2-3袖の雨　涙也｡恋也｡是も右の段の如也｡旬によりて涙に二句去也｡若又袖かさ雨'ひちかさ雨なとは降物也｡涙に非す｡涙の事にしては降物に少も嫌す｡(三13ウ)2-4袖の露　是も右の段のこと-也｡句によりて涙に嫌と嫌はきると有也｡
はるくと分こし野への袖の霧　降物也｡立田山秋行人の袖を見よ木々の梢は時雨きりけり是は涙也｡降物にあらす｡又袖のぬる1'袖の雨なと'涙の事にし

たてゝほ'降物にすこしもきらはされと'袖の時雨'袖の露は'涙にしたてても'降物に打越きらふ也｡率をもつ故也｡(三13ウ)2-5袖行水　水辺にあらす｡是も右の段のことく涙に二旬去也｡(≡14オ)2-6そもし　にこりたるは二句去也｡又ふきそ'ちらしその間も二句去也｡(三14オ)

つ

2-7月　面に一つ1也｡余波のうらにはな-て能也｡新式に'春月一'

有明1'三日月一と有也｡此心は'春夏秋の三李には'その李の月1つ1也｡有明は一座二句の物なれは'秋に一'他の孝に一也｡然ほ春の一'李の内に成とも'月と有明と三日月と三は有へしと也｡夏冬も同前也｡文月は秋はかりに七なからも有也｡有明は俳にて三も有は李をかゆる也｡又有明にてその面の月をもつ也｡(≡14オ)

中iヲ

ES月　連に七句去'俳に五句去也0月次の月には字去也o又月に衣更
キヤTrLヰ着'弥生は少もきらはす｡月次の月とは'卯月'霜月なと也｡夜分に

シヤウ

あらす｡天象には打越きらふ也｡天象と云ほ'日'月'星也｡又月次の月に'有明は二句去也｡又月次の月に'きさらき'弥生は二句去也｡又月に五月雨'少も嫌す｡又月に日次の日は'打越きらふ也｡(三14ウ)

ナ･,･ハシメ

2-9月　日次にしたかひて'その名かはる也｡袖中抄に云'始は三日月'

そチ

七八日は上の弓はり也｡十五日は望月'十六日はいさよひ'十七日は立まち'十八日はゐまち'十九日はねまち｡扱廿日の月'廿二三日は下の弓張'それより下旬はなへて有明也｡大かた十四日より'月の入さる先に夜明を有明と云へけれと'蚕は廿日の後を云也｡弓張とは上弦'下弦とて半月の名也｡(三15オ)別月いさよふ　袖中抄にt Lはし月やすらふ也｡又山の端より月の出たるか'しはし雲より出やらぬを云也｡1万に付て心得へからす｡

山の端にいさよふ月を出んかと待つゝをるに夜そ更にける

十TLセウ

出んかと得は夜の更と有は'出やらぬと聞えたり｡給語抄に'いさ

よふ月とは山の端より出たる月也｡又十六夜の月をいさよひと云ほ'十五夜には碁るよりはや月の出る也｡十六夜にはまつほと看て出る
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故也｡又月に限す'ひかりいさよふなと云は'そひき物に日のかけへ

イサナフ

たちたる也｡そひき物な-てはいほれさる也｡又人をいさよふほ侶也｡雲や浪をも云也｡(≡15オ)211月の雪　夏'秋の詞入ては降物にあらすと新式に見え侍也｡夏'秋の月の'野山なとに影うつろひて白を云也｡

月影を雪かとみれは袖涼し　夏の句也｡(三15ウ)

2-2月の霜　是も降物にあらす｡夏'秋の詞入ての事也o詩にも'

テヲセハヘイサヲナツノヨノシモ

月照二平砂一夏夜霜　又雪'霜の月影に似たると云て'夏'秋の詞ち

入すほ降物也｡又秋の夕霜と連帯につかひ来り｡わかれの霜は初夏にも侍は'句法によるへし｡(≡16オ)

ヤl

∽月の宿　露'泳なとむすはすは'見宿になりて'居所たるへし｡
(三16オ)

加月葺　露草の事也｡影'光等をむすへは月に成也.(≡16オ)M月影と　つ1きたる句'二也｡影をむすひて又有也｡又月の影と下の句'上旬ともにとまらす｡俳には沙汰なし｡(三捕り)別けふの月　夜をまつ月'日にむすひたる月'入相にむすふ月'出る三日月'又夕月'碁の月'いつれも夜分にあらす｡扱又けふとさへ云

ノカルヽ

は'あらゆる夜分の物も遁也｡(三16ウ)

ミチカケ

2-7月の出壇　塩に面きらふ也｡俳には七句去也｡月の満欠と同時なれは'月の出ときさす塩を云也｡(≡16ウ)SS月の瞳の花　秋也｡只桂の花も秋也｡舌苛に春とも有｡

春霞たな引にけり久塁の月の桂の花やちるらん

この苛にて春と云説有と'連帯には秋也｡秋来ても月の桂のみやはなる光を花と結ふはかりに(三16ウ)

別月日と　つゝきたる詞'影'光をむすはすは'句によりて月次なるへし｡(三17オ)2-0月に祈　恋也｡神頑にあらす｡月待'日得も神祇にあらす｡(三17オ)2-1月見に　なかむる'むすひて同折に有也｡又さゆる月は冬也｡さやけき月は秋也｡(三17オ)
ヅ,シiIツシ

2-2鮮濁　連俳ともに1句也｡本草に'此花羊-らふ時は死也｡見時つ

J･ケソクハサツキホlヽキス

まつきてあゆまさる也｡又杜綿花は同し類にて'五月花咲物也｡鵡チ血に嘱しなみたにてそめ出すかと云より'是も付たる也｡

鳥もなけ名におふ花の岩つゝし　宗祇(三17オ)

2-3鶴　只1｡田鶴一也｡俳には今1着へLo田鶴は水辺か里ちかく嶋やうにする也｡(三17ウ)
ツルノハヤシワシノq'ネ

2-4鶴林　双林とも云也｡此内1旬也｡鴛峯の下に注侍ことく'天
チクllフメチ

竺の事なれは'植物にも生類にもあらす尺教也｡如来入滅の地也｡

シヤヲサウシt)カレシヤクメツ

八本ありし沙羅双樹の四本はさかへ'四本は枯て'生滅の相をあらは

サウリソシ

すを鶴の毛色に似たるゆへへ鶴林と云也｡又東山双林寺の事にいはゝ山類也｡(三17ウ)
ヅギオシヲオテクノヰソ

2-5継尾の鷹　自尾の鷹とも云也｡いつれも春也｡一条院御狩の時'
キア

鷹旧山をおもふてしたかはす｡その時つき姶し也｡山々の雪きゆれは'腰の心山にかへらんと思ふゆへ'鶴の君しらすと云｡白き羽をつけは'雪と見て帰らさる也｡一説に'春は野山霞て'麿の落筆見えか
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ぬるゆへ'自尾つ-とも云り｡又野山雪きゆれは'麿の精よはる故'つくとも云也｡

二月の自尾の鷹はしらねとも心任に尋てそ行(≡18オ)
ツヤキ]hキヽ

2-6爪木　ひろふ薪也｡植物山輝等にあらす｡木は字去也｡薪には連俳共に折嫌也｡(三18オ)
ツハキ

2-7樟　只一｡俳には又有へし｡雑也｡花あるやうの旬鉢ならは春也｡(三18ウ)
ヅイナワカソ

2-8灘名　鬼やらひとも'なやらふとも云也｡和漢ともに有也｡大晦

オホJ･ネリヤクキモ,アシ

日の夜也｡大舎人'四日有厄鬼をつ-りて'桃の弓に芦の矢をはけて
ヲフケイクソハシ†ル

追也｡慶雲年中に始也｡(Jt118ウ)

フケフカキ

2-9露　露更て'夜分也｡深に二句去也｡夜の字入すして'夜の更たる

f)ホル

さま也｡露妹は霜の事也｡此故に冬也｡露涼しは夏也｡露時雨は秋也｡露霜は冬也｡(≡18ウ)
ヅタ

2-0蔦　秋也｡只1也｡俳に今1有也o紅葉を質して用釆は'薬も紅葉も付す｡(三18ウ)
ツカサメシヂ'6ク

2-1司召　秋也｡京官の除目也｡八月十一日也｡公家の官にのはり給事也｡(≡19オ)
ヅレナキ

2-2難面　無の字きらはす'つれもなきといはゝ無に二句去也｡俳にて恋の外に今1有へし｡(三19オ)
ジカA1

2-3億　只一｡恋に一也｡俳には今一有也｡句によりて人倫也｡犬'腰なとのしたる伐も有也｡(≡19オ)2-4つかはすに　送る'やるなと二旬去也｡俳に二はかり有へし｡

(三19オ)ツカ'ル

2-5仕君'父'師'仏なとにかはりて二なり｡宮つかへはこの外也｡但君につかふるは宮仕に折きらふへし｡(≡19オ)
ツリフネ

2-6釣舟に　あま付す｡釣に船'あまは付也｡(≡19ウ)
ツテ

2-7伝　連に二也｡俳に今一有也｡(三19ウ)2-8つらき　俳に三はかり也｡うきに二句去也｡(三19ウ)
クマイモ

2-9妻　妹に面きらふ也｡連俳共に1也｡(三19ウ)
ツハサ

2-0麹　旬体かへて俳に二也｡鳥羽'はかひ山なと二句去也｡鳥の羽面去へし｡(三19ウ)
ツネノAモシヒ

2-1常灯　夜分にあらす｡神紙'尺教のうちに一旬有へし｡(三19ウ)2-2つ1とまり　連に二也｡俳聖二も有也｡つゝはなからと云詞也｡上の句には心得有也｡下の句にも少'分別有へし｡たとへは'

わかれになれは寄をよみつゝ　かやうにはとまらさる也｡わかれをしたふ苛をよみつゝ　是は留也｡
他准之｡(三19ウ)

ね

ノヲクヰイシブ

調子日　初春初子の日'野に出て小松引事有也o朗詠集に'
ヨリチセウ汐tt l三二アスレハブツヲテラアフタサケノ　カタキt]lヲタカ'>

倦こ松樹]以摩i腰習こ風霜之難ア　犯　松は風霜にも色かはらす'

千年ふるものなれは'身にふれて初春に祝する也｡又子日に松付合の事は'松の下に住侍也｡(三20オ)
ネカヒ′イA　　　　　　　　　　　　　　チクカソ　　イA　　　　　　　　　　　　　　　　ダムクル　　　　ケイッ　キ

m願糸　秋也〇七夕に竹竿に糸をかけて二星に手向也｡荊楚記に



俳譜無言抄-翻刻と解説-39

酔パ墾階数窮宕邦ノ鋸誠3.7金銀郎石7‰髭ッ弼髭影野庭中Lt L貼nフ　タタ～ヲ　ハ　キシノ　アミスルT]A II　　　　　　　ス　tlクリープ　　　　　　　　　　　　　　　　　　アブ

乞i巧有]]]嬉子網こ於瓜上]則ー以為i得i巧と有｡この夜'二星達て

クモ

ダスルクハソケソ

一年つもるおもひを解也｡禁中には'苛の御会'管絃なと有也｡(≡20ウ)

ネ

2-5枚に　本'下'陰なとの字'同意めかしき旬ならは二句去也｡たとへは松かね'又岩かわなとにへ山もと'木陰等の事也｡天下'月のもとなと嫌へからす｡花一もとは'かすの事なれは嫌はす｡(三20ウ)

な

ナカyルILソルヲウ

2-6流　二也｡俳にはよみこゑの内に今一着へし｡流人'流浪なとは外也｡流し物として左辻の事は'水辺にも旅にもあらさる也｡又左辻を流木といへと'右同前也｡芸の1流なとは'なかれに七句きらふ也｡(lニ21オ)
ナカメ′ナカメナカメナカメt(イ

2-7眺　只二也.寄詠は外也o俳には眺三'詠一'詠に1也｡眺はめにも鬼にも二句去也｡苛の詠はよむ事なれは'めにも鬼にも嫌す｡(三21オ)
ナ～,メ

刑涙　七句去なれは'俳に五旬去也｡涙の露は秋也｡涙の時雨は冬也｡此等は率をもつ故に'降物に打越嫌也｡涙の雨は琴を持ぬゆへに'ふり物にきらはさる也｡又涙の露'涙の時雨の内に'一座一句との定也｡俳にはこなからもあるへし｡(三割オ)

クチ

刑涙川　恋にしたてたらは'旬によりて水辺にあらす｡淵も同前也｡枕のもとは海なれやなと云も'水辺にあらす｡
むかし誰思ひ忙しつむ涙州　これは恋也｡名所也｡山城にも伊勢

にも有也｡(三21ウ)

ナルテウシウナク

捌鴫に　鳥獣の1曙'付句嫌也｡鳥'獣'虫なとも'かはりてなくは字去

ケタモノ

也｡又鳥の噂しに'虫'獣等のこゑは二句去也｡(≡21ウ)
ナルnハタ

2-1鳴子　田か畑か植物むすひてする也｡植物に打越きらふ也｡秋也｡鹿'鳥付さる也｡嶋は字去也｡泣は付旬嫌也｡子は'連に折嫌ひ～俳に面去也｡(三22オ)2-2鳴神　只一也｡俳にはいかつちと又有へし｡神には二句去也｡
(三22オ)ナク

2-3泣　只1.恋に1也｡人のな-也｡鳥'獣の塀には二句去也｡泣に涙も二旬去也｡又鳥'獣の噂に人の涙'付句も嫌す｡人の泣に生類の涙も同前也｡(三22オ)
ナ三ハ

捌難波　水辺にあらす｡寺は天王寺也｡浄'入江等むすへは水辺也｡又難波に浪嫌す｡(三Siオ)2-5名　只1｡恋に1｡植物に1也｡俳にはよみこゑの内に今一也｡名所は七句去也｡(三22ウ)
ナnリ

2-6余波　恋に10花'旅等の内に1也｡俳には今一有へし｡名の字残は二旬去也(三22ウ)
ナケキ

ES歎　木にいひかけは'植物に打越きらふ也｡新式の旨也｡(≡22ウ)2-8夏ノ月　春'冬の月と同前也｡夏は月と過ては'明やすき月'郭公に有明なとむすひ'三日月に涼しなといひて'連に三有は'俳には四もあるへし｡(三22ウ)229無に　有二旬去也｡□難面付句も嫌す｡あやなし'おぼつかなしは字去也｡(三22ク)
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ナ-

2-0波　波の花､水辺也｡植物にあらす｡正花にもあらす｡花の娘は正花也｡春也｡植物也｡波枕旅也｡水辺也｡舟な-てもする也｡(三23オ)
ナヲフナヲフナル,

2-1習　慣たかひに通すれは折嫌也｡狩は右二字に二句去也｡(三23オ)
ナハシ甘

2-2苗代　春也｡水辺にあらす｡植物に打越嫌也｡(三23オ)

ヨノナカ

2-3中に　内二句去也｡世間'大内等同前也｡(三23オ)
ナカタチ

2-4媒人倫也｡中立の二字に二句去也｡(三23オ)2-5也と也　なるとなる'なれとなれ'かやうの間二句去也｡又なり'なれ'ならし'なる'かやうの間付句きらふ也｡又也に'成は'少も付句もきらふへからす｡(≡23オ)2-6なりに　二色有｡1は也けり'一は成にけり也｡也は右のこと-二句去'成は字去也｡又長き詞なれは'也けりも'連に旬の置所かへて'二はかり有へし｡俳に三也｡成にけりは俳にも二有へし｡又とまりに也は'連に四着は'俳に五も有へし｡(≡23ウ)2-7ならんに　両種有｡たとへは雨とならんは成也｡此ならんは三字かな也｡又雨ならんはてにをは也｡是もてにをはの三字かな也｡きらひやうみもしに注侍也｡(三23ウ)

ら

ヲソエソナソ

邦題　和苛には惣して'ほぬる文字をにとよむ也｡縁をえにと云'難

サイハイ

波をなにはといふ類也｡俳誰にては'はねてことはをもたするに幸

ヲy7チハカヤ

の事も有へし｡蘭とすきて蘭と又有へし｡(四1オ)2-9らんと　らんの間'らしとらしの間'二旬去也｡らしとらんの間も

二旬去也｡(四1オ)3-0らんに　をらん'ちらんなとの1字はねは付句もきらはす｡句のとまりに付ては-るしからす｡打越に嫌也｡惣して'らんはうたかひのはね字也.1旬の中におきへ字有也｡1字はねにはおさへ字なき也｡(四-オ)3-1らんとまり　なと常にいふ事よろしからす｡らんとめ'いよく

セキ

あしくはね字といふ也｡惣して'古法に席にての詞つかひ一とをりたしなみ有事也o梯右にも注侍こと-'はね字の上には'や'か'いつ'何'なと等の詞置事也｡委任侍らす｡又旬のしたてによりておさへ字な-てもはぬる也｡たとへは'
qr,ナツキヒ

六月も祉ふれる空はさむからん　又'
ヒムAキル

祉室守山は夏しもさむからん　此句鉢にては'おさへ字に及はさ

る也｡又め-らはねと云事有｡

ワタセ

見渡は山や霞にへたつらん　見ると云から'うたかふへきゃうな

き也｡又つんははねと云事有句に'

カネ

閲はいつちに鐘ひ1-らん　閲と云から'うたかふへきゃうなし｡

マノアタリフカy

惣して'親に見聞する事をうたかひの句につ-るは'不堪のゆへ也｡又しらさる事'見さる事を'日前のやうにつ-りなす事'いよく聞にくし｡又はね字には'付はたへもこゝろえの有事とそo(四1ウ)

む

ふメnウハイフt)キア'ムメモ～lチシ

3-2梅　只1｡紅梅1㌧冬木に一'青梅1㌧紅葉に1也｡青梅'紅葉は自
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ゼソシmセソ

魚の事也｡是新式の詞也｡1説に､五まて有へき事'如何.所詮引合

イセチ

て四也｡五の物は'一はうらに有といへと'此義如何と云り｡異説には'新式'一座五句の処に右のこと-有を'自然と云義理を取ちかへて'梅は四也と云り｡四の物ならは'俳とて五句の処に出へきゃ｡己上着両説如何｡答'新式の心は'梅五の内'青梅'紅葉は連苛にさの衣このまぬど云事也｡ことに兼栽の句に'クレナヰ

紅をわすれぬ梅の紅葉哉　此名句より'紅梅すきて'梅の紅葉は如
何と云り｡いはんや紅梅'紅葉の梅'うら面に有へからすと也｡然と

セイ

も新式に出し上は'制すへきゃうなし｡右のこゝろえにてせは'五なから出しても然へき也｡是は連苛の式也｡俳には'むめつけ'梅そめの類に今一加て六も有也｡梅雨のことは'委五月雨の下に注侍也｡
(四2ウ)ムシス､キリくスハタヲリ

3-3虫　只一｡松虫一㌧鈴虫一㌧己上三也｡巷　磯織等は三の外也｡虫のうらに有也｡又玉虫'-つわむしなとの虫と云字付'ことに秋の李をもつ虫は右三の内也｡出かちに有也｡虫の字付さる名の虫は'うらに有と云事也｡己上達の式也｡俳には虫と云字付たる秋の虫'今1加て四也.かうろき'はたをりなとの名の虫は'けやけき物なれは'連と同前に面去へし｡又みのむし'もにすむ虫等の雑の虫は'虫

ミヽス

と云字付と'松虫'鈴虫等のうらに有也｡又矧'けらなとは'はいに≡句去也｡(四3オ)
ムAノトイ

弛室戸　居所にあらす｡尺教也｡一説に寺に折きらへと有｡異説に

アソ汐チ

は右の説用ゆへからす｡出家の庵童也と云り｡此説々如何｡答'連

セソシチLlブシチ

苛に重の戸は寺の異名につかひ来也｡経論に禅室'入重なと見え侍

アチキヤウ

也｡仏境也｡居所にあらすと定たるにて'庵とは各別の物也｡庵は居所也｡然は寺と室の戸の問'連に折きらひ'俳に面去へき事勿論也｡(四3ウ)

ヤシマカマト･r'フ

3-5室の八島　人家の竃を云也｡又名所に二所有｡下野の三壬と云所の野中に有｡常に煙たつと云来也｡古事も有と'たしかならぬ説なれは記侍らす｡異説に近所に清水ありて'けふり立とも云り｡
いかにせむ室八島に宿も哉恋の煙を空にまかへむ

冨士'浅間のけふりの類に火の類も付也｡

室八島のけふりくらへん

タキヽ

田上や薪つみ置山ちかみ　　宗長
近江の室八島に取なして付られし也｡(四4オ)3-6むやくの関　山類也｡八雲御抄に奥州と出羽の境也｡深山の路也｡

武士の出さ入さにしをりするをやくとちのむやくの関(四4ウ)
ふカシ

3-7昔　只一｡俳には二也｡いにしへに連に折きらひ'はいに面去也｡

フルT]十

昔に古事二旬去也｡述懐ならは'はいに三句去也｡又昔に老ほ付也｡
恋にな-さむ老の哀さ昔せし思ひを小夜のね覚にて　宗長(四4ウ)

ふヲサメ

3-3急雨　村に二句去也｡連俳ともに1句也｡又連に雨に面きらへは'はいに七句去也｡又うたひの松風へ急雨なとあまか名等ほ降物にあらす｡かやうにして又有へし｡又むら雨は雑也｡然とも時節は心得
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の有事也｡惣して'年中雨の事'春雨はをやみな-いつまてもふりつゝくやうにする也｡五月雨はほれまなきやうにいひ釆也｡六月は夕立｡九月のすえより露時雨｡十月は時雨｡そのうち'みそれ又雪なといひ来也｡この内'急雨は三四月'又七八月の間に有やうに見え侍也｡(四4ウ)ムヲカルムヲナリムヲカヲス3-9群に　群鳥､群鵠'連に折きらひ'俳に面去也｡又生類の群に'人
▼.ソシフ

の群集は面去也｡又群に村'二旬去也｡(四5オ)別村　居所に打越きらふ也｡是は人家の事也｡村竹なとは居所に赦す｡又杉村'松村のたかき植物の村どし'又ひきゝ植物の村とし'適に面きらひ'俳に七句去也｡又たかき木の村と'ひきゝ草の村と'そ

クサムヲ

ひきの村と'かはりてほ字去也｡又叢はそひきの村'たかき植物の村に'二句去也｡又人家の村は里には二句去也o(四5オ)
ふツpノリノふシpタカムシp

311笹　居所にあらす｡夜分也｡連に只一｡法席'草むしろ'蟹の

rLケ

間に一也｡はいには今一も加て三は有へし｡萄むしろ草'むしろは

シカふシp

植物也｡数とすれほ夜分也｡詩苛の席'法席は座の事也｡夜分にあ

シソタソタクイナ

らす｡聾は枕聾とて唐にねむしろにする物也｡夏也｡稲むしろはいもしに注侍也.(四5ウ)
ムモレキ

312壇木　植物に打越きらふ也｡花'紅葉むすへは常のうへ物也｡逮に一過て埋水ともあらされと'ほいには又有也｡

アヲハレ

名取川瀬々の埋木顔ていかにせんとか相見初けん(四6オ)
ムマT[寸nヽPノ

313馬　只一｡駒一｡この外'意駒は心のさはかしをいふ也｡ひま行

ヒルTLル

駒は光陰の義やすきを云也｡此等生類に打越嫌也｡この内に1也｡

ムヤヤチふヤヤ′オサ

俳には今一加て四も有へし｡又駅路'駅長は連に属のうらに有は'

ハナムケ

ほいに七旬去也｡馬の餓別は蓮に馬に折きらへは'俳に画去也｡生類に打越嫌也｡又馬に物の名に有馬は七句去也｡駒と駒も同前也｡馬と駒とかはりたらは三旬去也｡(四6オ)
ムヤヤチワカy

3-4駅路　生類にも居所にも打越嫌也｡旅也.和漢ともに属つきの事

ふマヤノオサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汐　ソ　グクワタグ　キ　チク　　　　　　タク　　ホブ

也｡駅長とは馬のとひ屋也｡人倫也｡神功皇后'帰朝し給て唐の法

カソシヤウ七少サt(ヲヘス寸

を和国にうつし給也｡又昔'菅相丞　左辻の時'須磨にて駅長かか

カyケセイ

やうにならせ給ふ事'いかにやとおとろきしかは'管家ノ御製'
tlキチヤクナカレオ･L廿クコlAキ(ソカイ　　　　エイ　　ラクnレシTI yシウ

駅長莫i暫　時変改　1栄一楽是春秋　又句'ったふこそまやのあたりの雫なれ<n武庫山おろし須磨の白雨　　宗碩　　又'水と草とのさかひわかれす
イタ

板たゝ-駅長のめはさめて　兼栽
ラヴTSイ　　　　ttキhノス,ノnエTnルスク　ッ　　　　　クハソグy Tt　チ　　　Ttキ

又朗詠に'駅路鈴声夜過ア山　是は官軍胡地に征し時の事也.車馬

チヨクシ

に鈴付事は'勅使のしるし也｡夜もとかめすとをす也｡又鈴舟とて船にも付也｡源氏'須磨へ下り給時有し也｡

キ･スナク

鈴舟のより-る浪に驚て須磨の上野に維子鳴也(四6ウ)
ムクヲ

315葎　兼也｡樺の宿も植物也｡居所に打越嫌也｡いひかへて俳に二は有也｡源氏'桐壷の巻に'月影はかり八重む-らにもさはらすなと

キブチ

見え侍也｡葦の宿は旧地の心有也｡(四7オ)
ムネキリ

316胸の霧　秋也｡恋也｡そひき物に打越嫌也｡降物にはきちはす0胸の煙'恋也｡そひき物に打越嫌也｡又胸に心'句によりて二旬去な
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り｡心をむねとよむ也｡(四7オ)
▲ジサJL･

317紫の花秋也｡若紫は春也｡花とあらされと'色ふかきなと云句鉢ならは秋也｡只紫の草は雑也｡又紫のねすりの衣とは'紫のきぬ

アセネ

をきて人とわたりけれは､汗に色かへてけるを'寝すりの衣と云也｡
辛

又根すりとは紫の根にてすりたる事也｡両説也｡(凶7ウ)313むさ1ひ　生瑛也.夜分也｡(四7ウ)319むつこと　夜分也｡恋也｡(四7ウ)
ムカヒハナムケ

3-0迎に　向二句去也｡鰻別二句きらふ也｡(四7ウ)

-【ノ

サツヲ･iコヒハリキ,ス

3-1弟　秋也｡鵜の床'夜分にあらす｡惣して'雲雀'維子等に床有也0水鳥にも床有也｡又うつらかり'鵜鷹も秋也｡(四8オ)
ウグヲT)やqI

3-2弟衣暮秋也｡生類にきらはす｡弟には連俳ともに折嫌也｡衣類

シrl yシL]イハクシ　カ　ヒy Jtシテr]71をnトツタル､カクジラヲ　　　　シTt yイハクケチ

なり｡葡子日'子夏貧　衣　若i垂レ鵜o　又弟衣盲拓とて'つゝれさしたりし衣の糸の'うつらの毛の色に似たるを云也｡(四8オ)
ウフネカヽリ

3-3鵜舟　鵜川'鵜飼'みな夏也｡簿付へからす｡鵜川に船も付へからす｡はなれ鵜は雑也｡各別也｡(四8オ)
ウクi)スキンヱチウ

謎鴬只一〇　か-して1也｡俳にはこの外'金衣鳥'経よみ鳥なとの内に今一着へし｡又か-すと云は'たとへは'
つはさの露やう-ひすと帝　(四8ウ)

ウキAlル

3-5憂　には連俳ともに字去也｡千は連に折きらひ'俳に面去也｡惣して'かくし題の事かもしに注侍也｡(四8ウ)

ウヲナil

3-6占大かた恋也｡神紙にあらす｡連に1'俳には恋に1'他に1有へLo占かた又辻うらなとにかほるへし｡(四8ウ)3-7歌に　敷島の道'連に折きらひ'俳に面去へし｡敷島とはかりは日本の名になれは'音に付句もきらはす｡又敷島と云事は'大海の中の

キセソ

島を敷てゐる国なるゆへと'宇治山の菩漢か筆に見え侍也｡又山の

リヤクヤマJ･ウタ

跡なるゆへあの字を略してやまと1云也｡此ゆへに和音と云時'まの字ととの字の間にあの字ひ1き有やうにとなふる1かたの習也｡
ナエ〈ツ′7サカシ

又難波津の道'浅香山の道なといひても俳に苛に面去也｡又苛に詩

レソグ

も適にて折嫌へは'はいに面去へし｡発句'聯句等も同前也｡又連苛は苛に'俳にても折嫌也｡苛と二は有へからす｡又苛にことのほ二句去也｡
ことのはもまたいひしらぬ程にして　是は苛の事にあらぬゆへ

也｡又句に'

まなひもあへぬことのほのすち　是は道となけれと苛の事なれは
連に折きらひ'俳に面去也｡又常のことはほ苛に少も嫌はす｡(四8ウ)

ヒル

調うきねの鳥　冬也｡水鳥は昼も波上にぬるゆへ夜分にあらす｡1説に'惣して鳥のぬる夜分にあらすといへれと'うきねの鳥はかり'新式に'夜分にあらさる処に出て有は'諸鳥のぬる'ねくら'いつれち夜分也と知へし｡(四9ウ)
サキシマカハヲ

3-9浮島原　水辺に打越きらふ也｡山類にあらす'海につゝきたる原也｡かやうの原に野を付す｡

舟よする富士の川原に日は暮て今夜そ宏に浮島原(四9ウ)
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ウヲシマ

3-0浦島か予　なといひて人名なれは水辺にあらす｡背水ノ江に浦島

ツリカイシソクノシqI

と云しもの1子釣して宿にかへらす｡海神のむすめにあひて楽を
キハメタマテハf)サツケ

極しに'父母を恋しく思ふゆへ故郷にかへれは'此女玉手箱を授て'
ブタヽ

再ひわかもとへ帰らんとおもはゝ'ふたを明給なといひしを取てかへれほ'もとの家もな-知人もなし｡あやしうおもひて箱のふたを明れほ'白雲うちょりたちて'とこよのかたへなひきぬと見し程に'

カq'

みとりなる髪もしろく成て'たちまち老ぬ｡三年の間とおもひしも数有年の後也｡このはこを明すは仙境に帰へき物をと云より'あげてくやしきと云釆也｡

クヤ

夏夜は浦島か子の箱なれやはかな-明て悔しかるらん　(四10オ)

3-1卯花　うつ木と云ても夏也｡俳に'卯花過て'卯花下し'よろひ'雪なとの内にいひかへて又有へし｡(四10ウ)
ウサキ

3-2兎　只1｡俳に月筆なとにかはりて今一有也o又支千の卯は折きらふ也｡二の外に有也｡卯杖も折きらふ也｡初春卯日'君へ奉とも'下へ給とも有也｡又卯花は植物なるゆへに'兎のうらに有なり｡
(四10ウ)

ク''7

3-3海　只一｡名所に一也｡俳には只の内に今一有也｡伊勢の海'近

ノ

江の海なといひて国の名にならす'名所也｡又五月雨の海'霧海の内に連俳ともに一有へし｡

五月雨の庭はさなから海に似て　水辺にあらす｡霧海の事はきも

スヽリノ

しに注侍也｡硯海'各別の物なれは又有へし｡わたつみは'海三の内

サクツ..'同

也｡むかしほっもしにこれと今はたもしにこる也｡大海'海若その

外いろくにか-也｡
hタツ～,オシ寸

海神のかきしに指と祝もゝ君かためには情きりけん
ヴタツ･･[アヤイキ

海底の波かき分てかつく蟹の息も次あへす物を社恩へ
又和田の原'ありそうみ等'海の事也｡又にはてるは湖水の事也｡をしてるは塩海也｡(四11オ)

ウ■ヲ''[

捌恨　恋に一㌧外に1也｡俳にはいつれにても今1着也｡かこつほ同し心ならは'うらみに連にて面きらへは'俳に七句去也｡(四11ウ)3-5宇治の川島　まきの島の事也｡類に非す｡山地の中島等も同前也｡(四11ウ)

ハシヒメ

3-6宇治の桶姫　姫大明神とて橋下にすみ給神也｡又橋の北におはす
リキク

る離宮と中神の'夜なくかよひ給とて'浪たつ音すると云ならはす也｡
サムシリ

小蓮に衣かたしき今夜もや我を待らん宇治の橋姫
りきうの零と云り｡又住書の神とも云り｡(四11ウ)

少ツル

脚移　月'日'花'色等にかはりても三字かな也｡又うつろふとく

ウツリカ

の間はなかき詞なるゆへ'俳に物かはりても折きらふ也｡又移香は

ハタへ

袖か身か肌かをむすひてする也｡(四12オ)

カレソノ

3-3うら枯　秋也｡草'苑へ原'野なとむすひてする也｡植物に打越嫌也｡草には字去也｡俳にうら枯過て'折かへて草のかるゝ有へし｡枯野は冬也｡秋の句にうら枯過て'その折に冬の枯野とも有へからす｡冬野'冬草とは有也｡叉木の枯に草の枯は'連に折きらひ'俳に

カルヽ

面去也｡又人め難は'枯に二句去也｡若植物によせていはゝ面去
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也｡(四12オ)3-9釘　うち霞なとのかろき詞二句去也｡面八句の内二も有也｡右の

ゴウグキヌタ

打に碁塙付句も嫌すo又碁棒に砧うつなと字去也o又打わたすほ句鉢によりて見に二句去也｡(四12ウ)
ウヲホソフチハカマポソh

別孟蘭盆に　蘭'発語なれは付るも嫌す｡他准之.(四12ウ)
ウフル

別植　草木ともに1旬也o　ほいに草木の外の植物に'又一は有へし｡(四12ウ)弧うらやまし　浦の字'山の字に付句もきらはすo又うらかなしに滞京等の字にあらす｡只かなしき也｡(四12ウ)

ゐ

ヰモリ

313守宮　井に二句去也｡守には'連に折嫌'俳に面去也｡守宮のしるLt恋也｡虫のしるしともする也｡古井なとにすむ'とかけに似たる

チヒヂz>タクシナサケ

虫也｡此虫の血を女の肱にぬるに'私　の情あれは'あらへとおちす

･′ユ

と云り｡異説に'此虫に朱をかひてあか-成とき'その血を女のひち

キエ

にぬるに若不義の事有は'消うするよし也｡古詩'
ヒ　　ノシtTキウイツレノヒカツキy hクリウハナオチチナソタ　･>アメノ管上守宮何日尽　鹿葱花落涙如i雨　又句'

ワスレクサナリ

出入かすのしけきみやもりうき中や虫のしるしもかほるらん　宗伊官女を守と云によりて'守宮とか-也o(四13オ)

別井　板井'山井等の内に'俳に二はかり'又大井'亀井なとに五も香へきか｡(四13ウ)

3-5雲井　都の事にしても端居に字去也｡(四13ウ)
辛

3-6猪　ふすゐともかるもかくゐともする也｡いつれにても只一也｡雑也｡俳には物の名に今7あるへし｡(四13ウ)
ヰハハシメT)ハJ･ノユイヲソ

卸射場始　初冬十五日也｡天子弓場殿へ出御ましくて'叡覧有事

′リユ"･t(

也｡この義あらされは'来春賭弓なし｡賭弓あらされは'その秋'相～撲もなしと也｡(凹13ウ)
ヰソ

3-8麹の寧　新式に'むかしは時雨に夕-れなとのとまりをきらへと'近代その沙汰なし｡当時きらふは哉'発句の外'ねかひかな又有也｡して'とまりけり'比なと'連に折きらひ'俳には一座に五句も有は～一はうらに有也｡空の字は静に'連にて二有は'俳に三も有へし.上の句つゝとまり'下の句にとまりいさゝかこゝろえ侍也｡その所々

シナ

にてしるし侍也｡わきの句'第三等の留りの事は'別におくに晶をたてゝしるし侍也｡(四14オ)

の

ノ･､･､ヤサカサイクヴ

醐野営　神武也｡名所也｡嵯峨'賀茂に有也｡伊勢の斎宮にたち給

サウジヤワカレ･Rツヲハヲへ

時の精進屋也｡野官の別は秋也｡九月十六日にて'桂川の棟と同日

キソnヒ

也｡西川のはらへともする也｡斎官に下給時'禁中にて御いとま乞看て'桂川にて秩有也｡(四14ウ)3-0野山の色　秋也｡植物に打越嫌也｡但雪'霞なとの色は別也｡かれ野は冬なれと'色をむすへは秋也｡垂山の字に注侍也｡(四14ウ)3-1野に　原二句去と云は'ふもとのほら'あたりの原の事也｡松原'
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リヤク

櫓原は付旬も嫌す｡又野らほ野原の中略なれは野に字去也｡原に二句去也｡又野へとつゝきて'連に二は有は'俳聖こも有へし｡名所も此内也｡(四14ウ)3-2野もせ　道もせほせはき心也｡1句つ14也｡かやうのせもし連に

サT)pヰサムシp

折きらへは'ほいに面去也｡狭衣'小延なとは二旬去也｡(四15オ)
′そリカヽ～'イクリヤクワウqrカリ

3-3野守の鏡　むかし雄略天皇の御狩に出給に'腐そりてみえされは'野守を召てとひ給に'鷹のありし処をさし侍はいかにしてしるそととひ給は'この野に侍水に麿の影うつり侍よし申奉也｡野守の鏡として水に打越嫌也｡水辺也｡
ハシ･'.カ

箸鷹の野守の鏡えてし哉思ひ思はすよそなから見ん(四15オ)

シ･･rツ.ハソシク

3-4野中の清水　播州いなみ野にある也｡むかしはめてたき水にいひ

ノクヰソホフシ

なせと'すゑの世にぬる-成也｡又能困法師苛枕には'野中の清水と

ツヾ

はもとの妻を云也｡

古の野中の清水ぬるけれともとの心を知人そしる(四15ウ)

シタカブワ～rヤクシフノワキ

3-5野分　順か和名集に慕風とかける也｡秋の大風也｡野にも分にも二句去也｡(四15ク)

ヤクサハ

3-6野を焼　春也｡植物に打越嫌也｡又野に田は付さる也｡沢田と付来也o又野沢と云に田を付也｡古来連苛の法也o(四15ウ)
ノリホフレイノ5′シ

3-7法　只1｡法令に1｡この外法師もなし｡俳にはよみこゑの内に今1加て己上三は有へし｡法令とは尺教にあらす｡世法也｡句に'
おきむる法に世こそやすけれ(四16オ)

ノキ

湖軒　二｡軒端も此内也｡はいには今一加へし｡又軒のしたゝり同

玉水等水辺にあらす｡ふり物にもあらす｡かやうの物かならす降物むすひてすると云説侍と'宙旬に多-さもな-て見え侍は'苦しかるましきか｡(四16オ)
′TIルアyサホクル

3-9残　暑　秋也｡塵は残としても夏也｡又菊なとも残として秋也｡(四16オ)
ノトカ

3-0長閑　二也｡うらゝ1｡俳にはのとむなといひかへて今1有へし｡寒'あたゝか'しっかなと二句去也｡(四16ウ)

お

オキヤケハヲザフ

3-1荻　秋に1'夏冬の間に1'焼原一'はま荻に1㌧是は雑也｡水辺也｡己上四也｡.俳には五も有へし｡又荻のそよき'同こゑは'風体に

シクモttカレハ

二旬去なり｡下薪'やけはら'枯葉なと少も風鉢にきちはす｡句'

いつかは秋の風を閉まし荻はまたかつ下前の野へにしていつしか秋の風はたゆらんおきの薬は降つむ雪に折ふして　又はま荻に芦は'連俳ともに面
去也｡

草の名も処によりて替けり難波の芦はいせのはま荻(四16ウ)
オチハ

3-2落葉　只1｡松に1㌧柳に一也｡俳には今1加て四也｡木葉ちるもこの内也｡木葉もちらぬ鉢は雅也｡ちるも色の字むすへは秋也｡

トキハ

松竹の落葉は雑也｡惣して植物の落葉'宕四の外はなき也｡常盤木の落葉は夏なり｡
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茂ほと落葉かさなる端山かな
常のおちはは冬也｡桐'柳は初秋也｡(四17オ)

オチハノミヤ

3-3落葉官　女三のあわ官也｡皇女なれは人倫にあらす｡冬にも植物にもあらす｡落葉は四の内也｡(四17ウ)
オヤコ

3-4親子　つゝきては述懐也｡おやとはかり'子とはかりは述懐にあらす｡又親と子は二句去也｡親と云に子はこもる故也｡

アサ

子をおもふ親の心の浅からて　中の七文字'心のほとのとあらま

ほしと古人の判也｡(四17ウ)
オモカケ

3-5悌　只一｡恋也｡月花の内に一'俳には他に今一加て三也｡影'陰'景には二句去｡面も同前也｡(四17ウ)
オヒ

3-6老　只1.｡生類'植物の間に1也｡俳には今1有へし｡老に白髪'かしらの雪等連に面きらひ'俳に七句去也｡又か1兄の影なけ-早うの句'老に連にて五句きらひ'俳に三旬去也｡但恋の句ならは嫌へからす｡又老に翁も二句去也｡よはゐも句によりて二句去也｡かたふ-なといはゝ連に五句'ほいに三句去也｡(四17ウ)3-7思ひに　火二句表と云は'-ゆるおもひ'きえぬおもひなと也｡さなくは嫌はす｡(四18オ)

オモヒヤル

3-8恩ひに　想像二句去也｡おはゆるなとは'すこしもきらはすo
(四18オ)オ七

3-9帯　新式に沙汰なし｡衣類にあらす｡俳に下帯と二はかり有へきか｡雨を帯なと面去へし｡(凶18オ)

オトTtカツヲ

3-0男　只一｡桂男なといひて連に二也｡俳に今一加也｡男山も右の

サチオ

内也｡又ますらお'膿のお'薩男なとは'折かへて三なからも有也｡

オJ･り

又男鹿'男松'鳥の雄なとは'右三の内也｡(四18オ)
オノヘミネ

3-1尾上　只一｡名所に一也｡はいも同前也｡峯は付す｡但名所の尾上には付也o(e1-8ウ)
オクテク

3-2晩稲田　植物に打越きらふ也｡をしわ'連にひきゝ植物に五句きらひ'俳に三句去也｡一説に'お-て田とをしわと'植物にきらひや

キヤウヂウ

う'軽重なしとあれと'お-て田は晩田ともかきて'田のかたへつよ

ヲソイネりヤク

く'植物によはし｡又をしわは遅稲の中略なれは'植物はかりにかゝりて'田のかたへかゝらす｡然ほ右の説用へき也｡(四18ウ)
オク

3-3典　折に一つ1也｡俳にはよみこゑの内に今一有へし｡陸奥はうらに有也｡(四19オ)
オクル

3-4起　夜分也｡ぬる'ふすに二句去也｡同し夜分ならは連に五句嫌ひ'俳に三句去へし｡又人の上に云と'草木'生類にかはりてほ'句によりて少も嫌へからす｡(四19オ)
オホ71

3-5瀧　月をむすふ也｡星をむすひても同前｡紹巴の句に'灯にむすひても見え侍也｡

おほろ夜の月なとはあし1｡夜のおほろと云事なきゆへ也｡月の
瀧夜なと云也｡又鹿に霞二句去也｡又おはろけならぬと云詞'すこしならすと云事也｡句'

おほろけのえにはあらさる新枕　かやうにしては春にあらす｡霞

にもきらはす｡又'
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おほろけのえにあらさるを月もしれ　此句春也｡霞に二句去也｡
又瀧の清水は'山城の名所也.

大原や瀧の清水雪ふれは夏は遠なる物にそ有ける(四19オ)
オハナ

3-6滝　尾の字'花の字二句去也｡(四19ウ)3-7大神崇　四月卯日也｡三輪の事也｡(四19ウ)3関大原祭　二月上の卯日也o(四19ウ)

く

3-9草花　只1.秋也｡花の草枕'花の草庵の類に1｡連に二也｡俳にいひかへて三有也｡こゑも手の内也｡又野の花も草花也｡秋也｡句'

夕露に花咲草の戸をとちて　秋也｡又'

タイ

行袖のあつまる野への花の陰　是は春也｡苛の題にも春'秋の部

に差別有也｡(四20オ)

ノイホリ

別葺庵　植物にきらはす｡草ふき'草の戸'連俳ともに折きらふ也｡草枕'植物にあらす｡草を枕は植物也｡草むしろ夜分也｡植物也｡

チクサ

旅に非す｡草の原'野に嫌す｡又草に野への千種字去也｡紅葉の千

クサムラ

種みゆるなとは'連俳ともに二句去也｡又草に叢も二句去也｡村も同前也｡(四20オ)クサカリ3-1葵　人倫也｡只1｡草を刈'人倫にあらす｡1也｡俳にいひかへて今一加て三も有へし｡革かりと人倫にしては革に二句也｡植物に打越きらふ也｡刈は連俳ともに折嫌也｡(四20ウ)3-2茸に　本草'つれく草なと'又文字の其'草いつれも字去也o是

クサく

等植物にきらはす｡又草に'兼すこしもきらはす｡(四20ウ)
クサカレ

粥葦砧に　花の残るは秋也｡惣して名草のかるゝは冬になれと'花'

ホ

色'露等むすへは秋也｡荻もかるゝは冬なれと'穂の字人は秋也｡
(四20ウ)ク寸

3-4熊　1也.俳には熊手か皮なとに又有也｡又名所に有へし｡(四21オ)如くある　只To月'かゝ見なとの内に一也o俳には物かはりて又有へし｡(四21オ)
クルYテクルヤ

弼車　只1｡法に1｡水車一o牽此内也｡俳には何とそかはりて

ホフケキヤケnウpクb

今一着也｡法の串とは'法華経に有'羊鹿牛の三のたとへの事也｡もとより尺教也｡

世中をうしの串のなかりせほ思ひの家をいかて出まし

又ふるき句に'右の苛の心にて'

誰か籾思ひの家を出つらんあかつき月に牽引をと　　又'牛のちからをわれはたのまむ道あさき法こそ鹿の畢なれ　　宗砥

七ウジnウオツへ

小乗は'あさき教なれは'大乗法花のちからをたのまんと云心也｡又
ヒノ　　　　　クハシャハシネyIIサリ　ケ　タイスナハチライカクスj･　　　　　　　　　　　リサrLチシャ

火事は'火車自然去華台即来迎有より云也｡竜骨串は'田へ水

アTt･,,テヒクヲキリヅホ

をしかくる物也｡聾は'字書に人歩挽i串と見え侍也｡桐壷の巻には'

ケソシヤチシヤキブタイチnクキn

宮中をのる串と見えたり｡又懸串は'知者の及第して'勅許有てのり

カケクルマ

ヲウヲクヰソキn

なから参内するを云也｡是を懸串の老翁なと云也｡又隠居してより

カサリ

六十己後いらさる時'懸て置をも云也｡鱗串'花見車は'物見串の事
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クヲヰシノヒ

也｡その位はとに鋸てあり-也｡女串'忍革は恋也o　やつし串も恋

】ツチワ

也｡かさりをとりたる也｡力串は'荷をつむ革也｡土車は丸木を輪

シハクpキフクシヤ

にして荷をつむ也｡柴串は'柴はこふ也｡黒木の串は'服者ののる串

サカキヤキ

也｡板串とも云也｡板を黒-ぬる也｡榊の巻に'黒木の御車にて'藤

丁･].tL

衣にやつれ給と見え侍也｡網代串は'-みたる也｡足よは串は'引か

･Lケイ

わたる也｡その外'土童の串､風車'しな　-　の率いひかへて四は有

シヤI.'+

へし｡此外'草花の中華'象戯の飛車'香車等ほうらに有也｡(四21オ)3-7雲井　大内の事にいひても'そひき物に打越嫌也｡又そひき物は

ナカソラアマノハヲ

かりの体ならは'半天'天原なとに二句去也｡又大内にかきわたる旬体ならは天原'半天等にすこしもきらふへからさる也｡又右ゐもしに注侍也｡(四22ウ)
クモノミネ

弼雫峯　六月也｡山類にあらす.峯には'連俳ともに折きらふ也｡カ　サyオホシ　キ　ホウ　　　　　　　　　　tl yメイ夏雲多こ寄峯】　　　　捌明か句也｡(凹22ウ)3-9くらきに　暮二句去也.夕にはきちはす.やみには'連にて面去'ほいに七句去也｡又むねの-らき'家内の-らき'木陰等のくらきはやみに二句去也｡(四22ウ)3-0くらす　こゝろのかき-らす'涙にくらすは句によりて'夕時分に

クハウコソ

あらす｡思ひ-らすは夕時分也｡惣して日の-れんとする時を黄昏

キス･メイpJ･キ

と云｡入日の後'世上黄に成也｡そのゝち雀色時と云｡この時すゝ

ウスヽミ

めね-らあらそふ也｡生類に打越きらふ也｡そのゝちを薄墨のそらと云｡句に'
サスヽ､,ヽヱ

薄墨に絵かける雪の夕かな　　宗純

スミソメ

そのゝちを黒染のそらと云｡句に'

ナr[り

黒染の夕や余波袖の露　　　玄旨

′フナカクハイキフ(マヤ)カヲスハ

信長公懐旧の会にての句也｡籾黒染の頃を鶴羽のそらと云｡この時からすさはく也｡
リウタウハクハククヲシテイア

柳塘漠々晴こ嘱鴻】　と呂中学か作也｡さてそのゝちを夜に入て'

けハ..f･鳩羽玉のそらとも夜共いふ也｡(四23オ)3-1くらき　夜分也｡雨雲'木陰'家内'むねのくらきなとは夜分にあらす｡た1無名に-らきといは1夜分也｡たとへは句に'

分入かたや-らきみちのへ(四23ウ)
クヰナ

3-2水鶏　夜分也｡夏也｡只一句也｡(四23ウ)3-3国の名　連に三句去也｡俳に打越嫌也｡(四23ウ)3-4暮　字去也｡夕の字'一方時分にあらすは二句去也｡年の碁なとの事也o是を大著と云也｡(四23ウ)

や

ヤハタメイシソアヲスノイシml1

3-5八幡　名神非i名所と云事'右いもしの下にしろし侍也｡たとへは句に､

ヅゲ

八幡の告そあらたなりける是は名神也｡名所にあらす｡又句に'
FIT,,(,

弓張の月は入なりやはた山　是は名所也｡又国々に所の名に云事

有｡これももとは八幡ましますゆへの名なるへけれと'所の名にな

ジソギカイゾク.ハハソ

れは'神祇にあらすと知へし｡又海賊を八幡と云也｡是は日本船のホキクウ帆に祈稿のために八幡とか-を見て'海賊の舟に八幡とかきて'日本
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船に似せて黒舟にちかつ-也｡是も元は八幡よりおこれと'悪賊の

'((>

名に成也｡巳上俳には'神と名所と八幡と三なからも折かへて有へし｡(五1オ)
ヤヤブキ

3-6歎冬　連俳ともに一座一句也｡暮春也｡山の字'吹の字に少も嫌はす｡但句に'
ウヘ

植てわかすむ陰の山吹　なと云は'山類にはあらされと'山には二句去也｡又山吹色とは'寄'

ソJTIZI.L･

山吹の花染衣ぬしや誰よへとこたへす口なしにして

クチナシクハソ'Aク

楯にてそめたる也｡又欺冬は元来ふきのたうの事也｡山吹とよむ
hクソ

は和訓のあやまり也｡(五1ウ)
>i

3-7宿　只一｡旅に一｡やとり此外也｡居所也｡この内'やとりは居

チウ汐ク

所に打越嫌也｡此外鳥獣'月'露等の間に1｡これは居所にあらす｡

ケタを′

以上連に四也｡俳にはよみこゑの内に'しなかはりたる今1加て五

シT)ク

も有へし｡宿に鳥獣'月'露等のやとりは俳にて七句去也｡又廿八宿
ホツヤ･L･T(ク七

は星といふこゝろなれは'宿に付句も嫌す｡同字別訓也｡又宿世はむかしと云心なれは'是も宿に嫌すと知へし｡(五-ヱ
ヤシホヤ七キムマヤイハヤ'(チ

3-g屋　塩屋'関屋なといひて四旬也o俳には今1加へし｡厩'堀等別I..Tt

字有は'連に面を嫌ひ'俳に七句去也｡又屋に宿も'俳にて五旬去也｡(五2オ)
ヤナキアヲヤキシケルチル

3-9柳　只一｡青柳一｡他の李に一｡己上三也｡茂は夏也｡散は秋也｡
カル･キザイ

姑は冬也｡只柳o青柳は春也｡俳に人名か器財に又有へし｡(五2オ)
ヤフ

4-0薮　植物に打越嫌也｡1座四句也｡俳には植物の外に今1加へ

し｡惣して草'木'竹等の生そひたるを薮といへと'此内竹には二句会也｡(五2ウ)
ヤFl,,rハリ

4-1箭　只一｡年の矢一也｡俳には物かへて今一有也｡欠に弓張月むかしは付侍と'近代はきらふ也｡矢に年の矢'弓に弓張月'連俳共に折嫌也｡(五2ウ)

3)メタキ

4-2山姫　雑也｡山類にあらすと云説あれと'山類也｡権門の滝にて

伊勢

タチヌハキヌキt<ノ

裁縫ぬ衣著し人もなき物を何山姫の布さらすらん　(五2ウ)
カツイヤ''キt],Lハ

4-3山腰　人倫也｡山類にあらす｡山には字義也｡膿と云詞'連に七句去｡俳に五旬去也｡(五2ウ)4-4山城のとはぬ　なと云詞'名所に打越嫌也｡此詞過て'鳥羽又有也｡俳には人名か'伊勢の鳥羽なとに又有へし｡鳥の羽'連俳ともに折きらふ也｡(五3オ)

シモツケアウシク

畑山に有関　山煩也｡白州の閑は山類也｡この閑は下野と奥州の境也｡

都をは霞とともに出しかと秋風そ吹しら川の閑

是は奥州也｡又'
なれくてみしぼ晋の春そともなと白川の花の下陰

これは京の辺土也｡又'

クpカ.(I

年経は我黒髪も白川のみつわ-む迄老にける哉
チクセソT)ク汐ヨラクゴ

是は筑前也｡遊女の老後によみし也｡(五3オ)4-6山鳥　山瀬にあらす｡山にも鳥にも字去也｡水鳥は水にすむ鳥の



俳譜無言抄一翻刻と解説-51

ノカルヽ

悪名なるゆへに'水辺也｡山鳥は鳥一の名なる故に'山頼通也｡又山鳥の尾のかゝみの事'苛'

ハツオカヽ･r･

山鳥の初尾の鏡影ふれて影をたに見ぬ人そ恋しき

(マヤ)

チヲチキオ

かゝみにをのか影を照して鳴也｡初尾は噂尾也｡先輩の発句に'

ヰオソ

山鳥もこゑせむ月の高根哉　又異苑に'

Tr)け′

ギノーキ　　　ケツ久　　　ケイヲテイ　ス　車力yI T]ttヲ　　　　　　　　ナルカ,･･,ヲクチ　　ャへIL　　　.r'チカタチヲ

魂時南方献こ山難]帝欲i聞三共声]公子令l]]i大鏡著こ其前]薙鑑i形而
ヤフウテヤムコーヲジヰl一ル]]

舞不i知i止　遂至i死英｡　山経は山鳥也｡又水かゝみにもをのか

アイ

影を愛する也｡詩に'

チヲス少nクスイlt　ツァイスルnJ･ヒtリナソゾグナル　　　　　　　　　　　　　　　　シアイ

山薙照こ潅水]自愛　1　何　愚｡　古人は鳥頬の自愛をさへに

シイウ

-める'人事如何｡又山鳥は雌雄一所にやとらす｡山の尾をへたて

オーッメ下り

ゝぬる也｡
AIルワカ

昼はきて夜は別るゝ山鳥の影見る時そねはなかれける　(五3ウ)

ネT]･Rケ

4-7山下　山もとなとに木の板'木陰等二句去也｡花の一本はかすの

ン1ヽゾ

事なれは嫌す｡月のもと'清水かもと等は句によりて嫌也｡(五4オ)4-8山陰と　有て又山ふかき陰なと'折かへてあれは'俳には山陰二'山の陰又有へし｡(五4オ)4-9山かつら　あかつきの雲也｡夜分也｡そひき物なりO寄'
まきもくのあなしの山の山人と人もみるかに山かつらせり

古今集'神あそひの寄也｡是は雲の事にあらす｡草のかつらのまとひたるやうに'神乙女のうつ-しきかさしをはめたる也｡(五4オ)
ヤヤヒAシヤク～rヤク

410仙人　山煩にあらす｡山には二句去也｡人には字義なり｡釈名
ヲヒテ'シセAハセγゥツリテlt

に老而不i死目y仙｡仙迂也｡迂而入i山也.文字も山人とか-也｡

シFtテレチセソテソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テクカ　　　ブク　　　　　　4Iクハイ　　ツヨ　ゴ

仙術列仙伝に見え侍也｡おは-は朝霞を服して'世外を所居とする也｡句に'

けふりもたゝぬ里そ長閃き　と云に'仙人は春のかすみをいのちにて　宗純
是は古詩に'

七サカソセキく}p>チナシttyクハ　　へシ　フクステウライ　　へソノカス"I'

松間寂々　元i個火　応り服こ朝来1片霞-

此心にて付なせる也｡(五4ウ)411山の色　野の色'草の色等'植物に打越嫌也｡秋也｡紅葉には'連に面きらひ'俳には七旬去也｡又雪'霜なとにて色をもたせたる句

明はなれたる山の端の色　此旬は植物にも秋にも嫌はすと知へ

し｡又松の色はみとりの事なれは'秋にあらす｡是も句に'

色にもれたる山松の陰　等の体秋也｡

Wr;aE

竹の薬はうつらふ中の色色さひし　是も紅葉の中に'竹はかりか

はらぬと云鉢なれは'秋也｡(五5オ)

ツハ

412山柴　植物也｡刈はこふ'になふなといほ1植物にあらす｡そよく山柴又柴のたちえなとおは-つかひ釆也｡(五5オ)

一lシキ

413山の錦　紅葉の事也｡連にて紅葉に折嫌ひ'俳には面去也｡(五5ウ)414山里に　柴の戸'草庵の鉢大かたは同意也｡旬鉢によるへし｡(五5ウ)

シナ

415山科　又山科の宮'山頬にあらす｡山の字には字義也｡(五5ウ)

ウヲヤマ

416山に　羨し'付句もざらはす｡浦の字も同前也｡(菅ウ)417八重　1座一句也｡俳には二も有也｡かさなると云て'連に面嫌ひ'俳に七句去也｡(五5ク)
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ヤ-

川闇に　-らき'連に面きらひ'俳に七句去也｡是は同し夜分の事也｡木陰'家内等の夜分にあらすしての-らきほ'旬によりて二句去也｡(五5ウ)419弥生に　月次の月'二句去也｡又弥生に夏近き等'同意也｡又弥生山は春山の事也｡(五6オ)
ヤナ

4-0第　やな瀬'やな-ゐ等'夏也｡のはりやなは春也｡下り葵は秋也｡-つれやな同前｡あゆをとる具也｡此故に'やなにあゆはたかひに付さる也｡(五6オ)
ヤケノオギ

4-1焼野　山をや-'はたをや-'草をや-'荻のやけはら'いつれも春也｡(五6オ)
ヤシpクハウキTn

4-2社に　宮は付さる也｡折きらふ也｡俳に面去也｡皇居の宮に社は'

イタ

連にて面去ほ'俳にて七句去也｡又官社に神とは付さる也｡板を立置ても官社と云は'神のましますゆへに付過と云事也｡皇居の官に取

･～ヤツt)～,ヤツrL

なして神をつ-る也｡又社に官奴も付す｡神祇ならさる御奴は'たかひに付也｡(五6オ)

ハシク竜テ･r･カハハシヲ

4-3八橋の蝶辛　参川の名所也｡-もてとは橋の柱にすちかへて打わたしたる木の八有は'妹の手によそへて云也｡又伊勢物語には水行すゑの煉手なれは橋を八わたせる故と云り｡心かはり侍也｡又妹手'八橋にかきらす苛に見え侍｡

アヤハ,>タテ

波立る松のしっえを妹手にて霞わたれる天の橋立　(五6ウ)

カスカノ

伯や文字　うたかへは'二句去也｡又五月雨や'春日野やなとのすてやは付句もきらはす｡又'

月や花や雨や風やの'はさみたるやもしも付句も嫌す｡又うたかひのやもしに'よのやはいよくきらはす｡折合にはきらふ也｡又うたかひのやもしの外は'発句の切字とならすと知へし｡(五6ウ)

ま

4-5松　連に七句去｡俳に五句去也｡又松に子日付て-るしからすと云ほ句に'

春ともみえぬ松の葉の色　と云に'子目せし野へも人なき古里に　宗純

レイ

かやうの作例有は'付てくるしからすと云説あれと'新式二句去の勉

ホフ

に出侍は'付へき物にあらす｡むかしの法をあらたむると云ほ'かや

サウオウ

うの事也｡是は古人あしきと云にはあらす｡時節相応と云物也｡
(五7オ)

カキ

4-6松門　植物にあらす｡松にてつ-りたる門也｡松の戸'松垣同前也｡又門松は初春也｡
松原は物かみやこの春の門　(五7ウ)

4-7松風　二｡松の風も此内也｡松風と二は有｡松の風と二はなし｡俳にはのもし入ても二有｡外にあまの名'うたひなとの内に又有へし｡又松に風むすひたる旬はい-つも有へし｡(五7ウ)招松風の雨　俳に雨三の外に有也｡降物にあらす｡似せ物也｡句に

タそト

松風は裸もぬれぬ雨にして　又'ふる雨は松吹風の音に似て　是は降物也｡似せ物にあらす｡雨三
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の内也｡(五8オ)

シクレ

4-9松風の時雨　是は雨とかはりて'冬の李をもつゆへに'降物に打越嫌也｡(五8オ)

ノミJ･リザフ

4-0松緑　雑也｡色の字むすひて李をもつ事'右山の字の下に注侍也｡又みとりたつ'苦みとりほ春也｡(五8オ)4-1松虫　初秋也｡連にて松に五句去は'俳に三句去へし｡又句に'
アハレ7]ヱ

京や人を松虫の声　是は符に二句去也｡植物に嫌はす｡又句に'分かへる陰の松虫ねに鳴て　是は植物也｡(五8オ)

サクJ･カヘリ

4-2松花　春也｡苛には百年に咲やうに云也｡十代とも云り｡然とも

すタ　　　　カクプチ中ソ　　　セウポクハル　　　　　　　ヌキンテズイヲサカシメ　ヲ

毎年線のもとに自-咲也｡格物論に､松木春二三月抽i養生レ花
ムスフミヲ

結i子と見え侍也｡又詩に'
クへテハヒpヒ　　　　ヲカチシテハノ<　ヲ　クマくnリ　　　　　イクル　　　　　l

飢　拾二松花】掲飲i水　偶従i山-後到i山-前　(五8ウ)

4-3松のこゑ　松のひ1き風鉢に'二句去也｡風解の事かもしに記也｡
(五8ウ)

拙松の学の有名所　惣して連にて五句去也｡俳に三句去へし｡すゑの松山は'松有ゆへの名なれは'常のこと-連に七句きらひ'俳に五句去也｡他准也｡(五8ウ)
マツ

4-5待　連に二也｡俳に三有へし｡得と云字の入たる句の事也｡只まつ鉢の句は'何程も有へき也｡たとへは句に'

かならすといひしを頼む夕碁に　又'

ワヒ

とはむかと思ひ侍ぬるねやの中(五9オ)
マクヲ

4-6枚　連に七句義は'俳に五句去也｡夜分也｡又枕に夢'ぬるなと付

来也｡(五9オ)4-7正木に　木'二句去也｡又正木のかつらと云物は'山家のかきはなとにはふ物也｡常の正木に似てかつら也｡

アラレ･Rツヲ

大山には寮ふるらし外山なる柾の葛色付にけり

チルカナシ

奥山に柾のかつら散時はその事となく物そ悲き(五9オ)
マクサ

4-B棟　植物にも生類にも打越嫌也｡草には二句去也｡属'駒には連に面きらひ'俳に七句去也｡又野をかふ牛馬なとゝ云ても'うへ物に打越きらふ也｡たとへは句'
はなちかふ牛の子は野にはみ入て　か様の句也｡又'はなちかひぬる野への牛の子　此句法は植物にもきらはす｡水も

かふ故也｡又寄'
マキヲフ

牧野より株負せて行駒のロのこ鬼もあちきなのよや

ロのことは'属の口にかこをあてゝ草をはませぬ也｡まくさをはむまに'はませんためにをふせ行と'おもふやうにはませぬと云事也｡世事か-のことし｡わか物なから自由にならぬ也｡(五9オ)
マリ

4-9鞠の庭　新式に庭の心あらは'Tの外は如何と見え侍.是は庭と場とまきれやすき故也｡鞠場と云時は'庭の字か-ましき事なから'古来庭の字へちかきと云なす也｡俳にはたとひ庭の字にても'庭の外に又有へし｡(五10オ)
ヤツリ

4-0棄　只一｡神祇也｡打まかせては賀茂の事になるゆへ'夏也｡賀茂は付さる也｡俳には'神祇ならぬ内に今一有へし｡神祭の事は'くほしくかもしに記侍也｡(五10オ)
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マコーイ･,hハp.

411嘉に　偽二旬去也｡1座1句つ1也｡俳には二つ1も有へLo
(五10ウ)aほ

412窓　只一也｡俳にはしなかへて今一も有へし｡居所なり｡又恋に戸のきらひやう'新式二句会のところに出侍｡元来居処は三旬つゝきて'連に五旬義の物なれは'二句去て同し居所有へきゃうなし｡二句去と云は'居所の窓に川戸'水戸なと付'又居所の戸に山窓なとの居所ならぬを付よと云事也｡両方同し居処ならは'連に面去'俳に七句きらふ也｡(五10ウ)
マカキ

4-3節　只1｡霧のまかき'かすみのまかき'此間に又1也｡俳にはまかきか島又有へし｡(五10ウ)4-4まこも　水鳥也｡植物也｡兼也｡刈なといひても同前也｡(五11オ)415夕ま等　まの字にこゝろなし｡其'間なとの字にすこしも嫌す0
(五11オ)

ヰソ

4-6まし　駒に二也｡俳には三も有へし｡句の中には二句去也｡(五11
オ)ヤキ

4-7横　木に付句もきらはす｡真木の戸なとは木に字義也｡真木と云
リヤウサイカキヒヰヲキ

ほ良材の事｡柿'柊なとも木にきらはすと知へし｡(五11ウ)

け

I,･7'.

棚煙　連に七句去は'俳に五句去へし｡火の類'た-'ふす'ふるなと同意也｡松'竹等のけふりは似せ物なれは'句によりて火のうはさ付

フシアサマカマl

てもくるしからす｡又煙は'居処か垣'植物'水辺'富士'浅間'竃なと

ムス3]フカイA

のやうの物'句に結てする也｡さなきは無名のけふりとて深-忌也｡
1すちのけふりは空に立のはり　かやうの句也｡又'

アハレアイシヤウヲクヂヤクナy

けふりとなれるそらの哀さ　是は哀傷に落着するゆへ難なき也｡

ボyJ･ウアソシtI

又むかし焚灯庵主のころの句に'

J･=べノ

人を送りてかへる鳥辺野　と云に'身はいつのけふりのために残るらん　その時代の名句也｡是より

ナグケD,チシヤ

煙ノ宮と号て北野の末社にいはひ置し也｡又舌句に'

7tt(エ

1村の松の梢のうちけふり　と云に'
里はあるかの山のかたはら　又'たえくけふる水の行末

ウフネ

さし下す鵜舟のかゝり夜は明て　此句かゝりをのそきてあらまほ

ハイナソ

しと先輩の難有し也｡(五11ウ)4-9けふ　連に二也｡俳にはよみこゑの内に今1加へし｡けふにきのふ'あすは二句去也｡又けふに今の字嫌はす｡但こゑに云時は二句去

t]nAI

也｡今はけさにも嫌はす｡是もこゑの時は二旬去也｡又今日の今夜'夜分にあらす｡惣してけふと云詞人は'夜分の物'いつれものかるゝ法也と知へし｡(五12オ)4-0けりに　けらし'けさ二句去也｡けり溜りは連に四有は'俳に今一加へし｡(五12オ)4-1けらし　留りに二｡ほいには今一加へし｡句の中には三字かなな

リヤク

れは'連に面嫌ひ'はいに七句去也｡又けらしはけるらしの中略なれは'らし'らんにも二句去也｡(五12ウ)
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′Aハル

4-2けし　長閑けLt遥けしなとの詞は連に折きらひ'はいに面去也｡又けさも同前｡けしにけさ連に面去'俳に七句去也｡(五12ウ)4-3毛をかふる鷹　夏也｡諸鳥も同前也｡委鳥屋の下に注侍也｡(五13
オ)

ケクモ′4-4獣と獣の聞　五句去也｡ほいに三句去也｡獣狩は夏也｡(五13オ)
ケチT)トハ

4-5下知の詞　惣して二句去也｡又下知の句'二句つゝかさる也｡(五13
オ)

ふ

フカ",クサカソケイブチ

4-6牡丹　1座一句也｡漢には春の李になせとも'連俳には夏の景物す-なき故に'初夏になす也｡句'

セキ

春さかぬ心や花のふかみ革　宗碩

イ",ヤ少ホタソクハ

此名句より'宗頑の異名を牡丹花と云し也｡百花の色をあらそふ春さかすして'初夏にはしめて咲出るは'さすかに花王の徳をそなへた

カソ

るとの鉢也｡漠に花王と此花を云也｡漢には四時ともに花有也｡詩には初春におは-みえ侍也｡又秋の詩にtJ:･.: I. '･.:i.:㌻ソ二月ノ･]=1 I.:･･,.;T･,i1..川;九･il:.i.此花三月はかりにあらす'九月に有と云心也｡又冬日の詩に'
スイリクノダソハウステL[カヘルTt}･>　　　　　七･L･リ",ツカThホnptチミグflタ一L

水陸群芳巳帰久　花王独　自　綻　盈i枝

水草も野山の花ももうはてし冬枯に'此花はかり有との仕立也｡此

イサヽカワカソサカヒ

詩'右の発句と御心かよひ侍｡和漢は万里の境をへたつといへと'詩

ツウヨクシT)シ]Tlウ

苛の作にいたりては'しらすして通用する事'殊勝に覚え侍也｡又近

代和にも春夏の外に見え侍は'他の李にも作意有へき物也｡又名取草'廿日草等の異名の内に今一有て'はいには一座二句たるへし｡(五
13オ)

フルキ

4-7盲の字　連に折嫌也｡はいによみこゑに替て五有へし｡舌にいにしへは二句去也｡昔は旬によりて嫌はす｡年を経るは句によりて二句去也｡(五14オ)
アルサ}

4-8故郷　只一｡名所か旅の間に一｡連に二也｡はいにかはりて三も

ヰフルサ･Lキアリ

有へし｡惣して故郷にしなく有｡居故郷と云は'わか旧里也｡お

マカセ

は-は京の事也｡寄人は京を出所とする故に'打任て故郷と云は京の事也｡名所の故郷と云は'奈良'志賀'難波等也｡族の故郷と云ほ'旅にて京の事を云句也｡此ゆへに故郷に都'京'九重なとは'連に折きらひ'はいに面去也｡但右のうち居故郷には'句によりて都を付也｡

故郷は閲にあつまのはてにして　かやうの句薯あらは'都を付て
ち-るしからすと知へし｡又ほいに名所の故郷過て'古き都又有へ

･"ヤT]タツノ～rヤfI

し｡文月の宮古'龍都いつれの故郷にも嫌はす｡又右の内'名所の故郷は居処に打越嫌也｡又故郷は連にて初の面に出されと'族の故郷は有也｡はいには旬によりて'いつれにても有へき也｡(五14オ)
フチ

4-9藤　只1｡藤原1｡藤氏ともする也｡新式に季をかへて無用と云は'植物に1出たらは'外には季をかへても有へからすと也｡ほいに

ヒチキヤク

は又有へLo畢責連に藤1｡氏に1｡藤衣自然に出て三也｡はいに

カツ

は今一加て四も有へし｡藤原は氏の外'名所にも有也｡藤衣は山盛
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イミ

の衣也｡又忌の中の衣をも云也｡

限有はけふぬき捨つ藤衣はてなき物は涙也けり

クハイキフ

又先輩懐旧の発句に'
郭公なれもやきな-藤衣(五15オ)ブツヂチヤウ

4-0富士の雪　説々侍と'冬の率に治定する也｡万葉の寄'

フ少･Wナツキ母チキ丘

富士かねに降つむ雪は六月の豊の日消てその夜降也

このゆへに'きゆる'初雪等は夏也o只は兼也と云説も侍と'此後代々の寄人'富士の雪とはかりを冬の率に用来也｡風雅集冬の部に'

高根にはけぬか上にやつもるらん冨士のすそ野のけさの白雪
新千載集冬の部に'

けぬか上に珍しけなく環らし富士の高ねのけさの白雪
又新古今集にも冬の部に見え侍｡又句に'

〆ケ

白雪にそめいろの山か富士の掠　宗頑
又他の李の古句'

五月まてかのこまたらの富士の雪　紹巴富士の雪つもるか秋の風さむみ　　同(五15ウ)
フルキヤクヲアイシヤク

4-1舌　枕　舌ふす豊泉傷の心有と'つよき方へ引れて恋也｡打越哀
]7]ウシヤタ･.･へ

傷用捨すへきよしの説有と'信用すへからす｡撃は月花の句は花に引れて春に成と'打越に秋の用捨なきかことし｡(五16オ)

ノキ

4-2古寺の軒　岡庭なと云ても居所にあらす｡右家の字の下に注也｡
(五16オ)

4-3ふ屯と　只1｡名所に1也o俳には只の内に今1加へし｡又ふも

とに山もと'連に面きらひ'はいに七旬去也o(五16オ)

ウチブシ

4-4船　連に七句去也oはいに五句去へし｡句によりて旅也｡宇治'伏

flゝ･

見等の川舟は旗にあらす｡涯の川舟は旅也｡西国へ行人のため也｡惣して旅人を船まて送ると云は'淀の事也｡関送り'閑むかへは逢坂

I,･マリフネワタシカイp

の事也｡又かへる舟'泊舟'つな-舟等は旅にあらす｡又渡舟'海路の鉢は旅也｡若橋のなき川に里人のためにも有事なれは'句によりて

アツワケ

旅に有へからす｡又芦分小舟'すて小舟'たななし小船'うつほ舟等は旅にあらす｡又舟岡山'船木山なとは水辺にあらす'名所也｡船の字には連にて五句去'俳には三句去へし｡(五16ウ)

(辛)　　　タマツサ

4-5文　恋に一｡旅に一｡文学に一｡章は此内也｡外に筆ノ跡ともする也｡はいにはいひかへて今一加て四も有也｡(五17オ)4-6筆　只一｡はいにはよみこゑの内に今一加へし｡筆跡に鳥跡'連俳ともに折嫌也｡(五17オ)
フ･キ

4-7雪吹　連にて雪に面きらへは'俳に七句去也｡風'吹'降等の字に'連に五句表は'はいに三句去へし｡(五17オ)
ブT)カレ

4-呂冬枯　野か山かを句にむすひてする也｡植物に打越きらふ也｡又冬柚の芦火'冬枯の芦屋なといひても同前也｡冬枯の芦たつなとも'植物'水辺両方にきらふ也｡(五17オ)4-9吹　字去也｡笛吹なとは'風解にはきらはす｡風の字には二句去也｡(五17ウ)4-0ふしっけ　冬也｡水辺也o生類に打越嫌也｡柴には'連に折きらひ'ほいに面去也｡冬柴を川に入て置ほ'魚こそる也｡
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泉州水のみわたのふしつけも祉はかりに冬はきにけり(五17ウ)
フクル

4-1更　折きらふ也｡はいに面去也｡夜分也｡月更と有て又夜の更は有也｡ほいに露更る又有也｡月とも夜ともいはす｡露更とはかりも有也｡又右の外に'秋更る'年ふくる有へし｡又更にふかきは旬によりて二句去へLo惣して初夜より明るまて'次第にふ-ると云也｡
(五17ウ)フカキアサキアAIZ&イ

4-2潔に　浅二句去也｡凡相対する詞は二句去と知へし｡たとへは浅からすと云はふかき事也｡此ゆへに浅と云にふかき心こもる也｡遠

オモキカ甘キ

に近き'垂に軽き'かやうの問いつれも同前也｡又同しなから'夜に
ヒルクpキ

昼は対せす｡朝夕有故也｡白に黒も対せす｡外に色有故也｡自からすと云て'黒き事に定まらさる故也｡かやうなるほ付ても不苦也｡
(五18オ)7･>モノ

4-3降物　連に三句去は'俳に打越きらふ也｡降物に賃ふ-舟なと付

一ヽヽノ

へからす｡又笠にふり物'句によりて付と蓑には付へからすと知へし｡(五18オ)

こ

4-4恋の亭　連に二｡ほいにはよみこゑの内に今一加へし｡昔こふる'都こふるなと'こひにあらされと此うち也｡鹿'猫'維子なとのつまこひ'連に折かへて有は'はいにも同前也｡籾待恋'蓬恋'別恋'な

〆イ

との苛の題にいつるは各連にて1座に二つゝ也｡はいには三も有へし｡是は符と云字'達と云字の入たる句の事也｡句法右得の字の下

に注侍也｡又たのむる'恨'しのふ'とふなとは恋にむすひて連に一

ナゴリオそカケイツハリ

也｡はいに二着へし｡又余波'つれなき'悌'偽　等は遵俳ともに恋

ナカタチ

に1つゝ也｡又中恋は連に一㌧すきて媒有は'ほいには仲人又有へ

タマツサ

し｡又連に恋の文過て筆跡は有｡章はなし｡俳も同前｡(五18ウ)
′

4-5恋山　こひのつもりたる也｡又奥州と出羽の境に有名所也｡旬に'

たかきはいつれわかこひの山　名所也｡恋也｡

ヲサ,

恋山茂き小篠の露分て入そむるよりぬるゝ袖哉

グシhウシ

又源氏物語に'恋の山には孔子もたふれと有也｡恋には孔子もた

ヒケクpノ

はふれ給と也｡霧黒大臣の実なるも'恋には本心を志てたゝならすと也｡(五19オ)4-6恋茸　植物にあらす｡但茂る､枯なといは1'うへものに打越きらふへし｡(五19オ)
プカヲ'}

4-7木枯　初冬也｡連俳ともに一句也｡森の名所に又有也｡木枯は植

キnヵル,コボク

物にあらす｡木にも木にも二句去也｡梢は付句きらふ也｡枯'枯木なと'連に折嫌ひ'ほいに面去也｡又句'

アtl

かっちりて行木からしの庭　若かやうにしたては植物也｡又笛の

キ]T)ク

曲に有｡源氏物語に'

フキ

木柿に吹合すめる笛の音を引とゝむへき言のほそなき(五19ウ)

ヲチハヲJ･

4-8木ノ葉の雨　冬也｡植物也｡落葉の音雨に似たると云は'降物にあらす｡又雨の音落葉ににたるは降物也｡句法松の字の下に有｡(五19ウ)4-9木葉衣　植物也｡衣輝也｡上古は薬をつ-りて衣とせし故也｡
(五19ウ)
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nタマnダヤ

4-0木玉　木の字'玉の字'ともに字義也｡山彦'天彦ともに木魂也｡い

タマシヰ

つれも連俳ともに折きらふ也｡魂には連に面去'俳に七句去也｡
(五20オ)nス古nスヱ′

脱硝　只一｡花'松の煩に1｡梢秋此内也｡九月の異名也｡梢は植物に打越嫌也｡俳には右二の外今一加へし｡叉木の字'末の字'梢に二旬去也｡枚は字去也｡(五20オ)
r[､ノへ

4-2九重　只1｡俳も同前｡都の異名也｡都には連に折嫌'はいに面去也｡九の字面に一つゝ也｡(五20オ)
FilほEl

鵬詞　只一o　ことのは一也｡詞に菓嫌す｡言の葉に葉は字去也｡又

ノ

いふ'てふなとは詞に二旬去也｡いふ'てふの間も二句去也｡詞林は

nJ･ワサ

植物にあらす｡詩苛の事也｡又詞に諺等も二句去也｡又道といはされと'言の葉とはかりもうたの事に成也｡句'

なかむるに言のはも哉秋の月(五20オ)
nホリタルヒ

4-4祉　只1.月'涙に10霜あらしの間に1｡つらゝ'垂淡の間に一｡

ヒムpウスヲA)

四也｡泳室は此外也｡己上新式のことは也｡右の内'こはり'蒋独尊

A)ノタメシ

は水辺也｡泳様も同前也｡外は水辺にあらす｡妹に泳室'連に面去'俳に七句去也｡又俳には右四の外いひかへて今一着へし｡又波は流るゝ'とくる'ひまなといへは春也｡(五20ウ)
nケ

4-5毒　萄むしろ植物也o敦は夜分也｡居処にあらす｡苔衣'苔のたもとは述懐につよく引れて'尺教にあらす｡苔の庵'苔の戸等は植物也｡居処也｡(五21オ)

オヤ

4-6予　親子の沙汰は右おもしに注也｡俳に子は二也｡鳥'獣'竹'子

スネ

なとにいひかへて己上五も有へし｡小の字付句も嫌す｡子'子なと

(>7･)

よみかては同字別訓也｡(五21オ)脚心の月　近代'影'光等をむすはされと'面の月もたせ釆也.(五21オ)

スク

欄心の移　植物に打越嫌也｡心の直する也｡此故に神木に用来也｡句に'

ほのめかす心の杉の夕月夜　杉の木のまにもる月也｡三周有し也0
月花も物のかけよりほのめ-を興とする也｡

月清し籾は一筋雲もかな(五21オ)

4-9心の松　植物に打越嫌也o不変の事を云也｡又難面をも云也｡
枯やらて心の松もあちきなや(五21ウ)

州心の花　正花也｡植物に打越嫌也｡詞花は正花にあらさる也｡
(五21ウ)

4-1心の駒　こ･Jlろの猿なと生輝にあらす｡心のさはかしきを云也｡

イ　ハアリハツル　ヂソノキヤク　シソエソ･･Lヒアリア　ヂ]7]クノ71タ
意馬荒建六塵境　心猿飛遊五濁枝(五21ウ)

ノ

4-2心友　たとへは月花は心の友にしてなと云は'人倫にあらす｡真

n,TIwn,pサシ

ある心の友も哉といふやうの句は'人倫なるへし｡又心に試'志別字有は二旬去也｡(五22オ)

ヰソオリ･Lキヒ

4-3比　静には折に一つゝ也.俳には五有也｡中には字去也｡折時'日
iili]

乗等二句去也｡(五22オ)
TLゾ

4-4去年　今年一つゝ也｡俳には二つゝも有へし｡こゑも同前也｡
(五22オ)

4-5小鷹狩　弟狩とも云也｡外に名のある小鳥は付と'鵜は付さる也｡
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(五22オ)
4-6小鳥渡　秋也｡色鳥も同前也｡小鳥とはかりは雑也｡(五22オ)4-7衣　連に七句去'俳に五句去也｡又衣に袖は付さる也｡又衣川'衣手の森は衣に字去也｡(五22ウ)

T]シチアツマ
4-8越路に　越の字二句去也｡越路に東又名所等打越きらふ也.(五22ウ)

7]′モカノqI

4-9此面彼面　源氏物語に'このもかのもの柴ふるひ人と云り｡
ジク.ハネ

筑波根の此面彼面に影は有と君が御影に増陰はなし　(五22ウ)

刑こそ　留りには千句に二はかりと云り｡俳には1座1句也｡中には二句去也｡又上にこそと云ては'けれ'ね'め'へと留る也｡(五22ウ)

え

5-1江　只一｡名所に一也｡俳には今一加へし｡(五23オ)
…甲乙に　1句也｡俳に縁辺又有也｡(五23オ)

5-3えそ一也oえひすに折嫌也｡いつれも人倫也｡

クモリ･"チノク

こきふかは曇やせまし陸奥のえそにはみせし秋の夜の月

lウヰナソハソサイシウホクテキヰナカ

東夷南蛮西戎北秋と云也｡いつれも田舎のはてをいふ也｡(五23オ)
エ七ス同同同

5-4得て　たよりえてなとに聞えて伝えてなと付旬もきらはす｡(五23
オ)

て

5-5寺　只一｡名所に一也｡俳には'此外寺号か又よみこゑの内に今一加へし｡(五23ウ)

5-6手　折に一つ1也｡俳にはよみこゑのうちに今一着へし｡上手'下

タQ)J･

手は七句去也｡又手に裸は二句去也｡袖はきらはす｡手に手枕は'連に面きらへは'はいに七句去へし｡(五23ウ)5-7てにをは　そ'かはなとにこりては二句去なり｡大かたその文字のところくにてしるし侍也｡(五幻ウ)

あ

アシザフシクそttツ′

5-3芦　水辺也o雑也o下繭'角-む'若葉等ほ春也.はは秋也｡枯葉'ほわたは冬也｡連苛にいひかへて声は三也｡俳諸には今1加也｡又はわた'句に

イツハリ

まことに似たる中の偽　と云に'

カサネキヌワタ

芦のはは重し衣の綿ならて　専順　(六-オ)
クブアftカレ

5-9芦田鶴　水辺にも植物にもあらす｡冬柿の芦たつなと云は'植物

カモ

也｡芦鴨は水辺也｡冬也｡植物にあらす｡されとも句体によるへ

J･7

し｡芦雁も植物'水辺にあらす｡問｡右三色の内'鴨はかり水辺にて

TLh_フ

雁たづ水辺のかるゝ事いかん｡答｡鴨は水辺はかりにすむ物也｡雁

クカ

は水かき有と'陸にもすむ故也｡(六-オ)
アツマTLシヂアツマヤ

510某に　越路'つ-しなと打越嫌也｡名所も同前也｡四阿は連俳とも

ハクアマダリアツマ

に折嫌也｡破風な-て雨滴の四方へおつる崖也｡又ほいに東はいひ

T]トヒキ

かへて三はかりは有也｡東琴は'むかし弓をならへて弾はしめし也｡
キヨクアツマヒカシクハソJ･ウ

又曲にも有也｡又連に'東に東は折きらへは'ほいに面去へし｡関東

セキノヒカシ

なといはゝ'あつまに連俳とも折嫌也｡(六1ウ)
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アヅヤアソヒモ}メ7tカクヲ

51 1未遂　求子なと'神楽の舞の名也｡冬也｡夜分也｡神祇也｡晋三

スル

保の松原へ天人下りし時'人間に残し置たる舞也｡故に来遊とも'駿
力寸iI

河舞とも云也｡(六1ウ)512青に　みとりこ句去也｡黒き'白きなどの外の色は'付句もきらはす｡(六2オ)
プAノ

513跡　字義也｡但鳥跡'手跡'筆跡なと遵俳ともに折きらふ也｡又旬に'

いつ-にかかへてね-らの鳥跡　かやうにしては'文字の事にあ
らわは'手跡'筆跡に字義なり｡又古跡の心は'連に二有は'俳に三ち有へし｡住はてし跡'古寺の跡なとの事也｡(六2オ)

アシpヒヲ

514網代　冬也｡うつは秋也｡生類に打越嫌也｡泳魚とる物なれは付す｡網に'連には折きらひ'俳に面去也｡又網代に苗代なと'連に折きらひ'ほいに面去也｡(六2オ)
アカク･tシケクハyダボク

515県召　正月十一日外官の除目也｡県は田舎也o小除目とて前かと礼儀をならひて'又大除目とて当日に出也｡(六2ウ)
アユ

516鮎　夏也｡若鮎は春也｡さひあゆは秋也｡又干鮎は雑也｡俳に季をかへて二有へし｡(六2ウ)
アサヂブ

517浅茅生　雑也｡居所に打越きらふ也｡又浅茅とはかりは'居勉にきちはす｡又浅茅生の小野'屠所にあらさる也｡(六2ウ)
アセ

518汗　無名に出る汗は夏也｡古詩に'
サルホシチヲリylI

泊i衣汗似レ淋と有は'夏日の題也o又句'
ナカ

流るゝはかり汗そ出ぬる　夏也｡(六2ウ)

アyムマセチエキソヒキtlイヲソ

519白馬の節会　正月七日に禁中に白馬を率て叡党にそなへ奉也｡読

ゴカソメイチイヂクサイキヤウ

々侍とも'1説に'後漢の明帝の時'天竺より1切経を白馬にをふせ

汐アヲクフチホフルフアソセソオサ

て来り'初春に入洛せし也｡それより仏法流布の国となり'安全に治

レイ

まりし書例にて'和にも初春に白馬を大内へ入給也｡句'
のはる七日の月の長閑さ　と云に'

"r(''

白馬を御階に人のつらなりて　宗祇　(六3オ)
アヲレハシリタアカ

5-0霧　走　春也｡踏苛の節会と云也｡降物に打越きらふ也｡天武天

ハシマルオ･.･n

皇の御字より姶也｡正月十四日は男たふか'十六日は女踏寄也｡女

サイ.ハヲ

御'常々をめ-りて催馬楽をうたひかなつる也｡むかし初春十四日

ナrLリオシヲクTlク,>少nウ

の夜年越の余波を情みて'絡中を遊子のめ-りて'月に乗してうたひ

TF)

し事より始也｡世にうたひ'小寺のはやりしも'此余風也｡年中行事寄'

h･'B

此殿はこゑさへすめる雲井我かさしの綿の白き月夜に

カウ

このとのほうたひ物也｡かきしに綿をま-也｡源氏初音の巻に高

7)yシチヤク

巾子と有も此事也｡六位の舞入着する也｡右のうたほ'

.ト■ヽ

此殿はむへも冨けりさき草の三菓四薬に戯作せりこの本寄也｡このうた'催馬楽にふし付てうたひかなつる也｡連

リヤウザイ

にさき草のこゑともする也｡扱うたのこ･JTろは'さき草は良材也0
′キヒハフホソ〆イリ･Lノツクリ

槍也｡三業四菓はむねの破風也｡本内裏の愚作也｡小野のこと-也o又句'

そのはとノ＼･のしるき寄人　と云に'

イサ7tクツ

玉数のあられはしりは明はてゝ　庭上の砂を'霞にあらされと'沓
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八ツリアリク

にてけたてゝ速歩也｡(六3オ)5-1雨　二｡さめ一｡あま一｡四也｡雨にあまは折嫌也｡さめは雨のうらに有也｡さめにあまも面きらふ也｡さめは春雨'むら雨等也｡此内に一｡雨に夕立'五月雨tLまき五句去也｡右四の外'そゝく'めまり'なかめ'ふるなと有也｡雨に五句去也｡余の降物には打越きらふ也｡巳上達苛の式也｡はいには雨三｡雨にあまは面去也｡さめもいひかへて二有也｡雨に七句去也｡あまも二有也｡さめにあま七句去也｡雨に夕立'五月雨'時雨'しまき三句去也｡松風の雨'川音の雨'木葉の雨'これらは似せ物也｡連に一有は'俳にはいひかへて二つ有へし｡若句鉢降物にならは雨かすの内也｡松風の雨の下に'句
シヤ'(小

の差別あらはし侍也｡(六4オ)

シヤべチ

5-2あま雲　句鉢によりて'降物になるとならさる差別侍也｡

天雲のよそにも人の成行かさすかにめにはみゆる物から

これは降物にあらす｡又'

雨雲のよそにのみして降事は我ゐる山の風はやみ也
是はふり物也と知へし｡(六4ウ)

アカヲケ

5-3闘伽むすふ　水辺也｡尺教也｡夜分也｡あかたな'あか桶等同く

lヲホフスイ

夜分也｡寅の一天に-む法水也｡むすふ'あかつきなといひても'水に二句去也｡又舟のあかにも付なす也｡船中には水人と云をいむゆ

ポソゴ

へあかと云也｡又あかは水の焚語也｡水には嫌はすと云説有と'き

そチnソ･.･7シヤカノウltソホソ

らふへき事勿論也.間｡尺迦ほ能仁と翻す.能の字'仁の字に嫌ふ

r]タブモチpソ

へきゃ｡答｡能仁とつ1けて尺迦の事にいほ1尺迦に嫌へき事勿論

也｡又能の字'仁の字他の事にいはゝ'嫌へきゃうなし｡閑の字'伽の字余の事にいふ時'水にきらふへからす｡たとへは有明と云時は'月にきらへと'有の字'明の字は月にきらはさるかことし｡(六5オ)
アラシ

弛嵐　二｡嵐山は此外也o但吹音のあらし山なといほゝ'二の内也｡俳にはいつれにても一座に三は有へし｡(六5ウ)
アシタ

5-5朝の月　只一｡朝の字入すして朝時分の月今一有也｡俳にはけさ

シノヽノ

と又有也｡又月の明残る'東雲の月なとに折かへて又有也｡惣して朝の月は十七日より廿八日迄也｡(六5ウ)
アシクアサホヲケアサツク

5-6朝　只一｡けさ一｡俳にはあさと又有也｡瀧は此外也｡又朝附ヒ日'月にきらはす｡朝日也｡(六6オ)

シヤサ

5-7朝日山　天象時分ともに嫌はす｡但句によるへし｡朝には連に折去'俳に面去也｡(六6オ)∽秋風　只二｡内一ほのもし入也｡俳には只二'のの字入て一着へし｡(六6オ)5-9秋夜に　長き心むすひて過たらは'その折に長夜'連俳ともに有へからす｡(六6オ)5-0秋寒　漸寒'夜寒'朝寒'はた寒なとの内に'秋の李に一也｡俳に二有へし｡又秋月のさゆるは'さやかなる事なれと'秋のさゆる過て'連俳ともに月のさゆる有へからす｡(六6オ)

ノ

5-1秋田　植物にあらす｡秋の字入されと'色'なひく'ひた'鳴子なと'又雁'鹿追やうの事句に結ては'植物に打越嫌也｡又雁'鹿なとむすひてもう迫やうの句体にあらされは'秋にはなれとも'うへ物には
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きらはすと知へし｡(六6ウ)5-2秋去衣　七夕の具也｡衣類にあらす｡衣の字'秋の字には常のこと-嫌也｡(六6ウ)

I(ヽ

5-3秋涼L　秋のあっさ'連俳ともに同し面きらふ也｡(六6ウ)
アカツキ

脱暁　只1｡夜分也｡とらより明るまてをいふ也｡川たれ時'しのゝめ'あかつきの事也｡あさほらけは早天也｡夜分にあらす｡(六6ウ)

アリアケヲフソク

5-5景明　達に二有は'俳に季をかへて今一加へし｡塊燭等此外也｡折かへて又有へし｡有は二句去'明は字去也｡又有明にあすとは付す｡けさ'あしたは嫌はす｡又有明残は夜分也｡人は夜分にあらす｡又有明に月次の月二句去也｡夜分の月は連に七句'はいに五句

ホツ

去也｡又日と星には'適に三句'俳に打越嫌｡(六7オ)5-6明すくる　夜分にあらす｡明はてゝ'明しはてけり等同前｡朝夕の時分はともに打越嫌也｡明もはてすは夜分也｡(六7オ)
アクル

5-7明に　あけはの'夜分のかれは二旬去也｡同し夜分は'連に五句去'はいに三句去也｡(六7オ)
アケクレ

5-良明等と　つゝきたる詞'時分にきらはす｡朝夕の二字には二句去也｡(六7ウ)
アクルアクルアクルアクル

5-9明に　あす二旬去也｡戸を開なとにはきらはす｡明に開'付句きらふ也｡(六7ウ)5-0あけぐれ　夜分'時分ともにきらふ也｡夜の明かたに'少くらくな

る時也o明に字義也｡碁にも夕時分にも嫌す｡又明ほの俳に二也o夜分'時分等に嫌也｡(六7ウ)
アカシヲカアカシ

511明石　水辺也｡岡は山頬也｡水辺にあらす｡元来赤石なれは'明に嫌す｡石には折嫌也｡(六7ウ)
アマノ

跳天　天原'天人なとかはりて'連に折嫌也｡はいにはよみこゑの内五も有へし｡空に二句去也｡但天の字の心にちかき空ならは字義也｡(六7ウ)
ア寸ノカハア7

513銀河　舟'橋なとむすひても'水辺にあらす｡天の字五の内也｡逢七瀬といへは夜分也｡又名所の天川は水辺也｡(六8オ)
アブキウチワ

Sg[属　夏也｡連にかほほりと二也｡俳に団又有へし｡又扇に風付て

ヂヂヤウ

-るしからすと云祝着と'付さるに治定する也｡常には風のためはかりにはあらされと'連俳に至ては夏の李になせは'風の用なれはt

Vnここ:

タ･.･ヘハマA)

二旬去へき事勿論也｡又置は秋也｡撃は舞人の扇置も秋也｡(六8オ)

γハT)キフルキdルキTlル

5-5淡雪　降とあほ-潤を云也｡惣して淡雪'初雪'あられ'霜の消は冬也｡(六8オ)
アサカホアサカホ

別種　朝の字'顔の字に二旬去也｡又朝のかほに仕立たる句ならは'常のことく嫌也｡(六8ウ)
アダ･カチウブク

517噴　春也｡長閑'ぬるむなと二句去也｡又火のはとり'垂服等の
アダヽカ

暖も春也｡句'
牛は霞のかたはらにたつ　と云に'

･ワyトヲ

暖に移る夜しるし寅の時　紹巴
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〆ソキ

ほいに暖気も春也｡(六8ウ)
アハツ

弼粟津　水辺也｡名所也｡原'森は水辺に非す｡大坪も海に付たる所なれは水辺也｡又奥州の会津'濃州の石津等水辺にあらす｡(六8
ウ)アヤメカキ少

519苫　水辺也｡夏也｡富に限て'軒にふ-としても'苫枕も水辺也｡人名は各別也｡(六8ウ)
アアサカ

5-0逢坂　山煩也｡関も同前也｡達には字義也｡相には二句去也｡(六
9オ)ア寸

5-1賓　人倫也｡水辺也｡一座一句也｡俳に二も有へし｡又あまのた

ナハ

ぐなはは'た-る純也｡(六9オ)
アリサ寸

5-2景趣　消息ともかく也｡有の字'様の字に二句去也｡(六9オ)5-3あたりに　ほとり'野へなといひかへて二句去也｡(六9オ)

さ

サ～'タyノ

5-4五月雨　梅雨此内｡連に一也｡俳には二なから有へし｡梅雨'植物にあらす｡但'

今朝降や春は花咲梅雨　晶叱
かやうの旬体は各別也｡(六9ウ)

サクヲ

5-5桜　只1｡遅桜1｡山桜も此内也｡紅葉に1｡己上三也｡はいには四も有也｡又桜かりは尋てあり-事也｡桜田は深山桜の事也｡桜人ほうたひ物也｡春也｡植物にあらす｡人倫にあらす｡(六9ウ)
〆イ

5-6桜鯛　春也｡植物にあらす｡桜には'連俳ともに折嫌也｡つねに

木葉鯛と云小なる物也｡桜の比此名有也｡桜貝も此類也｡常にはすたれ月と云あかき只也｡(六9ウ)
アサ

5-7桜麻　夏也｡植物也｡学とつゝけてほ雑也｡植物にあらす｡(六10
オ)

弼桜井　名所也｡水辺也｡植物に打越嫌也｡(六10オ)5-9桜川　植物に非す｡雅也｡(六10オ)5-0犬桜　花咲すと云説有と'山桜に似て莫大に'老木に成て花まはらに咲也｡

くゝりしていきみに行む犬桜(六10オ)
伊′ヽ

5-1篠の庵　植物にあらす｡居所也o篠枕ほうへ物也｡さ･]めはさゝに似たる物也｡さゝに字義也｡さゝとしの'連に面嫌'ほいに七句去

イミヤウトウダイ

也｡すゝも同前也｡此三色異名同体也｡三色なから竹には'連に五句去'俳に三句会也｡又三色なから'たかひのきらひやうも字去也o
(六10オ)

5-2さむき　只1｡他の李に1也｡俳にこゑなとにいひて又1あるへし｡(六10ゥ)5-3さゆる　冬に10他の李に1也｡はいにはさやかと又有へし｡又冬の寒過て'秋の旬にさゆる'面かへて避俳ともに有也｡月にむすひて'さゆる二はなき也｡(六10ウ)
サA

5-4里　居所也｡字義也｡里々とつゝきては'居所に打越嫌也｡千里は居所にあらす｡里神楽は夜分也｡秀かもしに注侍也｡(六10ウ)
サイ.ハヲ

5-5億馬轟の名の茸木等　植物にあらす｡率はそれ　-　に持也｡子細
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エ

は絵の字の下に記侍也｡(六11オ)
サキザア

5-6驚　兼也｡水辺にあらす｡連に白馬と二也｡はいには今1着へし｡(六11オ)

サホヒ,～

5-7佐保姫　神紙にあらす｡立田姫の下にしるし侍也｡(六11オ)

ヱヒクケノハサカツキ

5-8滴　1の外'霞'-む'酔'竹菓'盃等にかはりて'連に二着は'俳に三有へし｡(六11オ)
サカヅキカケ

5-9盃の影　同ひかりへ　面の月もつ也｡秋なり｡夜分也｡酒三の内也｡寄'

有明の心地こそすれ盃の光をそへて出ぬと恩へは　(六11オ)
サカ

5-0坂一｡名所に一也｡山類にあらす｡俳には今一只の内に有也｡
(六11ウ)サク

5-1咲　1座四句也｡俳に五も有へし｡正花にむすひては連俳ともに一句也｡(六11ウ)5-2壱れ　春去'夕去也｡助語也｡但春去ほ花の去心有｡秋去は葉の去心有か｡夏され'朝去等とはなき也｡俳にいひかへて折嫌也｡(六11ウ)

サル

粥猿一｡ましら1也｡はいにはひよみに今1有へし｡山類にあらす｡(六11ウ)5-4さひしき　二也｡神さひて'句によりて折嫌也｡つれくぼ面去｡しっかは二句去也｡己上達俳同前也｡又さひしきと云に'恋の句付すと云は'恋路には一方ならぬものおもひ有は'さひしかるへきゃう

シftチクハイ汐Tlケセキッヤサ

なき也｡又述懐を付す｡さほかしき世をきらひて'樹下石上をた

ワゴカク

のしむ心にさひしかるへき様なし｡又族に付す｡旅客は見聞につけ珍しき事のみ有は'さひしかるへき事にあらす｡旅にてさひしき人

ケソゴ

は遵俳の友にはたらす｡山林をさひしきとする人は'堅固の道心に

ナヲil

あらす｡恋路にさひしきは本意の外也｡上来三ヶ条'古来連苛の習

サ山ソリ

也｡然とも1牡の理也o右の道理をわきまへて'その上にて付は'か

メククふ汐ソ

へりて妙句有へき物也｡作は無尽の物なれは也｡(六11ウ)
サナへ

5-5早苗　夏也｡水辺にあらす｡(六21ウ　)
サハ

5-6沢　1｡名所に1也｡はいには今1加也｡(六12ウ)
サヲTL

5-7小に　小'小なと付句嫌也｡(六12ク)
ササ'ヲ7]n

5-旨小と小　小と小'小と小は字義也｡(六12ケ)
サモアヲハアレ

5-9任　地　さの字'有の字竺一句去也｡(六12ウ)

き

キyくスカグヲ

別幸　　只1｡神楽のうたひ物に1也｡冬かけて有と秋也｡神楽の時は生煩に嫌はす｡冬也｡はいに'撃つむし'させてふ虫なとの内に

モウシアリノLt′キl]シチツチ

有へし｡蕃'毛詩に'七月在レ野　八月在i宇　九月在il戸　十月蟻蝉

キリくス

ワカ斗カノlI

入こ我床下】　さむさをいとひて次第に人家にちかつく也｡又古筆きりくすに成といへり｡いまた古事見当らす｡句'

壁のうちにも文字は有けり古筆きりくすとや成ぬらん　させてふ虫'

ホnBヒブチハカ>

秋風に裂ぬらし蘭つゝりさせてふ巷な-(六12ウ)
辛,A

別雅子一也｡はいに経と又有へし｡春也｡狩場の維子は冬也｡こ
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ゑとか鳴とか有は春也｡ない鳥かりほ'とまり山とて'山にねて暁雄の嶋を聞すへて'宏かしこの山に有を'夜明て狩也｡聞すへ鳥とも云也｡春也｡(六13オ)
キヌタ

5-2砧　只一｡ほいには衣うつと又有也｡衣煩に打越嫌也｡きぬに字去也｡夜分にあらす｡きぬたしてうつとは'しけく打事也｡(六13ウ)
キタT･ツリリソジq,カト汐ジウ七ウ

523北祭　賀茂の臨時也o冬也｡寛平の帝'侍従と申し時'賀茂川に遭
ヨウ　(ママ)　　　　　　　　カウAク　　　　　　　　　　　　　　ヤツリオT]ナ　　　　　クヲヰ　　　　　　　　　　　タクセソ

遥LL給しに'高楼よりこゑ有て'祭行ひ給は位につけんと'託宣有

ツ'h

しょり始也｡告のこと-也｡(六13ウ)
キリノクミブカイノ

5-4霧　そひき物也｡降物に打越嫌｡霧海は水辺にあらす｡但霧海
ナソシソソ廿ヒ

南針なとは水辺也｡句鉢によるへし｡霧のまかき'聾也｡居所に打

カキ

越嫌也｡垣には'連に面去'俳に七句去也｡(六13ウ)
キヌくヌキ

弼衣々　只1｡衣類に打越嫌也｡衣には字去なりO夜分也｡はいには

hカレ

恋の外に花のきぬく又有へし｡別の字'恋ならは'連に面きらひ'俳に七句去也｡他の別は二句去也｡(六14オ)
キノフ

5-6時　只1｡はいにはよみこゑの内に今7有へし｡昨日のかね'け

カネ

ふの鐘ともに入相也｡(六14オ)
キソシナノヂ

5-7岐岨　木に二句去也｡信濃路七里の名なれは'川も里も有ゆへ'山類にあらす｡(六14オ)
キシカノキシ

湖岸　只一｡名所に1｡彼岸1也｡はいにはよみこゑの内に只のを

カ′キシ7チキヤウ

今一加也｡水辺也｡彼岸と云は仏境也｡水辺にあらす｡尺教也｡又ヒガソカスカヤツリ彼岸望春也.春秋両度の物は春に成也｡新式春日祭の下に見え侍也｡(六14オ)

5-9菊　只1｡はいに他の李に又有へし｡(六14ウ)
キT]リ

5-0境　木に二句去也｡人倫也｡こる木植物に非す｡(六14ウ)

タキ･nノカレ

5- 1未に　新二句去也｡木字去也｡木とかはりて'二万植物蓮は二句去也｡叉木と木の間字去也｡(六14ウ)
キリホウワウ

5-2桐　初秋也｡尭とな-ても秋也｡鳳風のすめる木也｡花は夏也｡
(六14ウ)

キッネ

5-9狐　只1｡夜分也.俳にはいひかへて又有也｡(六14ウ)5-4君　大君人倫に非す｡恋の君は人倫也｡(六14ウ)5-5きもし　みさりき'おもひきの間二句去也｡浅き'近きのきもし嫌す｡(六14ウ)

ゆ

ユフへ

5-6夕　只二｡ゆふは折に一つゝ也｡ゆふへにゆふ面去也｡俳に夕三

クソ

ゆ'ふほ五也｡夕にゆふ七句去也｡　又夕'ゆふ等に誰かれへ暮'暁守

ユ7ヅクヒ

三句去也｡春'秋の暮'年の暮なとは夕に二句去也｡又夕附日は夕日也｡五の内也｡(六15オ)5-7夕等　只一｡俳には夕ま暮又有へし｡又夕碁に明ほの打越きらふ也｡(六15オ)

T]7

5-8夕月　すきて'連に碁の月有は'俳には句鉢かへて今一有也o　又♂
ヅク]rL

月夜有へし｡(六15オ)

カホ

5-9夕顔　夏也o碁の字に嫌す｡夕に字去也｡夕時分に仕立たらは'朝時分にも'碁の字にも常のことく嫌也｡又夕かほの宿は植物也｡
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(六15ウ)
6-0夕立　只一｡六月也｡夕時分にあらす｡然とも昼より後に有やう

･A･シ

にする也｡杜詩に'

ゴ　　　　　クチャチセイサソ　.ハソ.h　テソテキ　テサケ.ハク

三呉六月忽壌惨　晩後点滴釆蒼把

ク･'Tnハウハブヲスnホリ'

又六月こはりふる事有｡是をひふると云也.則字書に　電雨i氷也｡
チTvr,ソノアPタアラスヲ　タ　イプハヽウA　　　　　　　ヒ

挑眠聞雨ie旬日i白雨　魚は淡ふるを白雨と云へき事なから'古詩に'
ボケAウタル　　ヲリアチ一T　サムシ　シクタ　　ダイ　　　　　　　　　　　　ftブタチ

崩騰白雨襲i入寒と降雨の題に見え侍は'白雨ともよむへき也｡

T)7タチ

又白雨に夕は字去也｡碁の字'立の字は二句去也o又俳には夕たつ雲'夕立風なとに一｡白雨と二は有也｡夕立雲なとは夕の字数の内也｡又夕時分也｡(六15ウ)6-1夕立の雨は　雨かすの外也｡雨に字去也｡又夕立に雲を付て'打

イカyチイナiIカリ

越に雷'電　なと不可焦｡是新式の旨也｡(六16オ)

A)クヲシイナツマTtシフイ

6-2白雨に　姻'稲妻むすひては夏也｡新古今'後拾遺の旨也｡然とも句鉢によるへし｡雨季の物むすふ句の仕立'花紅葉の下にしるし侍也｡(六16オ)
ftクエ

6-3向後　行すゑ二つゝ也｡俳には向後三'行末と替たる間'蓮俳共に面去也｡向後に行の字二句去也｡未も同前也｡(六16オ)6-4夢　七旬去也｡はいに五句去へし｡無名の夢は恋也｡夜分也｡世は夢なとは夜分にあらす｡(六16オ)6-5雪　四｡春雪'泳室の雪'富士の雪等此内也｡何もその所々に記侍也｡扱四の内'一は他の挙に有之｡似せ物の雪はうらに有也｡花の

雪'頭の雪等也｡降物にあらす｡句に'

夏の月さなから影は雪なれや

かやうの似物は'俳にて雪に七句去也｡又本の雪五は有也｡又雪にふゝき'みそれ'連に面去'はいに七句去也｡(六16ウ)

アヲレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　ハシメチサツチ　タ　ナサ　ヲナルt]トシ

6-6雪に　憲付と云説有と'付へからす｡字書雪初作乗り作i花円如y
キビッブ′サソシテ7ルリフセチザフセチ

稜粒撒而下と有｡粒雪'雑雪なと漢に云なれは'雪にちかき物なるゆへ'みそれ'ふゝきなと雪にきらふに准て'適に面きらひ'はいに七句去也｡(六16ウ)

ナゴリキTtルアハ

6-7雪ま　残雪'とくる'余波'消'雪雫等春也｡初雪'淡雪'みそれ'霜等の滑は冬也｡(六17オ)

め

6-8日　只一｡うきめ1｡木のめ一也｡はいには人のめ'折に1つゝ也｡他の事にうらに一つゝ也｡(六17オ)6-6めく　色め-'時め-等速に折きらふ也｡はいに五もあるへし｡
(六17オ)

610めり　める等二句去也｡(六17オ)

み

･p･ナト

6- 1湊　只1｡名所に1｡はいには只の内に又有也｡春'秋のみなともこの内也｡寄'三月尽に'

シハ

碁て行春の湊は知らね共霞に落る宇治の柴船
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又九月尺のうたに'

ナカ

年毎に紅葉JV流る立田川みなとや秋のとまり成らん　(六17ウ)
h'ネ

612嶺　只一｡名所に一｡はいには只の内に今一也｡嶺に高ね'富士のね'連に折嫌ひ'俳に面去也｡(六17ウ)
ミヤnA]ナ′ノノ

613都　只一｡名所に1｡旅に1也｡ほいには此外部都'又龍都'月都
ヲク七y･L･ウ

洛中'京等の内に今一有へし｡九重'雲上'大宮'位山'仙洞なと都に面去也｡俳に七句去へし｡京洛'都の間は折嫌也｡又都は名所にあらす｡田舎には二句去也｡(六17ウ)614都鳥　水辺也｡都に折嫌也｡ほいに面去也｡又文字はかりのきらひやうなれは'九重'故郷なとにはきらはす｡又子細有て'此鳥は冬に非す｡

いさゝらは昔をとはむ都鳥難波入江に今そ帝なるこゝろを人になしてとはゝや恋るとも知しな遠き都鳥　宗祇(六18オ)

615三日月一句也｡はいには他の李に又有也｡又三日月出るは夜分にあらす｡人は夜分也｡(六18オ)
ミキリ

616糊　新式に居所にあらす｡連に庭に折きらへは'はいに面去へし｡(六18オ)
ヽヽヽノ

617第に　笠打越きちふ也｡みのに降物は付す｡笠には早にも忍にちきる故'句によりて降物付也｡又蓑虫雑也｡(六18ウ)6 13身に入　秋也｡二也｡ほいには三也｡人倫に嫌也o冷'寒'風等二句去也｡学の身に入なとは冷'風等の身に人事にあらされと'秋の季

をもつゆへ'冷'風'寒に二句去也｡(六18ウ)
･rJソキアクシソタイヂ

619御蔵　過てはらへなLo右にも江侍こと-'天照大神'悪神を退治

サハへ

し給へは'悪神小蝿と成て'人を煩を'六月はらへする也｡(六18ウ)
･･,ユキタウキソカキヰソ

6-0行幸　当今のを行幸と書'院のを御幸と書也｡いつれにても連俳共に一句也｡(六18ウ)

クハウキゴ

6-1宮　神祇に二｡内一は名所也｡皇居に二｡内一は名所也｡青野の

クカマ

宮'高天の宮等也｡右連俳同前也｡(六19オ)
ミキクウ7クハタヘカソキ～･キ

6-2三寸　空腹に用は'肌三寸寒気をさくると云也｡然とも御酒なともか-ゆへ'御の字に二句去也｡(六19オ)

チマタホf)ツヽヲオリ

6-3道に　岐'玉鉾'九折二句去也｡-はし-ほ路の字の下に注也｡
(六19オ)

6-4水に　みくさ'みこもりなと'連に三句去は'はいに二句去へし｡
(六19オ)

…シ･TPナ

6-5三字仮名　連に面きらひ'俳に七句去也｡おもひ'おもふ'かへる'かへり等也｡思ひとおもひの間也｡おもふとかはりては字去也｡他准之｡又こゝろ'なみたなとの下の字'うこかされは三字かなにあらす｡又もたゝ'はたゝ'けりな'ぬらしなと'てにをはの三字かなと書也｡是もおなしきらひやう也｡(六19オ)

nヽpq(カヽミカタ'r'

6-6見に　試'鏡'記念なと二句去也｡(六19ウ)

し

シカ

6-7鹿　只一｡かのこ一｡すかる一也｡はいには'紅葉鳥'いつしか鳴
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なとかへて今1｡四也｡かの子かるは夏なり｡嶋としても同前｡惣して鹿もすかるも'か-しても秋也｡かをさしてなとは雑也｡又春

カシ寸

日野に鹿の有事は'むかし鹿島の明神'飛給てより也｡

′リケキクそ

鹿島よりかせきに棄て春日なる三笠の山に浮雲の官根本は四所の明神にてましませと'是より五所也｡
ツノカ･Jヲシへ

昔年は五の教あらぬ世に　と云に'いはゐそへたる春日野の神　紹巴　(六19ウ)
シホヤクサシホソクT]

6-8塩　只1｡塊に一｡汐一｡三也｡俳には俗語のうちに今1有へし｡塩に一入は嫌はす｡塩木ころ山路なとは山類水辺也｡塩屋は居所に打越嫌也｡(六20オ)
シクレ

6-9時雨　秋に1｡冬にl也o露時雨は秋也｡時雨の露は冬也｡初時雨'なみたの時雨'月にむすふ時雨'木葉の時雨'川音の時雨等はみな冬也｡輝のこゑの時雨に似たるは夏也｡はいに季をかへて'時雨三也｡又時の字'時雨に嫌す｡(六20オ)
シクモエ

6-0下瀬　春也｡野'山'原なとむすひてす也｡植物に打越嫌也｡霜'雪等にむすひても春也｡何の革とも見えさる内也｡下草'下紅葉も'山か森かをむすひてる也｡(六20ウ)

ヒモ

6-1下紐　衣規也｡下帯に折嫌也｡名所に又有へし｡又帯も下帯も衣類にあらすo常に衣煩はなれて有物也｡下紐は下のはかまの紐の事なれは'多は恋也｡夜分也｡衣類也｡(六20ウ)
シノフノT]ホリ

6-2信夫郡に　忍等'忍恋嫌はす｡但句鉢によるへし.又しのふのやVP;a爪ます恋しきなと云詞'山の字には字去也｡名所にも山類にも打越嫌

シノブ

也｡しのふのうらみなとも准て知へし｡かやうの詞すきて信夫'連俳共に又有也｡(六20ウ)
シマ

6-3島　只10名所に一也｡俳には只の内に今一加也｡山類水辺也｡

アハヂヨモキカ

但池の中島'川島等は水辺はかりにて山頬にあらす｡淡路島'蓬島な

ムp′ヤシヤタ～Jノ

とは山類にも水辺にも非す｡松島'小島は山類水辺也｡董八島'田蓑

ヲシ

の島その所々にて注侍也｡その外国々の島'右の趣にて去嫌推て知へし｡(六21オ)
>･,'>

6-4清水　雅也｡-むも同前也｡むすふ'せ-は夏也｡むすふ清水に
スヽ

水涼し'連俳ともに折きらふ也｡きよきと云詞'清水に付旬嫌也｡
(六21オ)

シカT[T]タキノホリーーnイタケ

6-5志賀の山越　北白川の滝のかたはらより登て'如意か山猫こえに出る也｡今は此道なし｡古今に'しかの山越にて女の多-あへりけるに'
アツサT["･

梓弓春の山辺をこえ-れは道も去あへす花そちりけり

r>フノ

女を花にしてよめる也｡同集冬部'志賀山越に'

イハホ

白雪の処も分すふり散は巌にも咲花とこそみれ　(六21ウ)
シハノJ･クイホタキ,

6-6柴戸一｡同庵植物にあらす｡かやうの句過て'薪に又有也｡はいに三も有へし｡山柴'なり柴なとは植物也｡(六21ウ)6-7しをり　ふかき山路のしるへに'草木を折かけて置事也｡植物にあらす｡

青野山こそのしをりの道かへてまたみね方の花そ尋む

キリT]スエクÅクル

又仙人の木を切て跡に梢をさして'山神に手向をしをりと云也｡是
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ほ植物也｡又しをり戸は山家に有物也｡是居所也｡(六21ウ)
シツクシタ･り

隅雫滴　新式に山の滴'軒の雫'降物にあらすと有｡滴は松'岩かね'苔等に有物也｡又雫に滴'連に折嫌'はいに面去なり｡雫'滴'露たかひに付さる也｡(六22オ)6-9時分　きちひやう朝夕にかはりては'打越嫌也｡同時分は字去也｡又同時分二句つゝかす｡(六22オ)610白　しろきとくの間折嫌也｡しらとかはりて面去也｡はいには

マフシ

しろきとノ＼面去也｡かはりてこゑにも有は七句去也｡又白と云時
シpキ

日に嫌す｡(六22オ)
シキ

6-1敷　袖のかたしきなと1句也｡はいにかはりて二は有也｡恋しきなと数にきらはす｡よみ付たる詞也｡又恋しきにわひしなと付句もきらはす｡(六22ウ)6-2しまき　時雨と風と同時なる物也｡雪そへは雪しまきと云也｡みそれは雪と雨也｡ふ1きほ風と雪也｡扱t Lまき時雨に折きらふ也｡かはりたる降物には打越きらふ也｡(六22ウ)
シpカ･､ヽ

6-3白髪　述懐也｡恋故ならは各別也｡老に'連にて面去は'俳に七句きらふ也｡

人をおそれねことはりそある白髪はさらにす-なる物なれや　宗祇
nゥ　タウタルハ七ケン][タ,ハクハチ　4･エソツ　シャウ々スカッチユルサ

公コ道世-間】惟白髪貴人頭上不i曾鏡
とつ-りし詩の心也｡(六22ウ)6-4Lはらく　二也｡はいに今一加也｡しほしに'連に折嫌ひ'俳に面

去也｡(六23オ)615し文字　むつまし'はつかし等のはたらかぬはしとまりにあらめ也｡又しとまりにきらはす｡(六23オ)616し文字　過去のし二句去也｡聞Lt見し也｡むかふし二句去也0遺し'清し也｡やすめ字のし二句去也｡花をし'月にしなと也｡右たかひにちかひては､付句も嫌はさる也｡(六23オ)617して　とまりには折きらふ也｡四也｡紅葉して'時雨してなと也｡はいには五も有へし｡又句にたとへは'

世中は哀はかなき物にしてかならすといひしも問ぬ人にして

かやうなるはすると云心にあらされは'蓮俳ともにしてとまりのうらに有へし｡(六23ウ)
ンケ

M茂み　山'野'原'業'句にむすひてする也｡一句の物也｡ほいにはかはりて又有へし｡(六23ウ)

ゑ

エクサ車

6-9絵にかく草木　植物にあらす｡その色によりて'その季有へし｡是新式の旨也｡たとへは'柳'桜なとをゑにかきたる鉢は'植物にはあらされと'春の挙をほもつ也｡他の李の物も同前也｡ゑにかく鳥'獣等も'生類にはあらされと'それくの李はもつと云事也｡問｡李をもつほとならん草木は植物にきちひ'鳥獣は生類に嫌へき事なるに左あらぬ義如何｡答｡李は春秋にかならす三句はつゝく物に侍
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チウホウ

は'たひく用ひたき事有故也｡又植物'生類はきらひなきを重宝と

エf]

するゆへ也と知へし｡かやうのさかひしはら-依帖に侍と'古人ふ

ツク〆チ

かき道理に通達の上にてさため給し事也｡(七1オ)

ひ

キリエナソシTFL7オチテシルヲ

6I薫もる　初秋也｡桐の事也｡推南子に一葉落而天下知i秋と有し本文よりいふ也｡(也-ウ)

ノワカソへyノ

6-1一葉船　新式の和漢簾に二葉船は旅也と見え侍也｡古詩にも'
J･そこウカブセクシャウ　　nブノアネ

共芝浦湘1菓船　と有も兼の句也o

七　ホン]Lイハククハサティノウyキクカイハクティ･,,テ　フ　TELプヲtrサILyクルフネ'　　シソクスケテモテスッウイブ'世本云'黄帝雲笈云帝見こ浮葉]方為i舟二臣助以二舟擁7黄帝

カチ

クハテキエテヲ

1葉の水にうかふを見て'はしめて舟をつ-り給也｡又貨欽剖i木為レ
舟ともみえ侍也｡(七1ウ)

シヤクケウシヤカハハヤヤフItソ

6-2l夏　こもる'行ふなと'尺教也｡尺迦の御母摩耶夫人のために'

ホウオソキヤウハシヤル

1夏九十日報恩経をとき給しょり始也｡又1夏とはかりいほゝ'尺
教にあらす｡(七2オ)6-3】文字　面に一つゝ也｡俳にはよみこゑのへたちもなく七句去也｡余のかすの字は'蓮に四有は'俳に五つゝも有へし｡(七2オ)6I村　居所のこゝろすきて'植物に杉の1村'薄の一むらなと又有へLo(七2ク)

ヒクヲシ

6-5鯛　初秋也｡只7也｡日の字'碁の字には少もきらはす｡されとも句に'

ひ-らし鳴てみちいそ-なり

かやうの句'日にも碁にも夕時分にも嫌也｡俳には鯛と過て'かやう

#～,

の句又有へし｡又鯛に蝉は'連俳ともに折きらふ也｡(七2ウ)
ヒムpモルnホリ

6-6祉墓　守としても夏也｡つきこむるは春也｡水辺也｡只一也｡淡'

ウスヲヒタルiIアルヒ

つらゝ'雪なとに'連に面きらひ'俳に七句去也｡又薄味'垂泳'或は
ヒノタメシ

泳様等'同し-ひと云故'連に折嫌ひ'俳に面去也｡淡室は惣して卯
サクシソケソツヰタチ

月朔より九月尽まて献する物なから'六月朔をつかさとる也｡扱

キTnウ　ヒクヰシpオホナカとコ　　　tH n j･ウケイ

泳室の由来は'仁徳天皇の御宇'額自大中彦の御子'闘鶏と云処へ御

アソラウヲウーヒ

狩に出給に'野中に一庵有｡内に老翁有｡召て事のよしを問給に'淡

T)♂(･,,TIT)ソT)ホリオキナ

窒也と答奉る｡皇子'炎天まて汰ある事如何と有は'翁中やう'春雪

フクTlクネチムビヤク

をあなにつきこめて'六月取出し服し侍は'極熱をさけて無病と申奉

ワシウウ〆T]ホリ

る｡翁は仙人也｡野中は仙境也｡今の和州宇多郡也｡それより毎年

サキ

この処にて'淡室もらせ給し也｡今の都にては'むかしは松ケ崎に

タソハ

有｡そのゝち丹波の桑田郡にもらせ'毎年六月には献する也｡元来仙人なるゆへ'淡墓守として人倫にあらす｡又仙境なる故に'山煩にもあらすと知へし｡(七2ウ)
ヒハヲヒカキヒハク

6-7櫓原　只一｡俳には此外櫓垣'櫓皮なとの内に今一有也｡物の名'名所はこの外也｡(七3ウ)
ヒ･♪川′

隅独　只1｡人倫也｡二人'三人は人倫にあらす｡扱又恋に1｡月'松なとの内に1也｡俳によみこゑの内に今1加て四は有也｡又独に
1'文字二句去也｡一方こゑの時は付句も嫌はす｡(七3ウ)

A)タ

6-9引田　田をむすひてする也｡秋也｡植物に打越嫌也｡引の字'板の字に字去なり｡鹿'猿等の物のためにする事なれは'付句きちふ
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オAhカlLソギヤウ

也｡かゝし'驚し'そうつ等は人形也｡ほ-しほ火をくしにはさみたる也｡いつれも田をむすひてする也｡
弓シブ水渋つき植し田面にひたほへて又袖ぬらす秋はきにけり　(七3ウ)

ヒJ･ヘキヌ

6-0単衣一文字に二句去也｡一方こゑにいふ時'付句もきらはす｡
(七4オ)

ホクシ

6-1火　折に1つゝ也.はいにはよみこゑのうちに今1加へし｡火串

キヅネ

沓'狐火等'連に面きらひ'俳に七句去へし｡か1り'ともし'いさり

ウカヒ

なと火に字去也｡ねらひかり'鵜飼なと火に二句去也｡又ひかりと

王

云詞句によりて'日にも火にも成也｡又火た-は夜分にあらす｡衛り士のた-火は夜分也｡(七4オ)

ホシヒル

6-2日に　月'星等'連に三句去｡俳に打越嫌也｡又日に昼は付句も嫌

イクカ

す｡又日に幾日'けふなときらはす｡又日次の日にきのふ'けふは二

アサツクヒ

句去也｡日次の日'月次の月'天象にあらす｡又日に朝附日'夕附日宇去也｡日に月次の月'打越きらふ也｡又日に日本'日光山なとは字義なり｡(七4ウ)6-3ひかり　月'日'星に1｡花'雪の内に10光'陰に1也o俳には今一加て四もあるへし｡(七4ウ)

ヒヲノヤツリ～Iヘク

6-4平野架　卯月上申日也｡仁徳天皇の御慮なり｡年中行事寄'
サカキ

榊取卯月きぬらし宮人も平野の官にゆふかつらせり

tIソリヤクザウt)イチヤウクハy

北野と同社也｡延歴年中に造営有し也｡条は貞観にはしまる也｡
リソシハ･>寸ルヤシp

臨時の条は寛和に始也｡社は四処也｡今は三ケ勉也｡1処は賀茂に

カ･･､ヤ

有也｡又紙屋川'北野と平野の間に有也｡むかしかみをすきほしめ

し処也｡

風や筆木葉絵かける紙屋川　宗祇(七4ウ)
REaE;

6-5轍　初秋也.只1也｡俳には季をかへて今一着へし｡

初塩は轍風ふくはまへ哉　心敬(七5オ)
カケ

6-6日蔭の糸　神紙也｡日蔭のかつらとも云也｡賀茂の臨時の祭にかきしにする也｡(七5オ)
i1.,.

6-7姫　二なり｡椿姫'佐保姫なと也｡俳に人倫のうちに今一加へし｡
(七5ウ)

A)毛pキ胴昨　説々侍とも神供也｡日本紀には神帝とかける也｡(七5ウ)
ヒタチヲiIカシ†AIAリ

6-9常陸帯　鹿島の明神の祭の日'独の女にあまたの人こゝろをよする時'その人々の名ともを布の帯にかきて'神前にかくる也｡おはかる中にうらかへる帯あれは'そのぬしとあふ也o恋也｡神祇也｡

東路の道のはてなる常陸帯かことはかりに蓬んとそ思ふ　(七5ウ)
ヒナ

6-0郡　田舎の事也o只1也｡俳には二も有へし｡鳥のひな'ひな道には少も嫌す｡
アマサカルアメシト,>シルシ

天離ひなのみやこに天斉か-恋すらはいける印あり

ヤカモチ

家持か越中にての作也｡ひなにゐなから都をこふるにもいきかひの有也｡田舎人ほかやうに京をこふる心も有ましきと也｡(七5ウ)6-1ひな　鳥に1｡ひな道に1也.ひな遊'春にあらすと云説侍と春也｡ひなは雑也｡(七6オ)
ヒレ

6-2領巾　風衣とも害也｡天人などの袖に着物也｡又ひれふる山の事キソメイサチヒnクク

欽明天皇のころ'大伴の佐堤比舌と云人'唐へつかひに立ける時'つ
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ナT]り

まのきよ姫'余波を惜て松浦山にのはりて'きぬのひれをふりてその

ヤネ

舟を招きしによりて頒布振山と云也｡肥前也｡
ウナハヲヲキ

海原や沖行人をかへれとかひれふらしけん松浦きよひめ　(七6オ)

6-3ひろふかひなき　なと云詞'生類'水辺等に打越嫌也｡(七6ウ)
ヒiノクLt

6-4他国　人倫にあらす｡人に二句去也｡(七6ウ)ヒヤ･カ6-5冷　初秋也｡ひゆるも同前也｡(七6ウ)
ヒヲアキ

6-6平秋の旬に　恋の秋の句付は'恋の秋にてはたす也｡春の句も同前也｡新式か-のことし｡秋の句にて恋の句をつゝまぬやうにする也｡又季恋はかならす二句は結ふ物と云説あし1｡たとへは平秋の句四句来て'五句めに恋の秋の句あらん時'季恋一句にてもよき也｡
(七6ウ)

･屯

そ･･Iチムメサクヲ

6-7紅葉　只7｡梅'桜なとに一｡草に一｡己上三也｡ほいにはよみこゑの内に今1加也o紅葉に色の字'二句去也｡葉は字去也｡革のもみちに草のはと'木の紅葉に木のはとの間'連に折きらひ'俳に面去也｡字去と云は'木'草'竹にたかひにかはりての事也｡又紅葉に山の色'秋の色'野の色なと'連に折'俳に面去也｡(七7オ)

ハシ

6-8紅葉の桶　植物にあらす｡水辺にあらす｡但句体によるへし｡
天川紅葉を橋にわたせはや七夕つめの秋をしそまつうちまかせて紅葉の橋と云事なき也｡苛のこゝろは'七夕の秋を

まちて今夜あへるほ'天川の橋に紅葉をわたせるかとうたかひし也｡

シtLJ･クヰソケツリ

崇徳院の御本には'橋の字を削て舟の字有しと也｡近代苛に紅葉の橋とよめる事如何と云り｡(七7オ)
モヽチJ･リ

6-9盲千鳥　春也｡説々侍は'相伝有へし｡鷺に連俳ともに折嫌也｡

サヘツル

首千鳥噸春は物ことに改れとも我そふり行むかしの春に身をやなさまし百千鳥さへつるこゑも老はうし　宗長

右のうたにて付なせる也｡(七7ウ)
モヽシキ

剛首敷　居所にあらす｡雲上'雲井なとに'連俳ともに折きらふ也｡
(七8オ)モノ･kそA)

捌襟　物に二句去也｡物を思ふは物に字去なり｡おもふほ三字かな也｡(七8オ)
q)め.1･Rハ

622最上川　上の字二句去也｡出羽也｡のほれは下ると付ほうしろ付也｡

最上川上は下るいな舟のいなにはあらす此月はかり月影もいな船ならし最上川　昌琢(七8オ)
+･Ll.TT

束子　神祇也｡人倫の子に折きらふ也｡神楽の舞の名也｡(七8オ)
モpnシカソ

6-4庸一すきてからくにと又有也｡俳にこゑにか'漢なとの内に今一着也｡又から衣'から紅は連俳ともに面に一つゝ也｡是等はから
といへと'初の面八句の内にも有也｡(七8オ)

モスシケル

6-5鵜　秋也o草-きも秋也｡植物也o生輝には打越きらふ也｡茂は
カル･イナゴ

夏'楯は冬也｡急やうのむしを草のさきにさして'雪中の食物のために置と也｡然とも用に立す'はかなきたとへにいふ事也o尋あはぬ
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也｡

春されは鴇の草茎みえすともわれは尋む君かあたりを
7ル

是は或人'道にて女に行あひて里をとひけれは'鴇の草-きとこたへしゆへよみし也｡
カリウツモ

仮にゆふ庵も雪に埋れて尋そ侍る鴇の草茎たつねかぬると云事也｡(七8ウ)+
脚藻の花　夏也｡海のもの事に非すo又もにすむ虫は雑也｡も-つ植物に打越嫌也｡(七9オ)

モリ

附森　只10名所に一也｡俳には只の内に今一-ほふへし｡又森も林も植物に打越嫌也｡(七9オ)
モ′ヽフ

6-8武士　人倫也.俳にはこゑに又有也｡又武具'武芸等も此内也｡
(七9オ)

捌物いふに　語'詞'のたまふ'てふなといつれも二句去也｡(七9オ)
モチヅキ7]マ

6-0望月の駒　八月廿三日也｡信州より献也｡(七9オ)

アマリ

6-1文字余　二句つ1きて二句去也｡あまさすしてよきを無用の文字余と云也｡(七9オ)

せ

七･q･

6-2関　只一〇名所に1｡春'秋又恋なとの内に1也｡俳には関東'関西なと加て四も有へし｡外に水せき'面かへて有也｡又閑とはかりは旅に非す｡元来四境七道の関は'国の大禁をしらしめんため也｡

アアサカ

閑こゆるなといほゝ旅也｡閑むかへ'閲を-りは逢坂の事也｡又連

に初の面の内'旅の関はあれと外の関はなき也｡俳にはいつれにて

アラカキ

も有へし｡又関の戸'関屋'閑の荒垣なと居所に打越きらふ也｡又山

クハyハクセキ

にある関は山類'浦に有閑は水辺也｡又関白と云は'関のこ1ろすこ

アツカリマ7シ

しもあらされは付句も嫌はす｡関　白と連にする也｡同字別訓也｡
(七9ウ)七ミ

6-3蝉　只一｡俳に二也｡空蝉も此内也｡ひくらしは連俳とも折きら

カクフチpソ

ふ也｡格物論に'輝は四時ともに有事を記せり｡詩に多は秋に見え侍と'連俳には夏の季也｡

蝉鳴て夏かとおもふ木陰哉　宗長

･･)ン'～ソ

又空蝉とはうつ-しき蝉也｡源氏物語に'もぬけの事を云り｡楯幌と云物也｡

空蝉の身をかへてける木の下に猶人からのなつかしき哉　(七10ォ)
セマル七ムル

6-4追茸　こゝろもことはもかはれは'付句もきらはす｡(七10オ)

す

スフルス

6-5巣　連に古巣として只一也｡俳に二着也｡いつれも春也｡水鳥の

サフ一tヲ(ママ)

巣は夏也｡鶴の巣は雑也｡鳩のうきの事は'にもしに注侍也｡篤の巣に郭公のある事'句に'
クハウテクサウチウ一Iアリ　J･ケン

黄鳥巣中有レ杜鵜　とみえ侍也｡又'
ウクヒス　　　　　ホトヽキス

鷺の子かほほつねのほとゝきす　宗祇
キシウT]カハカリンリヤウサイ

紀州粉川にての作也｡又寄林良材なとにも見え侍也｡(七10ゥ)
ス､キ

6-6薄　只一｡尾花一｡す-ろ'ほやなとに一｡三也｡俳には蒋二看て
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カル,オケタモノ

四也｡薄は惣名也｡秋也｡ちるも同前也｡楯は冬也｡尾花は獣の尾

ヤケノ

に似たるを云也｡秋也｡す-ろほ春也｡焼野に残てすの黒を云也｡
アハツツ′イハブ

東津野のす-ろの蒋角-めは冬たちなつむ駒そ斬る

はやの事'はもしに注侍也｡しのすゝきほ'ほに出ぬを云也｡

月そ入ほに出にしもしのすゝき　露巴(七10ウ)
t(･カチ

6-7鈴鹿路　山類にあらす｡閑も同前也｡鈴には連俳ともに折嫌ひ'鹿は字義也｡(七11オ)
ス.･ヽカ

悶栖　只1也｡俳には物かはりて今1也｡家に字去なり｡住堅一旬去也｡又栖'山家'隠家いつれも居所に打越きちふ也｡(七11オ)
t(ヤヰス",め

6-9住居　居所に打越きらふ也｡住の字'居の字には字去也｡楠と住居は連俳ともに面去也｡又すむとはかり'居と斗は居所にきらはす｡
(七11ウ)A,シキ

7-0涼　只一｡秋に一也｡俳には心すゝし又有也｡又夏をわするゝと云やうの句体には'連に折きらひ'俳に面去也｡(七11ウ)
t(マセフシウ

;-須磨　摂州也.水辺也｡寺は山類也.上野も水辺にあらす｡又須

ミノ

磨のみそきと云ほ'三月三日に有し事也｡源氏物語に見え侍也｡巳
ヒハヲへ

日の枚ともする也｡春也｡毛詩に'

lt(ヲへyノソクブツヤクヲ

水上以i枚　除こ不祥山とみえ侍｡和漢共に有也｡(七11ウ)
t(,･7ヤキ

㍑炭焼　冬也｡山煩にあらす｡炭かまは山類也｡炭は物かはりて俳に二也｡墨には二旬去也｡昌は只1也｡連俳同前｡(七12オ)
スヽリqrグ

7-3硯水　水辺にあらす｡俳に硯海又有也｡名所也｡(七12オ)
7,.t..レ

m簾　只1｡居所也｡俳には釣簾'玉簾'みすなといひかへて二也｡

たれこめても此内也｡(七12オ)
スサヤ

7-5冷し　二也｡俳に三也｡さむき心とおそろしき心也｡身に人に二句去也｡(七12オ)7-6杉　只一｡こゝろの杉一也｡俳に今一加て三也｡杉の窓'居所也｡

ノ

植物にあらす｡心杉はこもしの下に注侍也｡(七12オ)7-7すそ野　山類にあらす｡山類にむすはされともする也｡ふもとに二句去也｡すゑにも二句去也｡(七12ウ)
スケキサイスカハヲ

棚菅　只1｡器財に1也｡俳には物かはりて今一着也o菅原は句にょりて植物にあらす｡(七12ウ)
7(ヤヒヤソヨブnトリツカヒキソ

7-9相撲　秋也｡万葉に相撲使とか-なり｡七月十六日'廿五日'禁中

グブ

にて有し事也｡諸国の供奉人あっめてとらせ給し也｡(七12ウ)
A

ー10洲　二｡内一ほ名所也｡真砂'すなに連に面をきらひ'俳に七句去也｡又俳に今1有也｡(七12ウ)Ⅲす急の松山　山類也｡松の有ゆへの名なれは'植物にも嫌也｡松には常のことく嫌也｡むかし夫婦有けるに'すゑの松山を指て'娘のこえむ時わするへきと突ける｡この故に人のこゝろのかはるを波こすと云也｡是は至て小山なるゆへ'むかひを見るに娘のこゆへき様に見ゆる也｡能因か寄枕に本の松'中の松'末の松とて有と云り｡

浦近-降来る雪は自浪の末の松山こすかとそみる　(七12ウ)

712すらん　たとへは学文をすらんは'三字かな也｡返すらん'出すらんははね字也｡(七13オ)
スツル

713捨　身'世'子なとに替て二は有也｡(七13オ)
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スクルヽ

7-4勝に　まさる二句去なり｡(七13オ)

京
ヰソガタダイセイ　　チイケイカシゴ　オホ･>ハイカイ　　　　　　　　　　　　　　　ケ　　　　　　　　クハ

俳諜　報学大成に剣紫詩語多こ俳詔一と見え侍｡俳は戯也｡詔は和
夕山ソ

也｡唐にもたはふれてつ-る詩を俳詔と云より'古今集にされうた

+I.....

を俳諸寄と定給し也｡これになそらへて'連苛のた1ことを世に俳譜の連歌と云也｡元来連苛の一鉢なれは'新式の法にそむかさるを

イタソ

式目とする也｡しほら-も此旨にそむかは'此道の異端なるへし｡されはこの書に'新式の旨'ほしくかきあらはすといへとも'秘事に至ては筆をきしをき侍ぬ｡露程きえやすき身のはとをおもひ侍は'筆ついてに書残しなからん後世のすき人のな-きみにせん事をおもひ侍なから'われに伝へ姶し人のふか-秘し姶けるを今更もらすへきは'かへりて道にそむき侍ける事をおそれてこゝろにまかするにもあらす｡残多やみ侍ぬ｡この道に入給はん人は師にしたかひて学ひ'先輩につきて尋給へし｡(七13ウ)
クハイシ

懐紙　端つくりの事'若臓物をとらは'たとへは花には寵笠等の字

クハイキフ

雪には折の字なと俳詔体なから夢想の連歌'又懐旧の連歌なとか-にならひて俳詔の連歌とか-へきよし貞徳の説と云り｡此義然へき

シカイ

もの也.誹詣とか-へからす｡近年俳説の苦慮に他をそしれる筆カ

ツシル

ヤマ}ウタ

見え侍は誹の字か-故にや侍らん｡たかひにそしりあへる事'和苛の本意に侍かほ｡他をそしれる人のうへに若あやまりの侍らん時は

ハクカク

いか-lL給へきo和漢ともに博学の人にもあやまりは侍とも'後人

イハソポソゾク

あらたむる時はちしむるとはみえす｡況や凡俗のしわさにをいて'

アヤマリ

いつれの人にか誤のなくてはつへきなれは'みたりにおとしむる事いかゝ侍らん｡又先輩のたかへる事を道のためにあらたむるは是道也｡その人道のためをおもはゝ本意にこそはあらめ'あたにおもふへき理なし｡(七14オ)

ヤク千､,セウ　　　　　　ハオイチダウサ1]　　キ　　　　　　　ク　　ヲ　　ブ　TLク′ヒー

発句　八雲御抄に発句老於二当座]可レ然之人得i之｡無功人不i可i

I(クハソーク為と有也｡発句は1座の巻頭なれは'宗匠'貴人'珍客'老人等の外紘有へからす｡雪月花の句'又一ふし有｡前句に至ても貴人'宗匠の作

イハソ

をまつへき物とそ｡況や発句をや｡但千句の内の発句月次等に至て

ヤカスサウ

は宗匠のはからひに任すへき也｡又発句はその座の風景'時節の相
オウ　AJyジTl　　アイサチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ッソタク　ゲソブク　キクサ　ツイセソ

応'賓主の挨拶による事'常の習也｡又新宅'元服'祈蕗'追善なとの

シキ

作'いつれも時宜によるへし｡又切字'下知'二字切'三字切'三段切'

〆イ

まはしてする句'聞発句'か-し題の発句'はね字の発句等-ほしう記にいとまあらす｡相伝有へし｡(七15オ)

チイシT]ヤク

脇の句　亭主役といひ来也｡宗匠より発句あらは'たとひ打聞え
ベチギーキアヲハアイサヅ

て別義なくとも'作者より句のこゝろを説顕すやうに挨拶有へき

イハソブソ.,Iヤウ

也｡況や古事'本説等にてしたてたる句'分明に聞えさるも心得かま

キ,･L,ケテウ

しううけとる事はいなきわき也｡作者の恩人を聞届て'しはらく重
ギソシTtカク

吟してあきの趣向たとひうかふとも'宗匠よりさしつうけて句作し

カイソウシヒソ汐dシキ

て又宗匠より改別をうけて在付へき也｡但賓主の時宜によるへし｡

サウオウアyクイ

扱付心は時節相応を第一とする也｡又発句によりて相対して付る

カク

有｡打そへて付る有｡ちかひ付'心付'比とまりなとの格はつねのな
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らひ也｡取なして付る事'古来きらふといへとも発句によりてかな

ホソアソ

らす取なして付る有｡叉木寄'本語等を翻案して作したる発句のわき'たとへはうたのかみの句にて仕立たる発句に'則そのうたの下の

n,J･ハカク･>yソ〆ツイクハゼソ

句の詞をとりて付る事よからぬ格也｡詩聯旬の対もたとへは'花前
ノテワ　　　　　ジウシヤクノウクヒス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tnフティ′ギヤウ　　　　サウ

蝶と云に柳　上　鷺なと付る事'大に嫌ふ習有也｡尭底　巷とか草
サイノケイ

際魯とか'あらぬかたに付なす也｡連俳の作も是になそらへて知へ

〆イプソべチ

し｡又かへし題の発句'聞発句等にはわきの心いさゝか分別有事

ヰソ

也｡文句の下の字を韻と云事'てにはにてとまらす'文字にてとむる

レソクシヤウクツキッイ

故也｡連俳の発句は聯句の章句也｡脇は対なり｡元来詩聯句になら

ヰソnシ

ひて駒と云也｡又腰のて'第三へ心得看てなきやうにする也｡(七15ウ)

第三　発句宗匠なれは'脇は上段のこと-'第三は貴人也｡又貴人

アイサチ

の発句ならは'第三は宗匠也｡客人発句の時'第三は挨拶人也｡投付心は転するを本意とする也｡詩にも第三は転する也｡但脇の句'発句への付やうをかんかへて'若ちかひ付'取なし付のわきならは'転するに及さる也｡わきにて転したるゆへ也｡扱大かたてとまり也｡上の五文字に置る1やうの花咲て月出てなとの詞にてとむるかよき也｡或ははね字にてとむる也｡はね字の事は右にしるし侍也｡又うたかひの切字の発句の時'第三はね字ならす｡うたかひの句は二句去ゆへ也｡又うたかひの発句に'脇にこしのてもし有は'第三はてとまりもはね字もならぬやうの時'もなしとまりにとまり也｡さあらすともむまれ付たるにとまりも'なしとまりならは-るしからす｡又文字にてとむる事有也｡惣してむかしは句の留りの沙汰なし｡宗

紙よりの格式也｡脇の句'文字にてとむるゆへ'懐紙に文字のたけならはさるやうにてとまり'はね字のかろきかなにてとめたる物也｡此ゆへに若脇の句に'てにをはにてとまらは'第三は文字にて留る也｡但かやうの事は名人にゆつりて常の人は常の留りの外はせぬ物とこ1ろうる｡是又此道の習也｡花のさかり哉'月の光哉'と云は'さかりにて'ひかりにて'と云にかよふゆへ'かなとまりの第三は'にてととまらすとむかしはいへれと'長閑かな'しっか哉といほれさるゆへに'近代きたなし｡(七16ウ)

四句　四句めふりとて'也'けりなとのかろき留りにて'ふしなき

をこのむ也｡古事'本説なときらふ也｡(七18オ)
五旬め　三て五らんとて'第三てとまりならは'はね字あらまはし

き也｡第三て留りにあらすほ'てとまりこのましき也｡初の面に同字をいむと云も懐紙の面をたしなむゆへ也｡てとまり'はね字は句の一鉢なれは'おもて道具也｡此句にてのかし侍は'七句めにてあらまはしき也｡然とも此等はさたまりたる法にはあらす｡こゝろえのためまて也｡ならぬ句つくりを是非とた-むは'かへりて句のさまたけにもなり侍は'有にまかせて用へき也｡(七18オ)

チヤウサクウクヲウブソ

七句め　月の定座也｡若月の句'当句まてのひは'座中の老分にゆ

シT]'.'ハソ

つるへき也｡第三の後は上の句を賞翫とし'その内にも月の句'又汐T)ソオハザシフ5]チ
一順の終に執筆の句'有はその前句を老分の句とさためたる也｡又

シゼソ

八句めへ月のこはるゝ事も自然は有事也｡是は子細看ての事也｡又面の内同字はきらへと'てにをはの二句去のことはのかなは句二去
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"･ナツキ

て有也｡又発句に神無月'六月なとの月次の月にて'光彩をもむすはすは'有明にて月をもたする也｡かねて有無的の字を仕出さぬやう

ギnク･A

に心得也｡俳には玉兎の影'銀兎なとにて月をもたする事も有へし｡又面の内'連にはさし出たる事いつれもきらひ侍と'俳には龍虎

ケクシ

等の物にても有也｡世の凶事は如何｡(七18ウ)
ウヲアイツヤク

裏　避雷とかはりて九句めより'神祇'尺教'恋'無常'名所'哀傷'

何にても有也｡又連苛には'四春八木と覚て'四旬めに春を仕出さす｡八句めにたかき植物仕出さゝるは'花につかゆる故也｡俳には六句めに春を用捨し'拾句めにたかき植物'掛酌有へき也｡然とも他の句の出たるを遠にもあらされは'春の季出たらは'その春のうちにて花を引上'植物出たらはその付句に'花有へき也｡又前より植物つかへは'花の袖'花衣等の植物に打越きらふ花'有へき也｡又花の前句に秋の字'用捨あらまはしきあさ也｡連俳に花と云ほ'桜の事なれは'春より外に花はあらされは'秋と云字には付にくき物也｡又花前に恋の句仕出事'むつかしきわき也｡恋'花の句は連苛の秘事也｡伝受なくは恋'花の句には有へからされは也｡又月花の句は花につよう引れて春也｡但句によるへし｡(七19オ)
リソエ

輪廻の事　たとへは松竹等のけふりに里と付て'又次の句に柴た

くなと打越へかへるゆへ'りんゑとてきらふ也｡又風と云に山と付て'次に冨士なと付は取なして打越へかへる也｡是等を嫌也｡他准之｡(七20オ)
}ヲリソヱ

遠輪廻の事　1巻の内'似たる句嫌也o　たとへは初の折の花に'

朝なく梢残らす花ちりて音もしつまる庭の春風　同巻の内に'花おつる山はさひしく碁はてゝかすむみきりにあらし吹也　かやうにかさねて有へからさる也｡
又

軒端をさらぬうくひすの声　と花の付旬にすきて'又その巻に'外面にちかき鳥のさへつり　かやうに悌似たる句'同し花の旬に

付へからさる也｡又花に松'柳'鳥'梅なと千句にも三度はいかゝと云り｡俳には三度は有へし｡又長閑'かすみ'春なとのかろき字は句藤かはりたらは'一巻の内にも折へたてゝ二は有へし｡又月の句にも秋'霧'露なとの付合は同巻のうちにも又有也｡又平句にても同句体は遠りんゑ也｡(七20オ)

本歌　三句めの事'たとへは朝霧と云旬に'人丸の苛にて明石と

一lケ

付'その次の旬に舟を付るほ'逃専有故也｡是は三旬にあたらさる也｡他准之｡
アマヲフネJ･マilJ･り

蟹小舟苫吹かへす秋風に独明石の月を見かな　(七21オ)源氏物語の事　たとへは句に'京にしけるよもきふの陰　と云に'すゑつむの事を付ては'前句と

キリヅホカウイアレ

引合て源氏物語二句に成也｡此次に桐壷の更衣の母のすみ荒たる里なと付は'三句にわたる也｡巻かはりても'同物語なれはきらふなり｡他の物語も同前也｡(七21オ)
クヲシユソ

蓑l順　初の一版のこと-かろくと有也｡旬次迄にも及ほさる
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也｡(七21ウ)
アゲク

揚句　先輩の説に付さるかよきと也｡是は一句に成て付あ-み侍

は'一座の興もさむる物也｡只あさくと付るよき也｡又揚句は案して置とも云り｡是は多分前句は花なるゆへ'前三折の花に付たる句とも春の季をかんかへて指合のなき物を分別し'発句より一巻の
シユヒクハソヂク

首尾を思ひ合せ'巻軸のこゝろを案し置時は'あたらすといへと遠からさる也｡又揚句は祝言めきたる句鉢も時宜によるへし｡又発句の作者或は亭主の役にあらす｡又初の一順に執筆の句なくは'揚句執筆の役也｡又発句に有文字をきらふ也｡(七21ウ)
俳号　こゑの字なへて俳也｡界風'凡帳'拍子'律の調子'例ならめ

胡蝶'かやうの物は連苛に出れと'こゑの字は俳言になると云にならひて俳言もつ也｡又千句連苛に出ぬる鬼女'龍'虎'その外千句の詞'俳言也｡又連署嫌詞の分'桜木'飛梅'雲峯'霧雨'小雨'門出'浦人'蟻の女なとの詞'無言抄にも紹巴の聞書等にもあまた見え侍也｡かやうの物'皆俳言也と知へし｡(七22オ)
ヘキカクnスシソタク

可i覚悟事　新宅の会には'もゆる'やくる'なとの火の類をいみ'

ムサウiスヲヘツイセソ夢想の会には夢の字'左蓬のうはさ'追善には'しつむ'おつる'うか

シツ

ほぬ'-らき道'迷ふ道'つみ'とかやうの事'船中には'かへる'沈む'浪風なと'いむ事-はし-しるすに及はす｡その外五体不具のうはさなと'覚えすして連衆の内'心にかゝれる人もやあるへきと思ひめくらすへき物とそ｡(七22ウ)

dイカイリヤク

一座の法　無言抄楚仙の遠誠を略してみつから心おはえのため1

書にしてしるし侍き｡

シ71チサ　チ　サン

7　出座遅参の事

チヤクサ

1　着座しなをこゆる事

インヤウシm　ダブソザイ　ブ　サケオウ

一衣裳諸具分際不相応の事

ナソ　　キソ

1　難句禁句の事

カタギソアルヒ　ザウタソ

一高吟或は雑談の事

リソザ

一隣座の人とさゝや-事

ブルヒ　チブ　　ドウオン　　ギソ

一貴人或は児と同音に吟する事

..hブソクカサ

一日分の句吟する事　同講する事

ナソイハソカへ

一他の句難する事　況や他の句返して自分の句付る事

7ヲハ

一他の句前の時付合いひ顕す事一日分の句に付さる内座を立事

汐ヤクハイ

1　若輩より持合くる事

.ハチサ

一末座より句数このむ事　同雪月花の句をこのむ事

スイメソ

一睡眠あくひ等の事

ホフレイオソレ

右の外'宗祇法師千句の座の法令ありといへとも'しけきを恐て

しるし侍す｡初学の人'先輩にしたかひて聞給へき物ならんかし｡

(七22ウ)

延宝二甲寅年三月書目

洛陽　書林堂　横行
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116ぬ------23117ぬらんとまり-23118ぬると----23
I(ル

119寝に-----231-0ぬるゝに---23

る

1-1氷れる…--････231-2放るらん…--23′鼻】

ヲミナヘ,>

1-3女郎花………-231-4女------23
>lL

1-5鬼-----…231-6鬼のしこ革……24
r‖J-し

脚遅日-----2
▼ト

1-8音に----…24
ウチTlチ

1-9遠近-----24
ヲカ

1-0岡------241-1小野-----2

4

1-2小船-----24



80

ヲ〆†キ

1-3小手捲----25
''

1-4小に小----251-5をしね-≡-…25

あ
ワスレクサ

1-6萱-----25
ワシノミネツルノハヤシ

脚想峯鶴林･･････25
tJF)ハ

1-8若菜----･･･25
ワカナ

1-9若菜-----25

ワ･Rメ

110若和布----25

ムヲサキ

1-1若紫----25

アT(

1-2若草若鮎等-…25

カヘチ

1-3著楓若竹等--25
ツカレ

川別に---･･･-25115別に-----25116別の恋----26
ワ〆ハヲ

117和田の原---2
ワタ

1-8綿-･･-･･---26
.刀カナ

1-9哉------26糊かほよ鳥---261hr1-串-･-----2

>ツリ

雌神祭-----26
カクヲ

ば神楽-----2

ヤ･.′リ

1-4川祉--……-27

キリ/＼ス

1-5神楽の名の巷27
カスカマ,>リ

1-6春日祭----27

カキッハク

1-7杜若-----271-8雁------27
カキ

柑垣---･･･--2
カリ

1-0狩------那
カ串

1-1鐘------271-2鐘かすむ---281-3霞の衣----281-4影陰景----2
カヘチ

1-5楓-……---28
カレノ

1-6枯野-----28
カケヒ

1-7寛------･R
カヤ

1-8茨----……281-9かけろう---28
カq)メ

1-0鴎------28
カサヽキ　ハシ

m鵜の橋---28
カシハ

m聯木･-･･･････-･21-3風------29
カツヲキク　Jナ　ノ　ハシ

1-4葛城久米路橋-30
･p'-デ

1-5首途-----301-6門------30
カシヲ

1-7頭の雪----30
カル

1ー8刈------3
カリ

1ー9倍------30
カタシ4･

1-0片敷-----30
カクシ〆イ

1-1倍題-----301-2かさね字---30

よ

1-3代------31124陛･･･-----3
かステヒA

1-5桑門---t･-･3
7Lハヰ

1-6齢---≡--31
ヨ　ブ　コ.LIヅ

1-7呼子鳥----31
qそキ

1-8蓬--･･････-･･･3淵夜さむ----･31-0夜を待月---311-1夜とゝも---321-2宵------32

t]カハ

糊横川-----3

た
タツ

捌龍------31-5龍田-----32

AI.'.

1-6龍田姫----32
タチハナ

1-7橘---≡-32
クヒ

1-8旅------321-9玉の字----332-0玉の緒--≡-33
タヤツサ

2-1玉章に----33
タキ

2-2滝------332-3田の字----33
タナヤキ

2-4種蒔-----332-5竹------33

ノ

S-竹林･･-････-･･･3

′･･･ヤ

那竹宮･-----3
タルiI

2-8垂淡-----34
タレ

2-9誰------34
タキヽ

210薪------34211鷹------3
タクヒ

212焼火----…34朗七夕-･･･---3
タカサT]

21南砂の松･･････-3215立木-----34
bE]?.

216便------34217高野山----34
些晶ね---･･･-3

タlt

219谷------35
J'ユ

謝絶に-----3
〆ケ

割掠------3

れ
レイタカ

∽例に違ふ---352-3れ文字----35

そ

池そひき物---3
ツ′アカツキ

2-5其暁--…-35拭空------3
ソノ

脚園-･-----3
ツAヰ

∽外面-----35
ソウツ

組僧都･･･…---3
Tヾキ

2-0軸木-----35

2-ー袖の香-≡--362-2袖のぬるゝに-362-3袖の雨…---36割袖の露----32-5袖行水----362-6そもし----36

つ

脚月-･･･---…32-8月------362-9月------362-0月いさよふ--36糾月の雪----32-2月の霜……--37

ヤA

兆月の宿-……-32-4月草----…3挑月影と----3跳けふの月---3㍍月の出塩---372-8月の桂の花--37紺月日と---･･･32-0月に祈----372-1月見に----37

ツヽシ

2-2掛掲-----32-3鶴------37
ツルノハヤシ

2-4鶴林----3
ヅギオ

2-5継尾の鷹---37
ツマキ

2-6爪木-----38

ヅハキ

郡椿-･-----3
yイナ

獅灘名---･･････3淵露------3
ツタ

邪薯･･･--･･･--3

ツカサノシ

2-1司召-----38
ツレナキ

2-2難面…----38
ツカヒ

2-3使------382-4つかはすに--3
クカフル

gsLn仕-･･･……-3

ツリアネ

2-6釣舟に---…38
ツC･

2-7伝-----…382-8つらき---…3
ヅヤ

判事･･･-----3
ツハ甘

m麹--…………3
ツネノAモシヒ

刑常　灯･-…･･･粥
E:つ･JTとまり--3

ね
ノ

調子日-----3
ネカヒノイ'L･

刑麻糸･･････--3

ネ

m板に-･････････-3

な
ナカレ

邪流-----･･･3
ナカメ

ss財････-･･-　-　-3
7.ihU

ナ･r'タ

m涙------3m戻川-----3
ナル

-0島こ--≡--392　E;一,-
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ナルコ

2-I鳴チ--≡--392-2鳴神-----39
ナク

2-3泣------39
+L)(

2-4難波-=　…-39誹名-----･･･3
ナnサ

Scc余波-----3
ナケキ

邪教---･--･･･32-8夏月----‥392-9無に-----39
+･,I

2-0波------40
ナヲ7

2-1習----≡-40
ナハシp

2-2箇代-≡---･402-3中に-----40
ナカタチ

2-4媒-----402-5也と也----40獅なりに---･･･4郡ならんに---4

ら
ヲソ

2-8蘭-----…4馴らんと----43-0らんに----403-1らんとまり--40

ヤシマ

3-5竃の八島---413-6むやくの関-4
ムカシ

3-7昔------4 1
ムヲサメ

3-8急雨-----41
ムラカル

3-9群に･---42310村------42
･(..,a

3-1卯花･
ウサキ

3-2鬼-･
ウミ

323海-･
L.LT･･･

3-4櫨…･

44444444

24242442

81

む
ムメ

3-2梅-･
ムシ

3-3虫-･
ムaノJ･

3-4室戸･

ムクヲ

315葎--……-…42
ムネキリ

316胸の第----42
ムヲサキ

317紫の花---43318むさゝひ---43319むつこと---43
ムカヒ

53迎に･-･･---4

ヽ(ノJ1..l′

3-1鴻---≡--43
ウツヲT]pそ

3-2鶏衣----43
ウフネ

3-3鵜舟-----43
ウクヒス

3-4鴛･･･--･･･-4
_+

3-5憂------43
サヲナヒ

3-6占-----43和歌に---≡-43-8うきねの鳥--43
ウキシ†カハヲ

3-9浮島原----43
ウヲシマ

3-0浦島か子---44

3-5宇治の川島--44

(..し一

3-6宇治の橋姫--44
ウツル

3-7移------44

カレ

3-8うら枯--･･･-43-9打------45

ウヲホソ

310孟蘭盆に---45
..r･<

3-1棉------453-2うらやまし……45

ゐ
ヰモリ

3-3守宮--　-･45314井----･･･-43-5雲井-----4

ヰ

細猪-･･･----4

ヰハハシメ

3-7射場姶----45
ヰン

3-8約の字--･･････4

の
′ヽミヤ

3-9野官---……43-0野山の色---453-1野に-----453-2野もせ----46

ノ　毛リ　カヽ･･'

相野守の鏡---4

シ･,'ツ

3-4野中の清水--46

3-5野分-----46

ヤク

湖野を焼----4脚法-…･･･---46
ノ中

3-軒------4
cc ド

′TTルアyサ

3-9残暑--……46

ノ,Pカ

3-0長閑---≡-46

お
+i

劉荻-三･･･--I-46
オチハ

m落莫-----46
オチハノミヤ

3-3落葉官----47
オヤコ

3-4親子-----節
オキカケ

-5弟-----47
オヒ

3-6老------47m思ひに----43-8思ひに----47
オヒ

3-9帯------47
十･Lコ

3-0男------･47
･kノへ

3-1尾上=----･47
オクチタ

3-2晩稲田----47
オク

3-3奥------47
オクル

m起------47
オホp

耶瀧-･･･----47
オハナ

調弦------43-7大神祭----483-8大原祭----48

く

3-9草花…----48

ノイホソ

測草庵…-≡-48
クサカリ

3-1童-----483-2草に･･･----4
クサカレ

3-3草楯に-･--=48
クヤ

割熊･-･････-=43-5-もる-≡--48
クルマ

3-6串----≡-48㍍雲井--･………4
クモノミネ

3-8雲峯……･･････43-9-らきに---493-0-らす----493-1-らき----49
クヰナ

湖水鵠-----4邦国の名----4割暮------4

や
ヤハタ

3-5八幡･
ヤマブキ

3-6欺冬･
ヤ}

3-7宿-･

ヤ

3-8星-･
ヤナキ

∧uH J　=

39移‥‥
ヤフ

4-0薮-･

千

Jo~箭…･

ヒノ

4-2山姫･

-‥49--50--50-=50-‥50-‥50-=50-‥50

fツ

4-3山戯･-----54-4山城のとはぬ-54-5山に有閑---54-6山鳥----･･･5仰山下-A----5棚山陰と---I-54-9山かつら-……51
>▼ilA

410仙人-----514-1山の色----51

シハ

412山柴-----5

1

LLシキ

413山の錦----51414山里に----51

シナ

415山科-----5

1

416山に-････････････5

1

417八重----≡らl
ヤミ

418髄に･･･････････････5419弥生に･･･-･･････5
ヤナ

脚等------5
ヤケノ

4-1焼野----･･･5
ヤシp

4-2社に--･････････5

ハシクモテ

4<橋の妹手･･･-5伯や文字---･･･5

ま

4-5松･･･---･･････54-6松門-----52脚松風-≡--････54-8松風の雨･･････-5



シクレ

4-9松風の時雨--･5

82　4--松撃･･････-由

ノ■JLrけ′

431松虫-----534-2松花-･･･=･･･････54-3松のこゑ---53捌松の字の有名

所------53

try
4-5待------53

マクヲ

4-6枕------=534-7正木に----53
マクサ

4-8株------53
>>

4-9掬の庭----5
f･ツリ

4-0祭------53
>n1

4-1真に-･･････--5
†ト

4-2忽-≡----54
t･カキ

4-3番---･･-･････54-4まこも･･-･･･････54-5夕ま碁--･･･-54-6まし-----54
†キ

417蹟-----･･･5

け
ケワ_~′

4-8煙--･･･--･･･5畑けふ-----54-0けりに----544-1けらし----544-2けし--≡--54-3毛をかふる鷹-55

ケクモ′

4-4獣と獣の間-5
ケ　チ　　　f)Aハ

脚下知の詞---5

ヽ

､カフカ･･,クサ

4-6牡丹----…54-7台の字----5
Jn】　l~一　`　　4

ブルサ}

4-8故郷･
'チ

----･55

4-9藤･･･-----5

フシ

4-0富士の雪---56
7ルキマタヲ

4-1古枕----56

′キ

4-2古寺の軒･････････54-3ふもと-･･･--54-4船-･･････-･･････54-5文------564-6筆--････--I-5
フヽキ

4-7雪吹･･･････････-･･5
7t)カレ

4-8冬枯--･･-A-･54-9吹---･--I-54-0ふしつけ･･････-5
フクル

4-1更---･･･-･･･5
フカキ

4-2喋に-----57
フhモノ

4-3降物-････---･5

こ

4-4恋の字----節4-5恋ノ山----574-6恋草-----57
nカヲシ

4-7木枯-----節

4-8木ノ薬の雨…-･54-9木葉衣----57
7]]&ヤ

4-0木玉-･･････--5
nスヱ

4-1梢---･･････-5
nlノ(

4-2九重--･･･--5
nJ･ハ

4-3詞---･････････5
T]i･7

424淡--･･･---5
f]ケ

425萄---･･･--54-6子-----･･･54-7心ノ月･･･---54-8心の杉--･･････54-9心の松･･････--54-0心の花･･･--･･･54-1心の駒･･････-･･･5雌心ノ友-･････････5畑比･････-･･-･･････5

7]ゾ

捌去年-･･････--54-5小鷹狩･･････--54-6小鳥渡-････-･･･54-7衣-･･･---･･･5

7tシチ

雌越路に-･･･--5
nノヰカ′モ

4-9此面彼面=--･595-0こそ-----59

え

5-1江------595-2えに--≡--595-3えそ-----59

5-4得て-----5

て

5-5寺------595-6手------595-7てにをは---59

あ
アシ

5-8芦------59

タゾ

m芦田鶴----5
アツマ

5-0東に-----59
アyt'アリAI

511東遊----60512青に-----60
丁-

513跡------60
アシp

514網代･･･････････････6

アカク.<シ

515県召-----60
アt1

516鮎------60

アサヂ7

m浅茅生･･････-･･･6
アセ

518汗------60
7'ふヤセチエ

519白馬の節会--60
7ヲレハシリ

5-0霞走----65-1両------61昭あま雲----6

アカ

5-3閑伽むすふ--61
アヲシ

弛嵐･････････---6

チ,Lタ

5-5朝の月----61
†ニ),.

誹朝--････････････6脚朝日山----6

1

5-8秋風-----615-9秋夜に----615-0秋寒-----61

ノ

5-1秋田-----615-2秋去衣･･･-･･･-班

スヽ

5-3秋涼し----62
Tf.ソ寸

534暁-----62
アリアケ

5-5眉明----･･･65-6明す-る---62
7クル

5-7明に-----62
アケクレ

528明碁と--≡-62
アクル

5-9明に-----625-0あけぐれ･･････-6
アカ'>

5-1明石--･･････-6
アマ

5-2天------62
'†ノカハ

5-3銀河---･･-･62
アアキ

5-4扇----･･････6

アハf]キ

5-5淡雪-----62
アサカホ

5-6櫨-----62
アタヽカ

517暖-----6
アハグ

5-8粟梓-----63
アヤノ

細菖--･･-･･--6

丁フサカ

5-0逢坂-----63
ア†

5-1頚------63
アリサヤ

湖景趣･･････---635-3あたりに---63

さサb,タレ

捌五月雨----6
サクヲ

5-5桜------63

オイ

5-6桜鯛-----63

アi

附桜麻･･･---･･･65-8桜井-----635-9桜川--≡--635-0犬桜-----63
サヽ

5-1篠の庵----635-2さむき----635-3さゆる----63
サト

5-4里------63
サイ.ハ　ヲ

弼催馬楽の名の

草木等----63
i+

5-6愈……-･-I--6

サホヒメ

脚佐保姫･･･---65-8滴--‥---･64
サカツキカケ

5-9盃の影･･････-64
サカ

刑坂･･･-･･･---6

サク

m咲------64mされ････････--･6

サル

5-3猿-≡----･64mさひしき--･･･6
サナへ

m早貰-----64
サハ

弼沢------6

チ

m小に-----6

ササ

弼小と小･･･--･･･6
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サモアラハ7レ

5-9任　地　---64

き
◆9･′＼八

5-0番--･････････6

キ　ヽ　ス

5-1雑子--
+I r'1

5-2砧---

83

キタ†ツリ

SZLn北条---･･････6

キリ

勤務---･････････6

+z.く

5-5衣々-----65
キノフ

5-6昨･･･-----6

中ソ

5-7岐岨-----65
キシ

5-8岸------655-9菊------65
キnリ

5-0樵------655-1木に-----65
キリ

湖桐････････････--6

キグネ

5-3狐------65捌君-----･･･6mきもし---･･･6

ゆ
T(r･(

跳夕------6即ク暮-----6弼夕月･･･--･･････6

カホ

別夕顔-･･･-･･････66-0夕立-----666-1夕立の雨は--666-2白雨に----66

ユクエ

6-3向後-----666-4夢----･･････66-5雪------666-6雪に-----666-7雪宰----‥66

め

o▲U_

6LLl-　-　-　-　-　-66-9めく-----66610めり-----66

み
ミナ}

611湊------66
1･+

612嶺------67
･･.+n

613都------67614都鳥-----67
聖二日月----S;ミキリ

616勅------67617蓑に-----67相身に入･･････--6
ミ･ソキ

619御蔵･-----6
･･･ftキ

6-0行幸･･･---･･･即6-1官----････-ES

‥t･

撃二寸････････････-6
旧道に･･････-･･･-6脱水に-----S;

～Jシカナ

6-5三字仮名---S;跳見に-----SS

し
シカ

脚鹿･･････----6

シホ

6-8塩------68
シクレ

6-9時雨-----68
シタモrL

6-0下朋-･････････-6

ヒモ

6-1下紐-----68
シノアノTLホリ

6-2信夫郡に---68
'>

6-3島------68
シ･･'ヅ

634清水-----68

シ,RrLd

6-5志賀の山越--68
シハノA

6-8柴戸-----686-7しをり----68
シツクシタヽリ

828雫　滴　-･･････66-9時分-----696-0白------69
･.1LI

6-1数------696-2しまき----69
'pカ～r

6-3白髪-----696-4しはらく･････････66-5し文字･--･･･-66-6し文字-･･･-･･･66-7して---･･･-6
シケ

6-8茂み････････････-･6

ゑエクサキ
6-9絵にかく草木-69

ひ

脚7菓ちる･････････7

′

6-1一葉船…---70は一夏-----706-3一文字･････････-･761村･･･---･･･7

七クヲシ

6-5鯛-----70
ヒAP

6-6淡壷-----70

ヒハヲ

6-7檎原-----70
A)･Aリ

脚独･･････････････････7

ヒタ

脚引田･･･--･･････7
i.}へ中ヌ

6-0単衣-----716-1火------716-2日に--≡--716-3ひかり----71
iIヲノヤツリ

6-4平野条･･･-･･････7
ヒサキ

6-5棚･･･-･----7

カケ

6-6日蔭の糸---71
ヒメ

6-7姫…-----71
ヒそpキ

6-8肝･･････-･･････7

ヒタサyヒ

6-9常陸帯----71
とナ

0"KUr6-品------716-1ひな---･-･･71

ヒレ

m領巾---･･････76-3ひろふかひなき乃
ヒ･JLノクLL

6-4他国-----72
七ヤヽカ

6-5冷----･･･乃

ヒヲアキ

6-6平秋の句に--72

も
モo･チ

6-7紅葉-----72

ハシ

6-8紅葉の栢---72
モヽチ}リ

6-9石千鳥----72
モヽシキ

6-0有数-･-･-･･････7
モノすモヒ

6-1襟-----72
ヰカミカハ

6-2最上川-･････････7
そAメF]

623求子･･-･･･････-･7
qJtLnシ

6～4唐---･･･-7
モス

6-5鵜---≡--･72

そ

686藻の花----7
モリ

脚森------73
モ′ヽフ

6-8武士-----736-9物いふに---73
そチツキn†

6-0望月の駒---73

アマp･

6-1文字余----73

せ
セキ

6-2関---≡--73
七･･･

6-3蝉------73
セヤルセふル

跳迫責----7

すス
6-5巣------73

スヽキ

6-6薄------73
スヽカチ

6-7鈴鹿路--･･･-･内

スミカ

6-8栖-----=刑
スマヰ

6-9住居---A--･内
スヽシキ

7-0涼-----74

スヤ

m須磨-----刑7--鮮撃･-･･･--･糾
スヽリb'ツ

7-3硯水-----74
T:J'.,

7-4簾------7
7(サマ

7-5冷し--≡--747-6杉------74Eすそ野----閃
スケ

7-8菅･･････----糾
スヤt2

7-9相撲-----74

ス

7-0洲---≡--74711すゑの松山--74712すらん----74
スツル

713捨-----…74
スクルヽ

714勝に---･･･75

京
俳譜------･75

クハイシ

懐紙------75発句------75脇の句-----75第≡------76四句------76五句め-----76七句め-----76
みソヲ

裏-------77



リソエ

輪廻の事--I--77　　　源氏物語の事--77
Aヲリソ王ウヲシT[ソ

遠輪廻の事---77　　　裏一順-----77

'ダク

本歌------77　　　揚句------78

俳言------78
へキ　カクコス

可i覚悟事---7
一座の法…---78

異体字表(上記の異体字を下記の字体に統一した)

趨1秋　　乗1異腐1雁　　官1官兄1呪　　鶴1鶴蓉1松　　零1宵

奄1色締1籍弊1菊菜1霊

奪1梅　眉1負京1京　尭1魂船1船　九1凡容1略


